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3. ドルディ・コーラ下流の田園地帯

4 デュムレの渡渉

5.休養キャンプから BCへの荷上げ

6.キャラパン風景 休養キャンプも間近



7.8.9.11. C1-C2閣の岩壁部

10.スーパークーロワールを登る
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13 最終岩壁7，800m付近のルート工作 14.最終岩壁7，800m付近チューリン氷河を眼下に見下ろす



15. 16. 10月初日 13:00南西壁を抜け、古野山、ニマ・ドルジェ閉が頂上に至。
達する。同日、 17:20中村、井本がヒマルチュリの頂きを踏んだ





C4よりヒマルチュリ南稜
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序

日本大学山岳部部長沼尻 正隆

ネパールヒマラヤ山系中、特に残された難ルートであるヒマルチュリ南稜からの

登頂は、わが日本大学山岳部並びに桜門山岳会にとって、多年念願していたもので

あった。

先に 1981年には、 7，600mまで達しながら厳しい自然現象に阻まれて、あと僅

かに 293mを残してついに登頂を断念せざるを得なかったのである。当時それは「勇

気ある撤退」と して称讃されたが、誰もがいつかは我々日大の手によって初登撃を

成功すベく深い思いを抱いていたのであるD そしてそれが多くの人々の温かい支援

によって86年夏、登率、計画が実現し、 8月に岡田貞夫隊長をはじめ、中村日出・村

口徳行・鈴木弘之・古野淳・井本重喜・石川一郎の 7名の諸君を送り出すことがで

きたのである。そして遂に10月26日、中村・古野・井本の 3隊員とシェルノミ 1名の

アタック隊が南稜からの初登撃に成功した口それは輝かしい多年の宿願の達成であ

り、日本ばかりでなく世界の山岳史上に大きな足跡を印したことであった。ただ残

念なことは、その栄誉ある登頂者の一人である中村日出君をその帰途に遭難によっ

て失ったことである。このことは何としても追悔される痛恨事であった。特に登山

隊と して同行した諸君にとって登頂成功のうちにも岳友を失った悲痛の思いはいか

ばかりであるか同情にたえない。

この度ヒマルチュリ登山隊の詳細な報告書が刊行されることになったO この報告

書は多年ヒマルチュリ登頂にかけた我が山岳部並びに桜門山岳会の不滅の成果とし

て、今後ヒマルチュリを目指す世界の登筆者への貴重な導きの資料であると共に、

ヒマルチュリ登頂に全てをかけて逝った中村日出君の不滅の記録としての鎮魂録で

もある。中村君のご冥福を心から祈ってやまない。
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第 I部登翠記録



南稜を経て項上へ

計画と準備

私達の目指したヒマルチュリ (7893m)は、ネ

ノミールヒマラヤのほぼ中央に位置し、首都カトマ

ンズからヒマラヤ山脈を見渡す時、ヒマルチュリ

は菱形の大岩壁を抱きひときわ大きく空を突いて

いる。西はアンナプノレナ山群、北にはチベット高

原が広がり、東はカネッシュヒマーノレの山々に囲

まれており、マナスル・ P29に続きマナスル三山

の南端に釜えている。 1960年秋、慶応大学隊が、

西面ムシ・コーラより初登頂を果し、その後数々

の隊が東面・南西面と挑んだものの、 18年後1978

年になって雪と岩の会が南西面ドノレディ・コーラ

より南西稜を経て第2登を成しとげた。1981年の

日本大学隊は、許可取得にあたり、ヒマルチュリ

の未踏のルートを検討した。オールラウンドな力

を必要とし、最短距離とも思える南稜からドルデ

ィ・コーラに落ちる南稜支稜を経て頂上へ向かう

計画となった。水平距離にして約8Kmのこの尾根

は、起伏の激しい岩稜・岩壁・ナイフリッシで形

成されており、持参したロープ6000mは、不足す

る結果となった。我A の想像をはるかに越えた厳

しいノレートで登山日数ギリギリまで粘ったものの

頂上まで約300mを残し、7600mにて断念した。

ヒマルチュリ南綾上7200mから上部は、 700慨

にも及ぶ大岩壁帯で形成されており、頂上へ続く

ルートは各国数隊が試みたが、いずれの隊も成功

には至らなかった。

私達は1981年の登山の中から、さまざまなこと

を学び、再び訪れるに足る価値と魅力を、そして、

頂上岩壁に限りない可能性を感じていた。その後、

“南稜からヒマルチュリへ"という夢は、私達の

問でゆっくりと、しかし確実に息を吹き返し、日

大山岳部の中で再び大きな話題となっていった。

岡田貞夫

集会を重ねるうちに、桜門山岳会の内部では、

いろいろな意見が出された。高度経験者が少ない

このチームの構成で'1000m以上で、のむづ、かしい岩

壁登撃ができるのか、あるいはルートを変えて、

確実に登れるルートにしたらどうか。頂上を目的

とせず、人的財産をつくる事に重点をおいた登山

隊にすべきだ、などという意見も出た。

高峰登山の基本は、体力増強であり 、たとえヒ

マラヤ登山の経験が少なくとも、高所順化がスム

ーズにでき、高所への適応が充分に達成で、きれば

現段階での私達の力でも登頂の可能性はあると結

論を出し、徹底的に走り込むことを重視し、全員

がフルマラソンを完走した。

また隊員がベストの状態で山に向えるコンディ

ションを造り上げるのに大切なことは、大学山岳

部の組織に身を置く私達にとって、準備の他に、

会の運営にも携わっており、繁雑さの中で仕事の

効率化を進め、それぞれの異なる社会状況下の整

理をうまく終了させることが、精神衛生上、特に

必要なことだと考え、必要以上な集会や合宿は極

力避けるよう考えた。

我々が特に大切にしなければならなかった事は、

おしつけや、レールのひかれた上での山登りでは

なく 、自らが考え、造り出す山登りをヒマルチュ

リだからこそ強くやらねばならなかった。

今もなお未踏のルートとして残り 、あらゆる変

化に富んだおもしろい山登りができる々ートから

可能性を求めて頂上へ到達しようとする計画に、

今回7名の人聞が集まった。登れる人聞が集まっ

たのではなく、本当にヒマルチュリに登りたい人

聞が集まったのだ。 1981年の経験を受け継ぐ計画

として、再びヒマルチュリに向けて活動が開始さ

れていった。
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出発の2ヶ月前になると心配していた資金面で

も、日本大学、桜門山岳会より多大な御援助をあ

おぐ事もでき、忙しくも充実したB々の中で、準

備作業も先発隊出発の 2週間前には完了した。

今回の登山はこうした中で多くの人々の暖かい

支援により実現に至IJ，60日間に渡り粘り強くル

ートを伸ばした結果、 10月26日、中村日出・古野

淳・井本重喜の3名とシェルパのニマ・ドルジェ

が頂上に到達し、南稜からの初登筆、及び'1958年

以来の我が部の宿願であったヒマルチュリの登頂

を果たすことができたが、中村日出君の遭難とい

う余りに大きな代償を払う結果となってしまった。

我々は十分な反省と検討をくり返し、次なるヒ

マルチュリに向け前進していかなければならない。

Himal chuli登馨ルート全体図
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〈隊の構成〉

隊 長 岡田貞夫 36才 サーダー ニマ・テ、ノパ 30才

登饗隊員 中村日出 31才会計・庶務 高所シェルパ ダワ・ギャルツェン 40才

11 村口徳行 30才樹包・渉外 11 ニ7 ・ドルジェ 31才

11 鈴木弘之 29才医療・学術 11 アン・ドノレジェ 36才

11 古野 淳 25才輸送・渉外 11 チンジ・ドルジェ 21才

11 井本重喜 23才装備 コック アン・ノルブ 31才

11 石川一郎 24才食糧 キッチンボーイ ヒ'へンドラ・ラ"7 28才

11 テク・パ一ドル 24才

メイ/レランナー ダワ・テンジン 24才

11 チョンパ 25才

キァチン~レパー ドルジェ・タマン 26才

11 ゴンブ・シェルパ l4才

テージ・ナト・ポーデノレ 27才リエゾン・
オフィサー

ヒマルチュリ ス893m 登華史

年季節 隊(国〉名

1950 イギリス(偵察)
1955 春ケニヤ山岳会
1958 秋日本山岳会(偵察)
1959 春日本山岳会
秋慶応大学(偵察)

1960 春慶応大学

1974 春イタリア
グ 秋青山学院大学

1975 春専修大学

1977 春明治大学

1978 春雪と岩の会

隊長名

Harold W. Ti lman 
Arthur F irmin 
金坂一郎
村木潤次郎

加藤喜一郎
山田二郎

Annibalo BαlIcelli 
栗山一路
小味秀純

菅沢豊蔵

尾形好雄

H 秋イギリス・ポーランド John Cleaze 
1979 秋アメリカ Skip Homer 

1981 春学習院大学 錦織英夫

H 秋日本大学 橋本 健

1983 春ポーランド Tadeusz P iotrowski 

秋香川県労山 高林久蔵

1984 秋アメリカ Michael Yagar 

1985 春ハンガリ PalOrban 
H 秋 μ即クライミング・クラフト武田 信行

1986 秋日本大学 岡田貞夫
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人数 ルート及び成果

6 南西稜末端メメ・ポカリから偵察
6 南西稜6，1∞mで断念、隊長負傷後死亡
2 東面を偵察、東稜6，400mまで試登
8 東稜 7，4∞mで、断念
4 西面を偵察
10 西面ムシ・コーラから初登頂に成功、
4名が頂上に立つ

一 東稜、 1名負傷、 7，460mで、断念
16 東稜7，050mで、断念
8 南面ドルディ・コーラから南西稜を目
指すが7，050mで断念

l4 東稜、最後の壁を突破したが7，加Om
で断念、 1名死亡

10 南面ドルディ・コーラから南西稜を経
て第 2登、 3名頂上に立つ。西峰初登

8 東稜6，6∞mで断念
7 南面ドルディ・コーラから南稜を目指
すが6，1∞mで断念

11 東面チューリン氷河から南稜を目指す
が6，鎖)()mで、断念
9 南面ドルディ・コーラから南稜を目指
すが7，6∞mで断念
14 南面ドルディ・コーラから南稜を目指
すが7，650mで、断念
9 南面ドルディ・コーラ 6，却Omで、2名
転落死、断念
5 南面ドルディ・コーラ雪と岩の会ルー
トより第3登、 3名が頂上に立つ

12 南西稜より第4登、 3名が頂上に立つ
5 南面ドルディ・コーラ雪と岩の会ルー
トより第5登、 3名が頂上に立つ

7 南面ドルディ・コーラから南稜を経て
4名が頂上に立つ、 1名行方不明



先発記録

8月2目、村口・鈴木・古野の 3名は、インド

航空AI-315便にて午後5時、成田空港を出発

した。翌日午後3時50分発のネパール航空は、バ

ンコクを約2時間遅れて飛びたち、カトマンズに

着いたのは、夜の8時過ぎであった。空港には、

ミセス・アズマの出迎えを受け、カトマンズで、の

我々の基地となるエクスプレス・ハウスへ向かう。

今回の遠征では、 ミセス・アズマにシェルパの手

配などで大変お世話になった。

4日、ホテル・アンナプルナの喫茶庖でサーダ

ーのニマ・テンバとコックのア ン・ノルブをミセ

ス・アズマより紹介していただく。 この 2人は、

1984年のJACカンチェンジュンガ隊に参加して

おり、村口・古野は 2度目の対面であった。装備、

食糧などの買出しゃ、今後のスケジュール、これ

から向かうヒマルチュリのルートなどざっくばら

んに話をする。村口は、プロパンボンベの件で、

挨拶を兼ね、コスモトレッグの大津氏を訪ねる。

鈴木・古野は不足装備などの情報を得るため、バ

ザールへ偵察に行く。午後から、エクスプレス・

ハウスの倉庫を整理にかかる。今回、群馬県山岳

連盟の八木原氏のご好意により、装備の一部をお

貸りする許可を得て、幕営・炊事道具などBC用

の装備の大部分をまかなうことができて、とても

たすかった。

5目、銀行にて換金する。ハンドリング・ェー

ジェントで、あるトランス・ヒマラヤ ン・トレ ッキ

ング (THT)にて今後のミーティングを行なう。

午後からシェルパ達と倉庫の整理をする。

6目、村口は、ニマ・テンバと群馬岳連からお

借りしたプロパンボンベ及び、コスモトレックに

置かせていただいている日大のボンベをピックア

ップしてパラジュの工場へ充填に向かう。鈴木は、

アン・ノルブ、ビヘンドラ土井に食糧の買い出し

古野 淳

に向かい山ほどの買い物をしてくる。古野はTH

Tにて、 トランシーバー申請書類を作ったり、 シ

ェルパの保険などについての打合せなどを行なう。

7日、今日も三つに分かれ、梱包や買出しを行

なう。パッキングリストの提出など、書類関係の

手続きを済ませる。

8目、キャラバン、 BCの荷作りは、ほとんど

の作業を終え、あとは日本から別送した荷物の一

部を再栂包するだけとなった。

10日、本隊の岡田・中村・井本・石川の4名が、

元気にカトマンズに到着した。

11日、岡田・中村・古野は、日本大使館・観光

省など、へ挨拶に行き、その後シェルパと簡単な打

カトマンズ市街
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合せを行なう。本隊が到着するまでに隊荷の通関

手続きを行なう予定であったが、隊荷がまだバン

コクで止っていてカトマンズに運ばれてこない。

東京とバンコクへ電話とテレックスで連絡を入れ、

プッシュをかける。

12日、ロンドンから輸入した酸素12本もいまだ

カトマンズに到着せず、ロンドンヘテレックスを

入れ状況の確認とプッシュをかける。午後から、

登山局と通信局へ行き、隊荷のインポートライセ

ンス取得とトランシーバー使用許可申請をする。

隊荷の 48カートンは、 2つのグループに分かれ、

カトマンズ空港に到着することがわかり、インポ

ートライセンスは 2回取得することになってしま

った。

13日、約半分の隊荷が空港に届くが、全部そろ

った段階で通関するため、残りの荷物を待つこと

にする。

15日、カトマンズ在住の宮原氏にネパール航空

へ同行していただき、マネージャーからバンコク

のネパール航空へテレックスを入れていただく。

17日、ロンドンから酸素12本が到着する。いま

までなかなか返事をもらえなかったリエゾン・オ

フィサーが決定し、隊長と顔合わせをする。

18日、隊荷の全部がいつ揃うかわからないため、

キャラバンを二隊に分けることにして、既に届い

-10-

ドッコの買い出し

ている荷物を受けとる。ここ数日間暇な日が多か

ったため、隊員はそれぞれの体調を整えるため、

毎日ジョギングをしたり、サイクリングをしたり

してトレーニングを行なう。また郊外の寺院や、

バザールをブラプラしたりしてノンビリとすごし

た。

19、20日はナショナル・ホリデーのため、すべ

てが休み。キャラバンを二隊にわけるため、食糧、

装備などの再梱包をしなおし、打合せを行なう。

21日、岡田・村口・鈴木・石川・井本の 5名が、

キャラバンスタートする。翌日、残りの荷物すべ

てを受けとり、 23日には、中村・古野の後発キャ

ラパンも無事スタートすることができた。

隊荷の積み込み



ベース・キャンフ。へ

隊荷の到着が遅れ、予定より 1週間遅れてのキ

ャラパンスタート。カトマンズの空港には、発送

した荷物が半分しか届いておらず、やむなく隊を

二つに分け、8月21日、岡田 ・村口 ・鈴木.井本 ・

石川の5名が、約120個の荷物と共に早朝カトマ

ンズを出発した。 2日後の8月23日、中村・古野

本 隊 (第1キャラパン隊)

の後発隊は残りの荷物約5例固と共にカトマンスを

後にした。毎日雨に降られてのぬかるみの行進が

続く。 8月31日には標高3820mの休養キャンプに

全員が集結した。ベース・キャンプ (4950m)に

全員が順化して入ったのは9月6日。ポーターによ

る荷上げも完了し隊荷の全てがBCに集結した。
守千

(鈴木)

8月21日 晴 力 トマンズ→デュ ムレ 457m 

トラックへの積み込みを終え、7時15分、 トラ

ンス ・ヒマラヤンのノミスでいよいよカトマンズを

出発する。 1時過ぎにデュムレに到着。亜熱帯の

暑さである。ポーターが40人しか集まらず、河畔

にキャンプする。菩提樹が茂り、気持ちの良い所

だが、ひどく暑い。夜になるとたくさんの蛍が舞

った。

8月2日 晴 cs→トゥリ 卜レ 526m 
5時30分起床、起きてすぐミノレクティー、1時

間後に朝食である。猛烈な暑さの中を歩く。車の

通ることのない道は東海道五十三次の雰囲気があ

る。草屋根の家、牛やヤギ、鶏などの動物達がい

る。マルシャンディコーラにかかる吊橋を渡って

今日の天幕地へ着く。飛行場ということだが、牧

場と して使われていた。無数のトンボが陽の光を

浴びて飛んでいる。

8月23日雨 cs→ボテオラ 747m 
雨の中をただひたすら歩きつづけた。道の両側

には水田が延々と続いている。 4時30分ようやく

ボテオラの学校に着いた。腹は減るし体も疲れた。

8月24日 雨 cs→プトリケ ット 1010m 
学校は10時からなので、登校中の生徒を見なが

ら歩く ことになる。私服だし、カパンはビニーノレ

袋だったりするので自由を感じる。足だ、ってサン

タルもいるし、バラパラで、ある。マルシャンディ

街道を離れ、ドノレディコーラに入る。道の様相は

一変し、畔道が多く、泥の中を歩いているようで

ある。橋を2本渡り、少し登ったところから眺め

る水田風景が美しい。日本よりずっと美しいよう

に感じる。この水田の中をカートンを背負ったポ

ーターが行く風景は圧巻である。安藤広重の世界

を連想してしまう。わらぶき屋根のバッティに寄

り、土間に座ってロキシーを飲む。刻h と風景が

変わっていくキャラパンは楽しい。

8月25日 晴 cs→キルティプル 1270m 
泥の道が多く、ズカの散発的な攻撃にあう。あ

んなものに血を吸われるのはごめんだ。 2ピッチ

程まじめに歩いたところに気持ちの良い河原があ

り、水浴びと洗濯をする。本流と違って支流は、

水がきれいである。今日は実質 3時間の歩行で天

幕地に着いてしまった。水田の中の一軒屋でせま

いところだ。はるか上の方に村がある。

8月26日 晴~雨 cs→タジェ 1870m 
水田の中を進むとやがて急な登りになる。この

あたりからマカイ(トウモ ロコシ)の畑が多くな

る。急、登が終るとトラパースだ。 山の斜面のずっ

と上までよく畑を作ってあるものだ。やがてシミ

の村、わらや板葺きの家が並んで、いて、 自然の中

によく溶け込んでいる。マカイの畑の中を歩き、

-
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一度ガクッと下ってからタシェまで登っていく。

激しい雨が降りだした。雨が降り出すとズガが一

斉に活動を始める。岡田さんと私は大騒ぎでかけ

登って行ったが後で靴をぬいで、みると10匹程入っ

ていた。やがてチョルテンが現われタジェの小学

校に着いた。12時25分、授業を中止し、我々が泊

まれるように教室を開けてくれた。学校の先生に

感謝の気持ちをも ぐたが、こんなにかっさりやめ

てしまっていいのかと思った。鉛筆とポールベン

を学校に寄付するがノートがほとんどないので無

駄になるかもしれない。教材らしいものはなく、

日本のネパール教育協力会から送られた絵本が光

っていた。

8月27日 曇~雨 タジェ停滞

ポーター集めのため停滞である。早朝はじめて

ヒマルチュリを見ることができた。朝日に輝く白

く美しい山である。村の人々がやって来て我々の

一挙手一投足をじっと見つめるのには閉口した。

動物園のパンタだ。教室の中で一日過す。学校と

いっても机や椅子は不十分だし，窓もないので穴

蔵の中にいるようなひどいものである。もちろん

電気・ガス・水道、そういったものは一切ない。

よくこんなところで勉強ができるものだ。

8月28日 晴~雨 cs→ショルタカル力 3050m 
板葺屋根のタジェの村を抜けるとしばらくマカ

イの畑がつづく。やがて樹林の中に入り、 1200m

もの登り道となる。緑の濃い森林は奥秩父の雰囲

気である。 10時の交信で後発パーティーがタジェ

に着いたことを知る。重い荷物をかついでゆくポ

ーター達はなんと力強いことだろう。実に強く、

たくましい。

8月'29日 暗~曇 cs→キューダカルカ 3550m 
昨晩は冷え込んだ。3000m以上となる とシュラ

フカバーだけではきつい。ゆるい登りがつづく。

二ヶ所放牧地があり 、ヒマルチュリがよく見えた。

美しい山だとつくづく思う。我々のルートが圧倒

的な迫力でせまってくるO 峠を越え樹林帯を20分

も下るとキューダカルカだ。

デュムレにて キャラパン、スター卜

qa 
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8月初日晴 cs→ウクンダカルカ 3550m 
斜面をトラパース気味に登り 2ピッチで3850m

の峠を越える。 ドルディコーラ二俣まで一気に下

る。やがてウクンダカノレカという放牧地に着いた。

枯木、樹林、牛、放牧小屋、ちょっとした湿原、

小川、かわいい花一・天国みたいなところだ。 ここ

から眺めるヒマルチュりは天を突くような高さだ。

8月31日 曇 cs→休養キャンプ 3820m 

後発隊 (第2キャラパン隊)

村口とア ン・ドノレジェはBCへのルート工作の

ため先行した。 1時間程で5年前のBCに着く。

さらに上に行こうとすると、ポーター達の反対の

声が強く、けっこうな騒ぎになる。どうなるかと

見守っていると、 一人二人 と登り始めて、結局み

んな動いてくれた。休養キャンプはそレーンの中

で草花が咲き乱れいいところだ。まもなく後発の

パーティーが合流し、全員が揃う。みんな元気だ。

中
小

(古野)

8月23日 雨 カ卜マンズ→テーュ ムレ。

インド人のトラックを2000ノレピーでチャーター。

隊荷~カートン及び食糧等を積んで出発する。タ

ーノミンを巻き、髭面の風貌はシーク族らしい。 小

雨の降る道を約6時間程でデュムレに着く。ボテ

オラまでトラックで行けるよう交渉する。雨が降

っていなければ行くとのことだが 3000ノレピーと

聞いて腹が立つ。

8月24日 雨 cs→卜ゥリ卜レ
朝から雨模様のため、トラックはあきらめ、ポ

ーターと共に出発する。いきなり渡渉である。パ

ッティで雨やどりしながらトゥリ トレのロッジに

泊まる。

8月25日 雨 cs→ホテオラ
雨が降ったりやんだりだが、雲の切れ間に出る

陽射しはたいへん強い。ポーター達は30分おきぐ

キャラパンするポーター ヒマルチュリも間近
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60切の荷を背負うポーター

らいに巨大なピーパノレ(菩提樹)の木陰で休憩す

る。ボテオラまでのパッティにはジュースやビー

ル、ビスケ ットなどがある。マノレシャンディに沿

ってさらに棚れば、トロンパスを経てムクチナー

ト、デュムソンへとつづく道である。中村さんは

子供を見つけるたびに何か話をしてとても楽しそ

うに遊んでいる。

ボテオラの小学校でキャンプ。先生に本隊の情

報や学校の勉強の事などを聞く。校庭の芝生の上

で中村さんとレスリングの実演をひろうする。 5

分ともたずフォ ール負け。 I僕の腹の上に誰か乗

って くれないか」といってさかんにブリッジをし

ている。ポータ ーの管理はギャルツ ェンに一任で

ある。我々は、緑のジュータンの中をまだ見ぬヒ

マノレチュリに胸をときめかせ、楽しいキャラパン

を続ける。

F
h
d
 
'・4



8月26日 晴 cs→プト リケッ 卜
早朝一瞬ヒマルチュリをはじめとするマナスル

連山を見るが、すぐに厚い雲に覆われてしまった。

マルシャンディの吊橋を渡り、 ドノレデ也イコーラに

沿って歩く。登校中の子供達や先生がしきりに話

かけてくる。この道はトレッキングでは歩けない

道で，外国人はたいへん珍しいのである。

8月27日 曇 cs→シミ
この辺から村人の顔がチベット系の顔になって

きた。彫りの深いネワール系とチベッ ト系が半々

といったと ころだ。シ z ノレパに聞いたところ、タ

マン族が多いとのことだ。シミの小学校でテント

を張っていると夜、村人達が集まってくる。ロキ

シーを飲んでみんなで歌ったり踊ったりした。

8月28日晴 シミ→タジェ

シミからタジェへはとても近い。 山腹のトラパ

ース道を歩いて半日とかからない。本隊はタジェ

で二泊していると トランシーバ 交信で知る。タ

シェに着くと教師がいろいろと話かけてくる。日

本隊からもらった絵本や日記帳を見せてくれたが

薬をくれと何度も言ってくる。歯痛の村人がたく

さんいるようで鎮痛剤を数袋あげたが、きりがな

いので断った。また先生の話によると、村人の

ほとんどが腹に虫がいるそうで、虫下しの薬を欲

ベース・ キャンプへ

8月31日曇

村口、アン・ド‘ルシェはBCまで、のノレート工作

のため、早朝ウクンタカルカを出発する。 81年の

BCを通り、第1モレーン惜の草付きを登る。小

さな岩場がでてくる 4500祝付近で1ヶ所10m程

のフィァクスを残し、上部へ向う。赤旗や、黄色の

ポリヒモ、ケノレンなどをノレートの目印として残し

てゆく。視界の無いモレー ンの中を行くうちに、

やがて、記憶に残るBC予定地に到達する。

9月1日 晴~曇

鈴木・古野はBCへのJI頂化トレーニ ング。村口、

石川は 4500m付近まで往復。他のメンバーは休

養。 BCまでの荷上げのため、ポーターを30人ほ

しがったが、そんなもの持っているはずがない。

この辺の子供は発育が遅いらしい。年齢を聞くと

驚いてしまう。小さな子供は腹がプクンと膨れて

いて栄養失調の子が多い。 この村は最奥の村だけ

あってネワール系の顔つきのものはいない。人柄

はいたって素朴で人懐っこい。校庭で遊んでいる

子供達を見ると、その遊び、の種類は私が子供の頃

遊んだ遊びとさして変わりはない。

8月29日 晴 cs→ジ ョルタカル力
もう人家はない。タジェを過ぎてしばらく行く

と、ト ウモロ コシも粟畑もなくなり、放牧地とな

る。突然、お花畑があらわれたり、 牛やヤギがあら

われたりとて杭楽しいキャラパンだ。しかし、ズ

ガだけは悩みのたねだ。

8月初日 晴 cs→キュータカルカ
8月31日 曇 cs→休養キャンプ
峠を越え、 ドルディコーラを渡り、 ウクンダカ

ルカへ。 トランシーバーで今日、本隊に追いつき

休養キャンプへ入れる事を知り、 とてもうれしい。

ウグンダカルカは最奥の放牧地で、主人はライフ

ノレを持っていた。放牧の牛やヤギ、それにマウン

テンシープが対岸の山腹にたくさんいるのだそう

だ。休養キャンプで本隊と合流、とてもにぎやか

になった。

中
小

(村口)

ど残し、シェルノ4・キッチンスタッフと共に荷上げ0

9月2日 晴~雨

全員で4950mのBCまで順化トレーニング。 そ

れぞれが荷上げをしたり 、早く登ったりして負荷

を加えながら積極的なトレーニングをする O 目印

の赤旗やポリヒモは、ことごとくポーターにより

回収されてしまった。複雑な気持ちである。

9月5目 白書~雨

今日も全員でBCへの順化。午前中は、抜ける

ような青空か広がり、草原には花が咲き乱れ、最

高に楽しいのだが、帰りは必ず雨に降られるパタ

ーンがつづく。シェノレパ ・ポーター達による荷上

げで、ほとんどの荷物がBCにあがった。

P
0
 
・Eふ



9月4日曇~雨

岡田・中村・井本・石川はBCへの11煩化、あと

のメンバーは休養。今日は朝から雨の降りそうな

天気で、一日中降ったり止んだりの寒い一日だ。

シェルパ 4名とキッチン 1名がBC入りする。

9月5日雨

村口・鈴木・古野は雨の中BC入りをする。他

のメンパーは休養。昨日BC入りしたシェルパは

平らな石を幾重にも積んでキッチン作りに精を出

キャラノくン総括

している。我々も整地をして天幕を張ったり、キ

ッチン作りを手伝ったりしてBC建設に備える0

9月6日間

今日も雨降り。全員がBC入り、そしてすべて

の物資がBCに集結した。初期の11慎化としては、

みんなうまくいったようだ。誰一人として不調を

訴える者はいないη 素晴らしいキッチンが完成し、

テントの数もふえて、我々の待望のBCが完成し

た。

* 
(岡田)

隊荷の到着が遅れたため、カトマンズでは、時

間的な余裕もできて皆のんびりした。そのために

東京での準備作業の疲れも無くなり、現地の空気

にも慣れたためにかえってプラスの面が多かった

ようだ。

本隊8月21日、後発隊23日にカトマンズをスタ

ートする。デュムレでは、韓国隊と一緒になり、

120名雇用予定のポーター数の固定ができず、毎

朝、人数不足による出発の遅れや、それにともな

う入れ変えで、賃金の支払いなどけっこう忙がし

い毎日だ、った。しかし5年ぶりの道はなつかしく、

まただいぶ奥のパッティーでもコーラが飲めるよ

うになったのには時の流れを感じた。

朝からドシャ降りの日が多かったが、健康を害

する者もなく順調に BCに入った。後発隊の、

中村・古野はキャラパンが始めての経験にもかか

わらずよく頑張り、 トラフソレも無く 8月31日、

本隊と同じ日にレストキャンプに到着した。どの

顔も希望に満ちあふれでおり、 1週間の遅れなど

気にしておらず、 BCへの順化トレーニングは、

好調な内に第一歩を踏み出した。荷物も予想外に

早く BCに上がり、隊員の順化もまずまずといっ

たところで、順調なBC入りであった。

マルシャンディー街道で出会った子供たち
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休養キャンプ (3，870m) は1981年の BC付近に建設された

山のポーターたち カメラを向けたとたんナイケの彦頁が強張った
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へ……項きへヒマルチュリ
行徳口村

一一一一一<ABC建設まで〉一一一一一一 みぞれ混じりの雪が降って寒いので、早々に10

数ピッチの懸垂下降を交えてBCに戻る。岡田 ・

中村 ・鈴木 ・石川は偵察と順化を兼ねて1981年の

オリジナノレルートを登り、話し合いの結果、つま

らない近道をしないでオリジナルルートを採るこ

とに決定した。• 
• 朝からみぞれ混じりの雨模様である。これから

の登山の安全と成功を祈り、BC聞きを行う。チ

ョルテンを囲みタワ ・ギャルツ ェンの読経が始

9月7日

9月9日

村口 ・古野とシェルパ2名は工作、他のメンバ

ーは順化と荷上げ及びB C ~C1 聞の部分的なフ

ィックス工作。

C 1から先の/レートは当然ドルディー左俣側を

行くつもりでいたが、 「右俣側に良いノレートがあ

る」とシェノレパが言う。 r本当だろうか?Jと疑
いながらも、甘い言葉に擬されてノレー トを採ると、

案の定行き詰まった。強い意志を持たないとルー

トは伸ばせない。

ルートはよ く知っているので、

行けると思っていたが、

まると、それまで雲に覆われていたヒマルチュリ

がいきなり我々の頭上に高く釜え、舷しく輝いた。

感動的な一瞬だ。装備・食糧などの整理にあたる。

ロープだけでも 6，500m以上あり、あらためて登

撃のスケールが大きいことを感じる。

9 月 8 日 ①~ .

早朝、村口 ・古野はルート短縮を求めてスーパ

自をつぶっても

ガスに包まれて視界を失

ークーロ ワールへ直接登るルー トの偵察に向かう。

写真で見る限 りでは可能性のあるノレー トだが、実

際には落石と雪崩の危険性が高く、ルンゼと平行

してせり上がる急峻な岩壁混じり の雪稜を登り、

『トリ プル』と『洞穴のコル』へ突き上げた。
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B Cよりルートを臨仁

うと、自分が何処にいるのかさ っぱり判らない。

1981年のロープやピトンの類は何一つ残っておら

ず、工作には結構気を使う。

稜線は鋸刃の ピークが連なり、雪は殆ど付いて

いない。 どうやら、雪が少ないようだ。風化した

壁を左上気味に複雑なトラパースを続け、崩れそ

うな岩は蹴落として整備しながらロー プを張る。

3本自のルンゼ迄行くと、視界を完全に失い、み

ぞれが冷たいので帰る。

9月 10日.
昨日に引き続き、村口は、ニマ ・テンパ、 ニマ

・ドルジェと工作に向かう。 トリプルピー クを左

から巻き、一昨日偵察で登ったコノレに到達する。

みぞれ混じりの雨が降り、視界が利かない。洞穴

ピークのドルディー左俣側をトラパース し、ノレン

ゼを直登するが、 シェルパがさっきから 「もう、

遅いから帰ろう」 とうるさいので、

ピγチを残して下降する。

ピークまで1

井本はClまでI1頂化、 他のメンパーは休養する。
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9月 11日 の~.

岡田・鈴木は洞穴ピーク迄ルートを伸ばす。今

回の計画では、 C1を洞穴ピーク周辺に予定した

が、 スペースに問題がある為、少し近いがC1を

81年のC2跡に作り、 トリプルとのコルにデポジ

ァトスペースを作ることにする。

中村・井本 ・石川は順化を兼ねて荷上げ0

9月 12日 1

9月 13日〉

9月 14日 J

9月 15日

雪のため、 停滞

① 

三日間降り続いた雪は予想外に深く積もり、先

行した岡田 ・中村 ・井本 ・石川はラッセノレに苦し

められ、氷河の対岸まで行っ て引き返す。村口 ・

鈴木・ 古野は予定していたCl入り を中止する0

9月 16日 ①~⑧  

1981年のC2跡に、今回のClを建設する。村

口隊がC1入りし、岡田隊及びシェ/レパは天幕を

建設後BCへ戻る。

a厳



村口・古野は3時半頃よりル

ート整備に向かう。雪が深く、

2本目のル ンゼでは落石の為に

ロープが寸断されて、繋ぐのに

手聞がかかった。小雪が舞って

寒いので引き返す。 6時近くに

帰幕するとひとりさびし く鈴木

がメ シを炊いて待っていた。

9月 17日 の

C1の3名は工作に向かうが、

雪に埋まったロープ掘りに終始

する。洞穴ピー グに着いた時に

は、既に夕方の雲が湧き上がり、

ヤル気を無くしてC1へ戻る。

9月 18日 ①

岡田隊はC1入り、村口隊は

引き続き工作。

C2迄工作しよ うと、 張り切

って朝6時にC1を出発。洞穴

ピークから雪稜を2ピッチ半下

降しコルに着く。 これから向か

う岩壁部はリ ッジを越えて再び

下降しなければならない。見た

限り ではこのコノレから トラパー

スする と、 うまい具合に直接岩

壁部へ達せそうだ。雪を伝って

左へ左へと回り込んで行くと、

風化した大ハングが張り出しル

ートは悪くなる。上を見上げる

と、目的の岩壁部がすぐそこに

見える。しかし、残念だが、こ

こで工作に時間をかけ、悪いル

ートを行くよりも多少の遠まわ

りでも安全で確実な1981年のノレ

ートを行くことにする。右俣側

を2ピッチ半登ると『モロゾフ』の垂直の岩壁にぶ

つかり、 ドノレテ‘ィー側へ再び1ピッチ下降する。

井戸の底のような所から垂直のフェースに取り付

き、 4級の岩壁を 1ピッチ半でスパ クーロワー

ルの入口に到達したの1981年の工作が如何に理想

人数カ、これだけいると瞬く問にキャンプの建設力、可能だ

スーパーク ロワール手前の岩壁を 卜ラパ スする

的なルートを選択しているか改めて感心する。ク

ーロワールを2ピッチ程登り、 3時半に引き返す。

C 1を通過し、7時頃BCに帰り着く。

9月 19日 ①~⑨

昨日C1入りした岡田隊の4名は更にルートを
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右のピーク(別名モロゾフピ ク)に C2が建設された。
その下がスーパークーロワール

伸ばし、モロゾフピーク C2予定地へ到達する。

硬い氷混じりの急傾斜で構成された『スーパー

クーロワール』を約2∞m登ると、 1981年のフィ
ックスロープが垂直の岩壁に残され、雪の少なさ

を顕していた。壁の基部をトラパースし、 リッジ

に回り込んで急な雪壁を3ピッチ程でモロゾフの

ピークに出る。

9月20日①

岡田隊はC2建設の為、天幕・食糧・ロープな

どを大量に荷上げしBCに下降する。

村口隊はC1をとばして、星明かりの中、 C2

に入る。

9月21日の~⑧

村口隊3名はノレート工作。昨日 C2入りしたニ

マ・テンバ、ニマ・ドルジェ 2名は、逆ボッカに

出発する。

今までのルートとはうって変わって、鋭い稜線

の工作だ。アイスパーをしっかり埋め込みながら

一本一本慎重にロープを伸ばして行く。雪質が非

常に悪く、細い稜線に緊張させられる。稜線が角

度を持ってくると雪が深く、体力ばかりが消耗す

る。みぞれ雪が降り出し、全員ピショ濡れの面白

くないルート工作だ。 6ピッチ工作して早々に引

き上げる。こんな天気の日は、天幕でおとなしく

過ごすのが正しい考え方だ。

9月22日③

村口隊は工作へ。午前中 1時間ぐらいの晴れ間

。事

ルートは細い稜線につけられた (C2-C3問)

η'u 。，u



以外は雪が降り続け、今日も全員ビショ濡れの工

作だ。雪質はまったく悪く、工作というよりラッ

セルに労力を使う。崩れる足場を固めながらルー

トを進め、小さなコブを一つ一つ越えて行く。 50

m伸ばすのに非常に時間がかかる。

急なナイフリッジを登りつめ、 20m程岩壁を右

俣例jから登ると1981年に『羅生門』と名付けたキ

レットの頭に出た。ラッセルに手こずり、時間が

かかったため下降する。 C2の5ピッチ位手前か

ら夜が訪れ、ヘロヘロになって帰幕した。

9月23日 ⑧~の

岡田隊はC1入り、村口隊は引き続きルート工

作。朝、降雪のため停滞と思いきや7時頃になっ

て晴れ渡り、気分の乗らないスタートとなった。

C2にいたシェルパ2名が先行し、我々はノロノ

ロと彼らの後を追い続ける。『羅生門』からハン

グ気味の壁を10m程懸垂下降すると、不安定なコ

ルに降り立つ。平均台を渡るようにナイフリッジ

を渡り、 『羅生門』と同じ高さ位のところを右俣

側にルートを求め卜ラパースを開始する。雪が不

安定で、岩が非常に脆いいやな場所だ。約 1ピッ

チ半で100mの雪壁の基部に到達する。この辺で

トップがへマをするととても厄介なことになる場

所だ。濃いガスが突然視界をさえぎり、下から吹

き上げる風が体温を奪う。雪崩が心配だったが、

問題なく越えC3予定地を目指す。雪壁の上は、

膝ぐらいのラッセルが続く広い尾根となる、 6，瓜)()

m付近の斜面に荷をデポして下降する。夕闇に包

まれる頃、ヨレヨレになってC2に帰幕する。

9月24日①~⑧

岡田隊はC2への荷上げ、村口隊はC2で休養0

9月25日①~⑧

岡田隊はC2への荷上げ、シェルパも確実に荷

上げを行い、物資はC2に集積されていった。村

口隊は、ニマ・テンパ、ニマ・ドルジェと共にC

3(ABC)を6，300m付近の斜面に建設する。

苦労してかつぎ上げたハシゴが『羅生門』ハング

下にかけられた。

C 1からC3聞には約50ピッチのフィックスロ

100m雪壁力、ら羅生門を振り返る

ープが切れ目なく張ら士1ヘ困難な岩壁部には10mm

ロープをダブルで垂らし、二ヶ所にハシゴがかけ

られた。ルートはほぼ1981年に開拓したルートを

忠実にたどり、悪天にもかかわらず、岡田・村口

の指療により工作が続けられた。容易に高度をか

せげない複雑な岩壁部と鋭いナイフリフジで構成

さ:hヘ登撃技術・体力と共に、天候の悪さからル

ートファインディングが要求されてくる。

しかし、前回の経験の強味で、ルートは完壁に

工作されていった。 1981年に終始トァプをきって

登った松野の登繁記は、工作隊にとって大いに利

用さh-またタクティクスの上でも非常に参考に

なるものだった。シェルパの荷上げ能力も強く、

ルートの悪さから危険手当を要求してきたが、ボ

ーナスを出すことによって登掌計画が思った以上

にスムーズに進んだ。

安全の確保とシェノレパが安心して荷上げできる

ように隊員は、荷上げの時には、常にハーケンの

確認やロープの整備を行なった。
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田隊は、 JI慎化のため『羅生門』まで往復する。一一一一一<C3，，-，C5建設まて〉一一一一一
①~@ 

C3の村口隊は休養のためにBCに下降する。

岡田を除く 3名はC3へ順化を兼ねて荷上げす

る。今日も朝だけ晴れて、すぐに雪が降り出した。

10月 1日

9月30日

①~⑧  

村口隊はC3入札岡田隊C2入り。

の~⑧

9月26日

⑧ 

岡田隊は雪の降りしきる中をついてC3入り。

村口隊はBCで休養。

の~@

岡田隊はC4へ向けて工作に向かうが、深い雪

に悩まさオ1ヘ健闘も虚しく途中の氷壁付近で引き

返す。村口隊は、デポジットまでの荷上げを行う。

①~@ 

村口隊はデポジットまでの荷上げ、

①~⑨ 

岡田隊は今日こそC4をと張り切ってスタート

するが、ラッセルに苦しめられ南稜主稜線直下で

引き返す。石川は調子を崩しBCに下降する。村

口隊はC1入り。

¢⑨ 

岡田隊休養。

10月2日

10月5日

10月4日

9月27日

村口隊はC4へ工作に向かう。岡田隊はC2で

休養、今までの緊張する細いナイフリッジの稜線

とは打って変わり、だだっ広い雪の斜面が南稜上

まで大きく広がっている。 C3から50mも登ると、

ヒマノレチュリの岩壁が迫力ある姿を見せる。大ク

レバスに沿ってプラトーを横切り、広い斜面に赤

旗でマーキングしながらラッセルを繰り返す。

ドンクレバス地帯や、氷壁にはロープを残し、あ

と少しで南稜上に出られると思ったが、雪が舞っ

て何も見えなくなったため、 ロープを整備しなが

ら早々帰幕する。

⑧ 

大雪のため、全キャンプ動けず停滞となる。

①~⑧  

今日はC4まで行く予定だったが、昨日の大雪

のためラッセノレがきっく、先日ロープを伸ばした

所までも行けない。寒波のために雪が不安定で小

雪崩が頻発し、登る気もしない。風雪が強くなり、

フィックスロープに物資を固定して下降する。岡

ヒ

9月28日

10月5日

昨日のトレースはすべて消え、再び最初からラ

ッセルしなければならない。岡田隊はついに無限

のラッセル地獄を克服し、南稜上のC4キキンプ

予定地に到達した。 1981年には、このようなラッ
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セルがなかったため、 C3~C4 聞は気楽に考え

ていたが、工作を始めてリーチするまでに9日も

かかってしまった。村口隊はC2へ荷上げ。

10月6日⑨~⑧

C3の岡田隊はC4建設に向かうためスタート

したが直後小雪崩で天幕が埋まり、C3の再建設

を行うはめになった。村口隊は地吹雪の中C2入

りする。

10月7日 ①~⑨

岡田隊はC4建設と同時にC4入りをする。村

口隊はC3入り。

10月8日 ①~⑨

岡田隊はドルディー側からの冷たい風を受けな

がらヒマルチュリのピラミダルな大岩壁を目指し

て10ピッチ工作をする。午後からガスが湧き、視

界がまったく効かない。村口隊の 3名はC4へ荷

上げを行い、岡田隊の3名もホワイトアウトのた

めにC4に戻った。頂上岩壁のノレートについて、

南稜をタイレクトに1981年のルートを行くか、ノレ

ートの変更をして南西壁側にまわり込むかしばら

く話をする。

10月9日 ①~⑧

今日も昼からガスが湧き、視界が効かない。岡

田隊はさらにルートを伸ばし、南稜岩壁基部のC

5予定地付近まで12ピッチ工作する。BCあたり

から見る南稜のC4~C5 聞は平らな稜線に見え

るが、所々急傾斜があり風が強いため消耗させら

れる。チューリン側は巨大な雪庇が張り、うかつ

に近寄ることができず、 ドノレディー側をトラパ

スするようなルートとなる。ロープはドルディー

倶ijから吹き上げる風で、宙を舞う。村口隊はC4

への荷上げ。 C3に帰る途中、濃いガスの中から、

いきなり人聞が現まい驚いてよく見ると、シェル

パのニマ ・テンバとニ 7 ・ドルジェだった。彼ら

はC2からC3を通り越して、 C4まで荷上げに

来た。驚異的な強さだ。石川はC2入りをする。

10月 10日 ①

C4にいる岡田・中村・井本は休養のためC3

に下降する。村口隊も今日は休養。石川もC2か

らC3入りをし、久し振りに全員が集結した。

10 月 11 日 の~@

村口隊はC4入り、石川はC4JI頂化のため往復。

風が吹いて寒い 1日だ。岡田隊はC3で休養。

10月 12日①

村口隊はC5の荷上げと、南稜岩壁の基部まで

2ピッチロープを伸ばす。風が強くロープが宙に

舞い、風が体を通す。岡田隊はC3で休養。

10月 13日 ①

村口隊はC5建設と同時にC5入り。岩壁基部

の急傾斜を削って天幕を建てる。 3人で交替しな

がらスコップをふるい2時間以上の格闘の末やっ

とC5が完成した。岡田隊はC4入りをし、夕方

の交信でルートについての話をする。 1981年の南

稜ダイレクトは岩壁基部から見上げると巨大な岩

壁がハングして圧倒的に迫り、我々の登高を拒む

かのように天空を突いている。 1981年に 7，6∞m
まで伸ばしたルートを私達の登筆力をもって辿る

ととは可能で、あろうか。もし仮にそこまで行けた

としてもその先の大きく張り出した雪庇を乗り越

j A 

C 3から C4への大雪原を行く
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すことができるであろうか。南稜ダイレクトを行

ってみて不可能ならば南西壁へまわり込もうとい

う時間の余裕はない。岡田・中村・村口の話合い

から、直感的というか気分的なもので、南西墜を

突破しようという結論に達した。それは、理論的

な裏付けも何もなく行ってみなければわからない

が、南西壁のスケーノレならば行きづまったとして

も、何処かにルートを見出せるのではないかとい

う希望的観測があったからである。 C4建設に予

想外の時間が費やされたが、建設後は、次々とロ

ープが張られ、岩壁基部のC5がスムーズに完成

した。ルートはやさしくなったとはいえ、決して

気の抜けるルートではなかった。天候は相変わら

ず良くなかったが、隊員・シェルパの荷上げによ

って予定通りの物資が上がり、高所にも全員が順

化し、いよいよ全員が頂上に近づ、きつつあった。

与やe 

ー品

よ

d命

吋匂恥

も丞

C 3ーC4問 予想外のラッセルに悩まされた
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〈 頂上岩壁〉

10月14日 ① ~ ⑧

C5の村口隊は、朝、地吹雪のためしばらく

待機をしていたが、強風をついて9時頃より岩壁

の工作を開始する。 C4にいた岡田は、南西壁の

ルートを工作隊に指示するためにC2へ下降する。

中村・石川はC5へ荷上げ、途中井本は調子悪く

C4へ引き返す。古野の確保で村口が蜘妹の巣の

ように氷の詰まった壁から取りついた。 5m登っ

て敗退し、しかたがないので岩壁基部を10mばか

り上部へ登ってみると、そこに、 1981年のピトン

がしっかりと打ち込ま士以白い残置ロープが右上

へ所々氷づけになって伸びていた。そのピトンを

しっかりとハンマーで叩き、ランニングを取り、

かぶり気味のフェイスを左へトラパースする。 20



m程複雑なトラパースをし、堅いフソレーアイスの

ルンゼを直上し、左に回り込んだ所にいいテラス

があった。 50m伸ばすのに 1時間以上かかる。確

保している古野と、そこで待つ鈴木は、 ドノレディ

ー側からの吹き上げで寒さに震えている。後続の

古野がテラスに上がり、再び村口はロープを伸ば

して行く。鈴木は、登掌具の荷上げと、ロープの

整備を行う。左へ左へ南西壁正面側へトラパース

気味にルートを伸ばし、所々、垂直のフェイスを

編し編し登ると第一雪田に出た。雪壁を40m直上

し、遠くから見える顕著な八の字岩壁を目標にノレ

ートを伸ばす。天候が荒h-風雪のために体が冷

え、視界を失ったため、登撃を中止して下降する。

たった4ピッチしかノレートが伸ばせない。

南稜主稜線に出ると冷たい風がドルデイ側から吹きつけて くる。工作隊は頂

上岩壁を目指してひたすらロープを伸ばす。恐ろしく高<T頁稜がそびえたつ

ヴ
，。，“



場弘

た所で工作を中止して下降する。

この雪国から上を見ると南西壁

がおおいかぶさるように迫って

見える。右側は大ハングが夕日

に降き、左側南西稜の岩壁がヒ

マルチュリの城塞のように黒々

と不気味に迫って見える。この

雪国からさらに左へトラパース

して行けば、それ程の困難もな

く南西稜側へ抜けることができ

そうだ。 C4にいたニマ・ドル

ジェがC5入りをする。

10月16日@

昨夜、台風なみの風が吹き、

C5は恐怖におののいた。朝に

なっても風雪は治まらず行動不

可能、全キャンプが停滞をくら

った。岡田は降雪の中、 BCに

辿り着き、上部キャンプと今後

の打ち合わせをする。明日、 C

5の村口隊と、 C4にいる中村

隊が入れ代わり、引き続きロー

プを伸ばすことに決める。

10月 17日の
降り続いた雪のためにC4に

いた中村隊3名は真夜中、一瞬

にして潰された。ツェルトを張

って朝を迎えたが、悪天が続き、チューリン氷河側へ大きな雪庇が張り出 Lた南稜をC4からC5へ向かう。
後方はパウダ (6，672m)

いつになったらモンスーンが明

けるかわからない今、態勢を建て直すためBCに

下降する。ヒマルチュリからは、冬が来てしまっ

たかのように雪煙が上がり、モンスーン明けを告

げる鶴も今だヒマルチュリを越えない。 C5の村

口隊は強風で飛ばされないように、天幕をたたみ、

昼頃下降を開始する。一緒にいたニマ・ドルジェ

に「今日はC3のテント掘りだぞ!Jと言ってお

いたがBCまで下降してしまった。潰されたC4

はそのまま通過し、雪崩で埋まったC3を再建す

るために、 3人でスコ γ プを振るう。タ閣が迫る

頃、やっと l張再建できた。C3にいたシェノレパ

10月 15日①

朝、地吹雪のため、今日も待機する。いくら待

っても止まないので、 10:00頃より行動を開始す

る。南西壁側にまわり込むと以外と風が無く、天

候もそれ程悪くない。昨日の最終地点より工作を

開始する。一歩登ると二歩ずり下がる最低のルン

ゼを左上し、雪を伝わって垂直フェイス基部をト

ラパースし、アイスハーケンをがっちり岩壁に叩

き込んだ。古野と トップを替わり、 3級程度のフ

ェイスを直上すると第二雪国に出る。広い斜面を

2ピッチトラパースして、雪国中央のリ ァジに出
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があまりの天候の悪さに危険を察知して勝手にB

Cに下りたからキャンプが崩壊した。シェルパが

悪いのか、そんな所にキャンプを作った我4が悪

いのか。シェルパ達は、あまりの天候とルートの

悪さに、予想外に時間のかかることから登山活動

を中止したがっていることが容易に想像できる。

10月 18日 ①

村口隊は、午前中C3の埋まった天幕をもう 1

張掘り出してから、 ECへ下降すお。風が強いが、

雲も少なく、モ ンスーンの明けたような感じの空

だ。全員が揃ったBCで、今後のことについて話

し合う。中止した方が良いという意見と続行しよ

うという意見が出たが、現在の状況はC3・C4

が潰されたぐらいで食糧・装備・酸素・燃料、そ

して、登筆意欲すべてが揃っている。ここで登筆

活動を中止する理由はない。可能性がある限り登

撃を続行する。こうした話し合いの中から、登肇

計画の練り直しを行い岡田の決定をあおいだ。

一一一一〈登筆活動再開する〉一一一一一

10月 19日の

登掌終了迄を8日間の予定で再び登撃を開始す

ることが決定し、サーターのニマ・テンバと話を

する。彼らは、もう下山したいとしきりに言って

いたが、私達の行動計画を詳しく説明すると、了

解し、隊員達と特別のレーションパックを作った

りして、荷上げのパッキングを始め出した。 ヒマ

ルチュリからは、雪煙が上がっているが、天気は

安定してきたようだ。

10月20日 ①

中村隊の3名とシェルノ{5名はBCを出発し、

C1をとlましてC2に入る。

10月21日 ①

ヒマルチュリは昨日、今日とわずかに雪煙がな

びくだけで、天候は安定している。中村隊はC3

入り。村口隊3名はC1をとばしてC2入り。

10月22日 ①

中村隊の 3名とシェノレパのニマ・ドルジェはC

4入り。潰れたキャンプを再建する。村口隊はC

登挙活動再開。雪の BCを後にする

3入り。

10月23日の

中村隊は順調にC5に入る。天気も良く、穏や

かな登頂日和だ。村口隊はC4入り。

10月24日①

中村隊とニマ・トソレジェは、南西壁の最終工作

地点、より、さらにルートを7ピッチ伸ばし『プラ

トー』までロープを張った。第二雪国から雪稜を

行くと中央ルンゼ下部の垂直のフェイスにぶつか

り、所々威圧的な垂壁を越して中央ルンゼに出る。

巧みに雪を伝わり、壁に沿って右上し、プラトー

に到達する。直上ルンゼ最奥まで少しを残して下

降する。今日の工作で可能性がかなり広がった。

村口隊はC5入り。テントを張り終え、中でお茶

を沸かしていると、中村隊が頼もしく下降してき

た。BCの岡田と C5のメンバーで話し合った結

果、明日、村口隊工作、中村隊アタックというこ

とに決定した。

一一一一一 〈アタック~事故発生〉一一一一一

10月25日①

村口隊3名は、工作のためAM4: 00、暗闇の

中、ヘッドランプをつけてC5をスタートする。

寒さが厳しく手足が痛い。プラトーの最終到達地

点から工作を始める。古野トップで6mmのロ ープ

を張りながら、直上ノレンゼを登って行く。村口・

鈴木が、後続し、ルンゼのどんづ、まりチューリン

氷河側の見渡せるテラスに着いた。写真で見た限

りでは、そこからごちゃごちゃした壁が登れそう

だ、ったが、実際には壁全体が大きくかぶっていて、
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第一雪国付近

チューリン側は手のつけようがない。となると、

残るルートは、真上に広がる垂直のフェイスしか

ない。見上げた途端、考え込んでしまった。古野

と、あれこれ話し合っているうちに、アタック隊

の中村 ・井本 ・石川 ・ニ7 ・ドルジェが登って来

る。こうしていても仕方がなく、村口はハーケン

を沢山ぶらさげて、垂直のフェイスに取り付いた。

順層だが、所々、非常にいやな部分がある。 トラ

パース気味にガリカ、リと登って行く。恐ろしく高

度感の出る壁だ。 50m一杯で狭い雪のテラスに着

き、ピトンを2枚打ち込みロープを固定する。古

野が登ってくる問、先のルートを観察する。頂上

まで雪の広がる南西稜側へは、手に届きそうな距

離で左側に見えるが、ハングした岩壁と空間とが

ルートを拒絶していた。古野がテラスに着き、確

保を取る。左のパンドをじりじりとトラパースし、

チムニーを渡って岩を抱きかかえるようにトラパ

ースしたところで行き詰まった。テラスに戻り、

右側へ行ってみるが、全体が大ハングの重なりで

とても登れそうになく、再びテラスに戻る。直上

はどうだろうかと 5m程登り、かぶり気味のフェ

、 免換も ~ •. 
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第二雪国付近

イスに薄刃のハーケンを打ち込もう と試みるが、

失敗した。どうしても登れない。最終岩壁が、す

べての登高を拒否するかのようだ。オロオロとも

どかしい登撃をしているうちに、下にツェルトを

張って待機していたアタック隊が登って来た。あ

と30問、そんなにないかも知れない・・…・。そこに

は頂上へと続く広いなだらかな斜面が目の前に聞

けるはずだ。なんとかして、ルートを探さなけれ

ばならない。

今日のアタックは中止しよう。

この岩壁を抜けるまで、しばらく時聞がかかるだ

ろう。アタックをするには時間的に遅くなる。こ

のままここにいても、体力を消耗させるだけだと

判断し、みんなに下降してもらう。残った村口 ・

古野のベアーで工作を続ける。ちょっと厄介だが、

、ーケン連打でハング下をアプミトラパースして

みようと、震初のトラパースルートを左へ左へと

回り込んだ。フェイスに張り付きながら古野の方

を振り向いた。彼は長い時間、寒さの中で確保を

続けている。 r落っこちるから、 ロープ、張って
くれ !Jと声をかける。 トラパースの終わりから、

Au 
q
J
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ヒマルチュリ南西壁

ハング下をシュリンゲにぶら下がって 3m程クラ

イムダウンすると、狭い雪のテラスに着いた。こ

こから上を見るとかぶり気味だが、いいクラック

が走った垂直のフェイスが登れそうに見える。厚

刃のハーケンがあれば最高だが、と思いつつ、 ピ

トンを2枚打ち、ハングを腕力で越して垂直のフ

ェイスに出てみる。 I登れる。ここさえ人工で越

せば、登れる !Jあとは雪を20m程伝わっていけ

ば、 うまく稜線に出ることができる。ルートが読

めたので、テラスへ引き返す。ルートはここから

確実に広がるはずだ。夕焼を見つめながら、私達

は下降した。 BCとの連絡で、明日、もう一度の

アタックを決定する。

10月26日 ①

先行する予定だった村口隊の3名は、村口が凍

傷、鈴木・石川は体調が患いため、登頂を断念し、

昼すぎC3へと下降を始めた。

中村隊との話し合いの末、古野とニマ・ドノレジ

ェのベアーが先行した。古野、ニマ・ドルジェは、

昨日工作した最終地点からハーケンの連打で、南

西壁を抜け出し、午後1: (潟、ついに憧れの頂上

警話予F

に立った。

6時半すぎにC5を出発した中村・井本も、夕

方5: 20、頂上に到達した。

頂上を後にフィックス地点まで下降してきた中

村から「現在、登頂を終え、最終フィックス地点

に到着、既に井本は下降中、自分もすぐに確実に

ゆっくりと下降します。ヘッドランプもあります

し大丈夫です」という交信が届いた。しっかりし

た口調にひと安心し、 C5に帰り着くのを待った

が、とうとうその日、中村からの交信は入らなか

った。

以下の記述は、古野の手記に譲る。

〈登 頂手記 〉

最終岩壁帯に取り付いた時、上部から覆いかぶ

さるハング帯を見上げ、半ば絶望的だと思い知ら

されたルート工作も、最終ピッチを張り終えた時

点で、微かな光を見たような気がしていた。明日

はきっといける。悪天の兆もないようだ。長く苦

しんだ登撃もきっと明日で終わらせてやる。 BC
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の岡田隊長と最後の打ち合わせを済ませ、それぞ

れの天幕に戻り、明日に備えるため、酸素を吸い

ながら22:∞就寝する。皆、 意識ははっきりとし

ており、明日は全員で登頂できそうな雰囲気だ。

10月26日 晴れ。 1: 15起床。微かに風の音は

しているが、まずまず、の天気の様子である。短い

睡眠時間ではあったが、気が張っていたせいか、

目覚めは良い。村口、鈴木をゆり起こすが2人と

も調子が悪そうである。村口は昨日の行動で足の

指の凍傷が悪化し、行動できないとの話。鈴木は

疲労の為、登頂を断念するとの意向である。朝食

を作りながら今日の行動を話し合う。私はニマ・

ドノレジェと先行し、最終岩壁部のノレート工作及び

頂上アタックを行いたいと話す。朝食後、 1人で

出発の準備をして、中村隊の天幕を訪れるが、全

員就眠中。 4人を起こすが、石川は体調悪く(昨

晩曜吐する)、今日の登頂は断念したいとの事。

食事を作りながらミーティング。私の意向を話し、

ニ7 ・ドルジ z には早く準備をさせ、私の後を急

いで追って来るように指示する。当然、足の速さ

は違うので途中で追いつくはずである。出発の時

聞が予定より大幅に遅れてしまった。

5 : 15、ヘッドランプを点け、焦り気味に出発

する。風は昨日より弱く、快調に高度を稼いでい

く。何度も通ったノレートのため、岩壁部分もスム

ーズに通過でき、第二雪聞からロ ックバンドに入

頂上に立つ古野

る所でニマ・ドルジェを後に見つける。時間を気

にしながらさらに精一杯のスピードで登高し、頂

上岩壁基部にさしかかったところで、 9:∞にニ

マ・ドルジェと合流。休む間も惜しλk頂上岩壁

部に取り付く。

昨日、村口によってルート工作された、傾斜の

強い岩壁部のフィックスロープ2ピッチ(約 75

m )をユマーリング。昨日のルート工作最終地点

に10:00到着。この上部5m程の垂壁は人工登撃

である。事もあろうにアブミをC2に忘れてしま

ったため、シュリンゲでアプミを作り、チャンネ

ノレハーケンを連打し、ようやく岩壁部分を越える。

ここの高度感はかつて経験のない恐怖である。こ

の5mの援を抜けた後、昨日村口に指示されたす

べり台状の岩場に取り付く、しかしピトンのリス

がなく、手掛かりがつかめない。右上の直上する

ノレンゼも上部でかぶり気味である。右に左に、行

ったり来たりしているうち、左方下り 気味のトラ

ミースにルートを見つけ、不安定な岩と雪のミッ

クスした脆いバンドを抜けて頂上稜線に11:初、

なんとか這い上がる。そこはまさに別世界のよう

な斜面で、 P29、マナスルが一望で、きる場所であ

った。ザックを置いて、緊張をほぐし、セカンド

を確保する。ニマ・ドルジェは身が軽く、体力も

群を抜いていたが、さすがにこの岩場の通過にだ

けは苦労している様子で、なかなか上がって来な

い。 2人揃ったところで初めて休憩。"もうここ

までくれば十中八九、行ける"という気持ちで、

嬉しさが込み上げてくる。それにしても中村パー

ティーの姿が見えない。私の目論見では、我4が

/レート工作を終えた時点で追いつくはずだったの

だが、テノレモスのお茶を飲んで12:(泊、頂上に向

けて出発。

この稜線に出ると風が急に強まり、時折突風で

バランスを失いかける。加m程の間隔をおいて、

コンティニアスで登高。ちょうど冬富士を登って

いる感じである。雪庇に気をつけながら、稜線づ

たいに登高する。スピードを上げるとさすがに息

が切オ1ヘ トγ プのニマ・ドルシェと私とで代わる

代わる立ち止まり、深呼吸をする。疲れを全く見

n
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頂上よりマナスル方面を展望する

せなかったニ 7 ・ドルジェもさすがに苦しそうに

歩いている。ラッセルはほとんどなく、程良くク

ラストした雪面はたいへん歩き易い。

頂上は雪庇状のピークが3つある。手前のピー

クから2番目のピークへと縦走し、 13:∞登頂。

そのピークで写真を撮り、余ったピント類を残す。

高校1年生の時、エベレス卜に登頂した石黒さ

んの姿を初めて映画で見て以来、この自分がヒマ

ラヤの頂きに立っている姿など、夢にも思わなか

ったものである。頂上で旗を揚げるのは気分の良

いものだが、やってみると風が強くてなかなかう

まくいかない。あげくのはてには、旗を風でどこ

かへ飛ばしてしまった。明やれやオ1へこれでやっ

と遠征も終わる o30分程、頂上にいた後、下山

を開始する。下りになるとニマ・ドルジェが急ご

うとするので「ゆっくり下降しろ」と何度も怒鳴

りつける。案の定、雪面を10m滑落する。私の手

首に通したロープで支えてかろうじて止まったが、

どうやら私とニマ・ドルジェとの聞の小さなスノ

ーリッジにロープが食い込み、その摩擦で止まっ

たようだ。登頂の安堵感も束の間、 2人とも一気

に緊張してしまった。

頂上岩壁の下降点には14:∞に到着。この地点

から中村・井本が頂上岩壁部をユ 7 ーリング中の

，f 夕、

'1 

ところを確認。井本は私に「そこから頂上までど

のくらいありますか」と大きな声で質問したので、

私は「我々の足で1時間かかった」と答える。中

村、井本ノミーティーでは、 1時間では登頂できそ

うにないと思ったが、風が強く、まだかなり下方

の2人と詳しい話をする事はできない。昨日のト

ランシーパー交信にて、登頂のタイム・リミット

を15:∞と決めていたため、登頂はもう無理では

ないかと思っていたが、その気配のない事にとま

どいながらも、我々は明るいうちにC5に帰りた

い一心で早々に下降する事にした。

我々は頂上岩壁のフィックスロープをたどって

下ると中村・井本パーティーと交錯して時聞がか

かると思い、ここから真っ直ぐにアップザイレ Yす

る事に決めた。ピトンを打ち足し、我々がコンテ

イニアスで使用した青のナイロン ・ロー プ50mを

シンクソレで、固定。古野が先に下降する。ほぼ垂直

から、かぶり気味の空中懸垂であった。ニマ・ド

ノレジェがアップザイレンを終了 し、 15:(泊、再び、

フィックスロープを下降し始める。古野が先行し、

後からニマ・ドルジェがぴったりくっついてC5

へ16:∞に帰幕。ニマ・ドノレジェが作ってくれた

お茶を飲み、おかゆを食べて中村パーティーの帰

りを待つ。井本が21:50、C5に帰幕。中村は、
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後から下降しているとの事。井本の疲労は激しく、

一度横になったまま動けない。話すのもつらそう

である。中村パーティーの天幕でう23:∞まで中村

を待つ。もし中村が帰幕しない場合、古野・井本

及びニマ・ドルジェの3人で、早朝、中村の捜索

に出発する事を井本とニマ・ドルジェに告げて、

村口パーティーの天幕に戻って就寝。村口・鈴木・

石川の3隊員は 今日 C3に下降している。

古野 淳

10月27日①

早朝、古野、ニマ・ドノレジェは、昨夜庚らなか

った中村の救助に向かった。 7，500m付近で発見

したのは、中村の所持品数点、と、南西壁を真下に

向かつて点々と穴をあけた中村のものらしい滑

落の跡だけだった。古野は現場の状況から捜索を

打ち切り、下降を開始した。 C3より登り返した

鈴木とC4で合流し、共に下降する。 BCでは早

Aア噌
B Cへの下降

戟より 3台の双眼鏡で捜索をしたが、中村の姿は

確認できなかった。

10月28日①

村口・鈴木・古野・井本・石)11、ニ 7 ・ドルジ

ェの6名は、BCへ向かう。"とんなことがあっ

ていいのだろうか"南西壁を探しながらBCへと

下降した。

東尾根 ラニ・ピーク (6，693m)

a-qa 



帰路

先発隊
(村口)

一刻も早く遭難の報告をするために隊を2つに

分ける。先発は、岡田・村口・チンジ・キッチン

の2名という小編成で、 10月29日ベースキャン

プを後にする。何度も何度もふり返りながら、ま

だ岩壁の中にいる日出さんに呼びかけていた。そ

れまでヒマルチュリの壁は、可能性と不安を含め

て、あくまで、頂上へ到達しようとする希望に満ち

た目でながめていた。ついさつきまでいた世界は

もうことにはない。山がひどく寒く見える。昔に

見たヒマルチュリとは違っていた。日出さんがこ

の山のどこかにいるということでしかヒマルチュ

リを捉えられなくなってしまった。キャラバン中

はもっと複雑だった。諦めなければいけないと思

いながらも諦めきれなかった。

29日キューダカルカ、 30日夕ジェ、 31日ボテ

オラと朝から夕方までひたすら歩きつづけ、 11月

1日には，カトマ ンズにたどりつく。

後発隊
(鈴木)

10月30日 日書~曇 BC→ウクンダカルカ

2ヶ月もヒマルチュリで生活していると、この

風景が大変親しいものに感じられる。日出さんの

チョルテンで長い時間を過す。シェルパ達が香を

焚きお祈りをして一人一人下って行った。濃い青

空にヒマルチュリと、国旗が鮮やかだ。日出さん

は、本当に死んで、しまったのかと考えつづけた。

BCからの下りは、青かった草が黄色に変ってい

て、ヒマルチュりと空の組み合わせが素晴らしか

った。休養キャンプは通らず、直接下のカルカに

降りて行く 。夕食はヤギを一頭買い、久し振りに

焚火を囲んで静かな夜を過した。

10月31日 晴~曇 CS →ジョルダカルカ

モミや石楠花は緑だったが、落葉樹はもう葉を

落としていた。午前中は空気が澄んでいて風景が

非常に鮮明だ。きのうと同じように午後からガス

ってしまった。

撤収準備 タジエのポ ターがBCへ上がって来た
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ベースキャンプの小高い丘に作られたケルン

11月1日晴 cs→タジェ
今日は 1，200mも下る。落葉の積み重なったジ

ョルダカルカを下り始める。晩秋の雰囲気だった

のが、やがて木々は緑に変わる。さらに降りてゆ

くと、セミの鳴声が聞こえてくる。セーターから

Tシャツ一枚の姿に変身する。太陽は暖かく 、水

の音が聞とえ、生きものの世界に帰ってきたのだ

という実感が湧いてきた。昼過ぎにタジェの村は

ずれに着く。回ん』ぎの中にマットを敷きヒマノレチ

ュリを眺める。

11月2日晴夕、ンヱ停滞

ティハールという祭りのためポーターが動かず、

タジェで停滞する。疲労のせいか、みんなゴロコー

ロとしているか、食べているかのどっちかだ。午

後7時のニュースでヒマルチュリの事故のことが

流れた。

11月5日 晴 cs→プトリケッ卜
ティハーノレのためかポーターの集まりが悪く、

また花で飾っている人が多い。タジェよりドルデ

ィコーラまで急降下し右岸に渡る。すぐ牛の放牧

地になり、犬にさんざん吠えられた。川沿いの道

を進む。ーヶ所高巻があり、先行しているキッチ
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ンスタッフが何やら騒いで、いる。なんと対岸にマ

ントヒヒ?が群をなしていた。ひたすら田んぼの

中を早いベースで歩き左岸に渡る。キルティプー

ルを通過し、まじめに歩きつづけるのだがなかな

か予定地まで着かない。ついに 4時で打ち止め。

プトリケットの手前の河原にテントを張る。

11月4日 晴 cs→木テオラ
いつもより早い出発である。マルシャンディコ

ーラが見えてきた時はなつかしい気がした。マル

シャンディまで出ると、乾期には車が走っている。

お昼にボテオラに着いたが、 トラックは通らず、

学校の校庭にテントを張る。タジェのポーター達

は給料をもらって嬉しそうに帰っていった。我々

はビールを飲み、ぼんやりと時間を過ごした。

11月5日 cs →力卜マンズ
マナスル・ピーク 29、そしてヒマルチュリが朝

日に輝いている。自衛隊のトラックみたいなのに

乗って出発だ。道はひどかったが、行きのキャラ

バンで2日かかったととろをわずか2時間余で走

ってしまった。デュムレで、パンとダ/レ、カレーを

つめ込んだ後、一路カトマンズへ向かう。夜8時

前カトマンズに到着する。



行動表

岡田隊: 岡田、中村、井本、石川

村口隊: 村口、鈴木、古野

B.C Cl C2 C3 C4 C5 Top 
月・目、天候 (382伽 (495伽) (555伽 (592伽 ) (6370m) (695伽 (725伽 (7893m)備考

9/1φ。二二コ 村口、石川

鈴木、古野

2φィ・ 全員

3φ@  全員

4@-・ 岡田隊4名

<D Rest 

5・<DRβst 村口隊3名
岡田隊4名

6・ 全員BC集合

7 • BC開き

岡田、中村、鈴木、石川
8φ@ Cl予定地到達

村口、古野(トリフ・ノレ洞穴ピークコノレへのノレンゼ試登)

岡田、中村、井本鈴木、石)11 Cl建設

9・ 、村口、古野

10・ 2古野
井本村口|(洞穴ピク|直下まで)

石川、中村、井本
11φ@ 

E岡田、鈴木

12 ⑧ Stay 
〉

13 ⑧ 
〉
Stay 

14 @ 
<D 
Stay 

15 ① 
二コ 岡田l歎(氷河対岸まで) ラッセノレ

~ Sta子

岡田隊 C 1再建設
16φ。

村口隊 ー C1入P
岡田隊

17 ① 
村口隊E 

岡田隊
18の

】 村口隊

巧

t
q
d
 



Cl C2 C3 C4 C5 Top 

!M9φ@  
岡田隊

<DRest 

C2予定地到着

20 ① 
A 岡田隊 C2建設

村口隊 C2入り

21①~ 
Rest 

二コ村口隊

22 ⑧ 
<DRest 

にコ村口隊

23⑧【ベD
岡田隊

4 村口隊 C3予定地決定

24①~ 
問団隊

<DRest 

25(])--ベiD
岡田隊

、村口隊 C3建設

26小事
向田隊

村口隊 C3入り

幻φベ§
(j) Rest 

二=コ村口隊

お @
Stay 

φStay 

却φ。 =コ向田隊

匡コ村口隊

30φ噌
4 中村、井本、石川

岡田Rest
村口隊

1<V 1 ⑧ 
岡田隊

bRest 

2φ喝
二コ岡田隊

)D.P村口隊

3φ。 Rest 

4 cr:⑩ 巴ほヨ三三B3c岡田、中村、井本

村口隊
下降

5 cr:事 b石)11Rest 4 岡田隊 C4予定地到達

....... 村口隊

6⑨へ。 石川Rest <D Rest 

村口隊

7φ@  
〉石川Rest 向田隊 C4建設

村口隊

8φ@  
石川

二村二口隊コ岡田隊| 
~ 

9①~@ 
石川 二コ向田隊

~ 

。。
内

J



月・臥天候 B.C Cl C2 C3 C4 C5 Top 備考

1ル10 の 石川
岡田隊

<p Rest 

石川
11φ。 ¥v 

村口隊

12d し
D Rest 

村口隊 C5予定地到達

岡田隊
13 の

村口隊 C5建設

中村、石川
14φ。 岡田

E主本 D村口隊
岡田 i>Rest 

15 @---① Eコ 村口隊
岡田 CP Rest 

16風⑧強し
t>Rβst 

中村、井本、石川 C4つぶされる
17風@強し

村口隊

18風袋し
<P R.est 

村口隊

19 ① 
Rest 

) Rest 

20 の
中村隊(中村、井本、石川ニマ・わいヌェ)

CD Rest 

阿国 中村隊
21 の

村口隊(村口、鈴木、古野〕

<t 中村隊
22 の

村口隊

<P .... 中村隊
23 の

村口隊

24 の
J中村隊

村口隊

コ 村口、古野
25 の 3中村、鈴木、井本

石川、ニマ・トツレヅコこ

( 古野、ーマ・トツレジェ 登頂
26 の 中村、井本

村口、鈴木、石川 事故発生

井本 捜索
27 の <P 鈴木 古野、ーマ・ドノレヅェo石)11
28 の

<P 
全員

29 ① 
岡田、村口

30 ① 
鈴木、古野、井本、石川| B.C撤収
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個人別行動表

岡田貞夫

l
f
T
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1

 

α6，370m 

c2 5.910m 

C1 5，550m 

中村日出

C5 7，250mト一一一一一」→
C4 6.950ml--一一一ーー斗

::|二主

TOP7.893m 

C1 5，550m 

BC 4，950m 

村口徳行
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登山活動の総括

(岡田)

ヒマルチュリ南稜から南西壁を経て初登撃に至

るまでの活動内容は、全ての力を出しきった精一

杯の充実した行動であった。しかしながら下降中

の中村の遭難は、なににもかえられぬ大きな代償

であった。私達6名はあのいまわしい日々に体験

したものとはまた異なる悲しさの増していく中で、

この事故により萎縮するのではなく、事実をより

正確に把握し、積極的に大きな課題として取り組

む事で、後続してくれる人達のためにも総括をと

ころみたい。

私達にとって5年ぶりのヒマルチュリに参加し

た4名は、高所登山の経験がないため、 5，000m 

にスムーズに順化ができるかが計画の大きなポイ

ントであった。この高さへの完壁な順化なくして、

その後の全ての行動は成り立たない。実際には、

隊荷到着の遅れ、それにともなうキャラパンのス

タートの遅れなどもあったが、経験の少ない隊と

しては、非常に順調なBC(4，950m)への順化が

行なえた。

5年前と同じルートとはいえ、モンスーン中の

登撃は、特に C1~C2間であまりにもルートが

変化していたこと、視界の悪い天候にもかかわら

ず、工作、荷上げに支障が出なかったのは、ルー

トを知っていた強味があったからである。

6，000m・7，000mと高度が上がり、悪天によ

る停滞はあったものの、誰一人、重度の高度障害

にかからず、隊員が原因となる計画の遅れはなか

った。 BCスタート時に組んだパーティーがその

ままローテーション良く行動できたのは、東京で

のトレーニング方法の基本的考え方、実行に誤り

はなかったと確信した。

個々のカは'81年の隊員にまさる事はなかったが、

経験の無い隊員が、自分自身のコントロールだけ

でもたいへんな高所において、自己管理ができ、

分担された仕事を行なえたのは、 '81年の経験が財

産として受け継がれたためであろう。

-42ー

補給についてはシェルパ達の力が大きかったが、

危険手当なる名目のボーナスの要求に対し、何か

割り切れないものを感じ、即答は避けたものの、

彼らの希望をのむ結果となった事は、私自身の力

不足によるものが第一の要因である。しかし、そ

れまでに至る彼らの献身的な行動の裏付けがあっ

たし、その後の彼らの働きには目ざましいものが

あったのも事実であり、計算通り物資が全キャン

プに補給を終るまでに至った。

10月中旬に入ってもモンスーンは明ける気配さ

え感じられず、朝は必ずといってよい程ラッセル

で始まり、体力の消耗も激しかった。しかしチャ

ンスの少なくな っていく貴重な時間の中でも、登

頂後のアクシデントの発生率が高いため遭難対策

上、 Fixロープによる下降路の確保があって後の

アタックの考え方にかわりはなかった。

C5 ( 7，200m)より 7，800mの最終岩壁を抜け

るまでFixロープを張った作業に費やした時間と

労力は、登頂の成否を大きく左右する天候という

時間との戦いの中で、私達の力の最大限の努力で

あった。

アタックも間近になった10月16日の夜半、突風

により C4及びC3が一瞬にして潰され、 C5は

弧立、補給路は嬢滅した。態勢建て直しのため、

18日、 BCに全員が集結、登山活動の終了をも考

えたが、隊員の登聖善意欲は少しも衰えず2日間の

休養後、再度8日間の計画で頂上アタックに向け

てスタートした。

10月25日の第1次アタックは失敗に終ったもの

の私を除く 6名が何んの支障もなく7，700m以上

に達し得た事、そして頂上に到達した 3名の内 2

名は、初めての海外登山経験であったことからも、

基本計画案通りの高所適応ができ、チームワーク

の結集の結果であり、個人個人、納得のいく活動

であった。

今後、私達の行なった登山活動の内容を有意義

に活用し、二度と事故を起こしてはならないとい

う反省を含めてさらに素晴らしい計画を創っても

らうことが、私達の最も望むところであり喜びで

ある。



記録、報告、学術



装備

装備は1981年ヒマルチュリ隊の資料を参考に、

不足なものと余分なものとを検討した。重量・予

算・必要性などの面からも考慮したが、基本的に

は良質な装備を揃え、つまらないミスのために

霊山活動に支障をきたすことのないよう配慮した。

特に露営具・登掌具・燃料などに関しては、タク

ティクスとルート状況を再度検討しなおし、必要

最少限な数の割出しと安全性を重視した計画を作

成した。

装備調達にあたっては、 OBの方々、各企業、

登山団体などたくさんの御協力をいただき、予算

も軽減することができた。

共同装備は現地購入、借用を含め、 トータノレで

約600K9の重量となった。

一一使用報告ー-

1. 露営具

テント数はBCに9張、各キャンプ2張ずつで、

C4 のみ 1 張の計 18張。いずれも 4 ~ 5 人用、ま

たは 5~6 入用のドーム型である。 高所用として

使用したテントは、ダンロップ社の6人用テント

とカモシカエスパースを使用した。隊員による補

強や、天幕地の選択により、特に問題はなかった

が、いずれもスベアーのポールフレームは必要で

ある。テントの固定には、アノレミのアングノレバー

や自然物を使用し、各テントにそれぞれフィック

ロープを通して固定した。テントマットには、 5

%厚のウレタンマットを使用した。断熱に優れ、

また緩衝材としても多く使われ、非常に有用なも

のだった。キャラパン中は雨季のため、フライシ

ートは必需品となる。特にキッチンや、荷物の管

理などの面からも、準備した大型のハイピーシー

トが非常に役に立った。

2. 登挙具

BCから頂上までの標高差約3，000m、水平距
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離にして約8kmo C 1からC3問、 C4から 7，800

mまでを完全につなぎ、 BC~C1 問、 C3~C

4聞は部分的にフィックスした。固定用ロープと

して、 ダンライン9mm世x6，200m，ナイロンlOmm世

x 300m、ナイロン編みロープ6棚世x100m、計

6，600mのロープを使用した。場所に応じてロー

プを張り、持参した全てを消化した。岩角などで

擦れる部分にはビニールテープを巻いて直接触れ

ないように工作され、荷上げや順化のたびに整備

をしながら行動した。

ハーケン類は、厚刃・薄刃・パイプ・スクリュ

ー・イボイボなど岩壁部で多く使用された。雪稜

ではスノーパーが多量に使われた。アルミアング

ル材、 30%X 30%X 3%厚のものを80cmに切断

し、 6ケ所に突を開け、頭部にシュリンゲを通し

たものを持参した。

アブミ・ラダーは各2ケ所で使用し、ボルト類

は使用しなかった。

登挙用の個人装備は、普段日本で使い慣れた装

備を使用した。

3. 燃料

当初プロパンガス(充填済のもので重量約15K9) 

をC3まで上げる予定だったが、荷上げの問題か

らC1迄で使用することにし、上部キャンプは寒冷

地用ブタンガスを使用した。 25本のプロパンガ

スと、 150個のブタンガスは、登山終了時に、

わずか2本の充填プロパンを残すのみとなってい

た。照明用と予備コンロ用としてケロシン8O.tを

用意したが充分であった。

上記以外の主要装備は表にして現わすことで、

詳しくは省略したい。

個人装備については、各自必要装備をリストア

ップさせ、 「市販品で質の良いものを」と検討を

重ねたが、最終的には、個人の好みに任せた。



中でも利用価値の高かった物が、ワンタッチ式の

アイゼンで、着脱も早く使い易い。靴は殆どのメ

ンバーがコフラックのプラスチ ックブーツを使用

したが、保温性も高く、軽量のため好評だった。

インナーにサーモインナーを使用した者もいたが、

非常に保温性が優れているということだった。今

回ラッセルに非常に苦しめられたわけだが、ワカ

ンも必需品だ、と思った。

ちなみに私の登頂時の個人装備は、化学繊維の

下着上下、オ ロントレーナーシャツ、綿のクラ

イミングパンツ、パイルジャケット、羽毛服上下、

ゴアテックス雨具上下、高所帽、ゴークソレ、ネッ

主要装備表

クウォーマ 、手袋、羽毛ミトン、ソックス 3枚

重ね、プラスチックブーツ、オーバーシューズ、

アイスパイル、ゼノレブストバンド、ユマール、カ

ラビナ、ヘッドライト、 SP電池、以上である。

装備全体を通して考えてみると、まだまだ研究、

改良の余地のあるもの、不足、余分なものなどが

ある。しかし準備中に十分に検討して、持参した

装備を山でどう生かすかが大切だと思う。なによ

りも必要最少限の装備で登るのがもっともベストの

登山であろう。また準備期間中においても、無駄

な時間を極力さけ、予算内で効率よく準備するこ

とが必要だ。

区分 口口口 名 規 格 数量

ア ン ト ダンロップ 6人用(外張、フライ含む) 6張
エスパース 4~ 5人用 ( 内張、 フライ含む) 5張
ウィルダネス 4人用 1張

11 2人用 2張
露営具 石井スノードーム 3張

夏用家型 6人用 1張
ツエノレト モンベルウルトラライト 5張
ポールスベアー ダンロップ、エスパース 各 2張分
ハイピーシート 3.6 m X 5.4 m 7枚
ナイロンザイル ナイロン 9匁φX50m 4本
フィックス周ロープ ダンライン 9%φ X50m 6，200m 

11 ナイロン 10%ψx 5 0 m 300m 
11 ナイロン 6%φ XI00m 100m 

スノーバー アルミアングル80cm 154本

登 挙兵
11 ノF 4 0 cm 28本

ロックハーケン 兼用、ウェーブなど 300枚
アイスハ ケン 2 0 cm 各種 80本
カラビナ 250枚
シs リンゲ 6%O， 15劣巾テプ 300本
ラター 3m 3台
アフミ 10本
プロパンガスボンベ 内容量 10Kif 25本

燃 料 ブタンガスカートリッジボンベ 寒冷地用 150個
ケロシン 80.e. 
イヲタープリムスカ、スコンロ 12ケ

その他
プロパンカ、スレンジ 4台
圧力釜 3台
トランシ ノミー 8台
乾電池 単3形 1，800本
8mmカメラ 2台

p
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食糧

食糧計画は、 1981年ヒマルチュリの計画を基

に、次の7項目の基本方針を立てた。

1. 食べやすく口に合うものを選ぶ。

2. 栄養価の高いものを選ぶ。

3. 消化吸収の良いものを中心に考える。

4. 水分の補給しやすいものを考える。

5. 調理の簡単なものを選ぶ。

6. ビタミンの補給を考える。

7. 次の7種に分類する。

a.キャラパン食

b. BC食

C. 低所キャンプ食、 C1 ~ C2 間で使用

3人x4日で1カート ン

d. 高所キャンプ食、 C3 ~ C5 間で使用

3人x3日でlカートン

e.アタ ック食

f.予備食、 c・dに準じて作る。

g スペシャル食、曙好品中心の食糧

以上の方針に沿って献立表を作成し、タクティ

クスからはじきだされた各キャ ンプ別の延べ人日

数にあてはめ、荷上げ量が決まっていった。キャ

ラパ ン・BC食は現地で購入し、 ドッコと呼ばれ

るかどに 30K9づ、つ詰めた。BC以上の食糧は、す

べて日本で準備し、ビニールに人日数でひとつの

献立のパ ックをつくり、 15 K9前後のヒFニールパッ

クを作る。さらにそれをカート ンにつめて、 2つ

まとめた 30K9の大カートンを作った。こうするこ

とによ ってキャラバンから荷上げまで表示するこ

とができすべてが解決する。

現地購入のキャラバン・ BC食については、そ

の人日数をコックに示して彼に一任した。カレー

が中心になったが、飽きもせず大変好評だった。

その他、好評だったものに、ティモモ (中国の鰻

頭のようなもの )、コロ ッケ、野菜いため、ソー
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メンなどがあり、不評だったものは、ララ(現地

のラーメン )ぐらいだった。昼はチャパティーや

ホットケーキが好まれた。新鮮な野菜や果物はメ

イルランナーに買い出させ、不足分を補った。B

Cでは圧力釜を使用したために、おいしい米が食

べられた。コック・キッチンボーイが優秀だった

せいか、食生活はとても豊かで満足のいくものだ

った。

C1 ~C5 間の食糧は、レトルトパウチ食品が

中心で、主食は米飯類6種 (白飯・赤飯・ドライ

カレー・山菜おこわ・ホタテピラフ・五目飯 )で

あったが、赤飯・山菜おこわは、戻りが悪く、パ

ラパラの飯であまり良くなかったが、手を加えた

りしてどうにか食べられた。人気のあったものは

白飯・ドライカレーであった。副食(おかず)と

しては、カレー・シチュー・ワンタン・中華飯の

素などを使用したが、カレー・シチューは作るの

が少々面倒なのか、入れる乾燥野菜が良くないの

か人気品目にはなり得なかった。アルファー米も

多く使用され、お茶漬やふりかけ、おじゃなどで

さっぱり食べるのが好まれた。上部へ行くにつれ

お茶漬やふりかけが人気品となり、村口隊の3名

は、何日にも渡って朝晩お茶漬を食べていたよう

だ。高所ではさっぱりしたものが口に合うらしい。

ラーメ ンは、調理も簡単なので一日の行動終了

後や、朝の食事に良く使用された。

行動用レーションを、 1人1日毎に約200~の

パックを作ったのは成功だった。内容は、寄贈品

のカンパンがレーシ，ンパックの中身 80%をし

め、その他、アメ・ピーナツ・コンブ・子ぶどう

・ょうかん・ゼリー・ビスケットなどで作ったが、

カンパンが一部で不評だった以上は、結構おいし

いメニューだった。

水分補給のために、ゲータレード・コーヒー・



紅茶、食事時のスープ・ミソ汁など飲みものを多

めに用意した。

噌好品を中心として作ったスペシャル食は、好

評なのは当然だが、その中でも特に、イカの塩辛

・海苔の佃煮・梅干し・干魚・もち・海苔などは、

食欲促進剤としても好まれ、もっと多めに用意す

るべきだった。

キャンプ別重量及び基本計画表

全体的には各人の曙好による好不評はあったが、

食糧パックを柔軟に作ってあったので、自分遠の

好みでメニューを考え、食べていた。量的には、

その日の体調にもよるが、全体的に多かった感じ

で、特に上部では余り気味だった。今回に限って

いえば、計画した 70~80%で足りたようである。

¥ 
滞在人 基本 総重量 荷上げ量 基本メニュー 備 考
日数 重量 ( K9) (個) ( a ・朝、 b ・昼、 c ・夜) (d好評 e不評)
c1人

(人日) 1日K9)

キャラバン食 500 1.5 750 a.ラーメンor飯+α d.野菜いため・
b.チャパティ c.飯+おかず カレー
+α E ・ラーメン(ララ)

B C 食 476 1.5 714 キャラパン食と同じ d.コロッケ， 他
その他噌好品 e.ラーメン(ララ)

C 1 111 1.0 111 3人X4日X10 a レトルト(6種より選択) d.ドライカレー
+α 白飯・お茶づけ

低所 DC 35 1.0 35 3 b レーシ，ン っけもの
C2 134 1.0 134 12 c.α米+おかず e.赤飯

その他、ラーメン・飲物・ 山菜おこわ
ふりかけ他 乾燥野菜

カレー・シチュー

C3 71 0.8 568 3人X3日X8 a. c.レトルト(6種より その他曙好品は好
選択)+α 評、特にうめぼし

高所 C4 41 0.8 32.8 X5 b レーシーン 佃煮、イカの塩辛
その他、ラーメン・中華ス

ープ・飲物，他

C5 14 0.8 11.2 X2 

予備低所 80 1.0 80 3人X4日X7 低所-高所に準ずる
高所 24 0.8 19.2 3人X4日X3

スベシャル 120 12 曙好品(そば・うめtまし・ lOK9カートンX12コ
マヨネーズ・ゴマ・はちみ 主にBCで使用
つ・佃煮他)

合計 2064 62 

※ この表は計画時のもので、実際には DCがC2になり、キャンプ数は5コとなったため荷上げ
量は違っている。合計では計画の 70%前後を荷上げし残ったものは、 BC、帰路のキャラパ
ンにまわした。
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酸素

八千メートル峰における登山報告書を読んだり、

経験者の話を聞くと、酸素使用の役割がいかに大

切なものであるかと認識させられる。しかし、エ

ベレストを始め、八千メートル峰の無酸素登山の

記録も数多く見られるようになってきた。高所に

おける酸素使用の議論は尽きぬところだが、登山

界の時流に乗り、安易に結論づける事は避けたい

と思っている。

1. 使用計画

過去、ヒマルチュリを含む八千メートル前後の

山々(ダウラギリ・アンナプルナ・ジャヌ一等 )

でも酸素を行動中に使用する事が試みられてはい

るが、実際に目に見える効果を上げた隊は数少な

い。一般にこの標高(7，500 m~ 8，200m)では

医療用、睡眠用にのみ使用されるケースが殆どで、

我々は前回の経験もあって、医療用、睡眠用にの

み使用する事を考えた。

高価な酸素器材を購入する事は、我々の規模の

登山隊にと っては大変に頭をいためる問題ではあ

るが、困難でしかも長大なルートには長期戦、あ

るいは高度障害を起こしてしま っても容易に高度

を下げる事ができないという事態も予想され、 一

種の保険として利用するのではなく、高所に長期

間滞在できる生理機能を維持するという意味で積

極的に使用する事にした。

使用方法は以下の通りである。

。BCには医療用として数本を配置する。

。睡眠用の使用は、第3キャンプ以上とする。

。隊員・シェノレパとも毎分0.51-の吸入で使用。

2. 用具

メインで使用するシリンダーは、アメリカNA

SAが開発したラクスファ一社製 (アメリカ )で
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英国ライフ・サポート社で販売しているL45-45 

FIBRE WRAPPED ALUMINIUM CYLI-

NDERというタイプ 12本である。充填圧力 350

~ 400 気圧、容量 4.5 1-、 5 . 5 kg。現在のところ

最も優秀といわれているシリンダーであるが、レギ

ュレーターは専用のものを使用する必要があり、叉

旧タイプのラクスファー製シリンダーでは新タイプの

レギュレーターと合わない。レギュレーターはシ

リンダーに直結する部分に減圧器と圧力計がつい

ており、そこから 1mのチューブが延びていて、

その末端に流量調節器がついたものである。尚、

レギュレーターは3個購入した。

叉、我々はカトマンズで10本のシリンダ を購

入した。フランスAMPタイプのレギュレーター

がコネクションできるもので、フランス製と西ド

イツ製があり、すべて 200気圧以上の純酸素であ

った。レギュレーターはAMP純製と日本製を使

用。レギュレーター接続ネジ部の径は2種類あり、

1種類はシリンダーとレギュレーターの聞に銅製

六角のコネクターが必要である。シリンダーの大

きさはまちまちで、 4種類もあり、 1本12kgもあ

るものやスチール製のものもあった。

その他の付属品は以下の通りである。酸素マス

クは医療用 10セット、アノレミ製四叉管と三叉管及

び配管チュープ、 Oリング、六角レンチ (コネク

ター用)、プライヤ一等。

3. 使用結果報告

BCに医療用として 2本を配置し、残りの 20本

はすべて睡眠用としてC2~C5 に配置した。隊

員及びシェルパのボッカ力は予想以上で、ほぼ理

想通りの荷上げを行う事ができた。各キャンプの

酸素使用本数は以下の通りである。BC-2本、

C1-0本、 C2-1本、 C3-3本、 C4-8



本、 C5-8本。睡眠時の酸素使用が翌日の行動、

あるいは高所長期滞在を可能にした事は確かであ

ったが、個人差のあった事も事実であった。酸素

を必要とする高度に差があるため、全隊員・シェ

ルパが一律に同じ量の酸素を吸う事は無駄が生じ

てしまうが、実際の現場においてそのコントロー

ルは難しい問題である。

実際の使用法は、 1天幕3人の場合、圧力計の

目盛を1.5 ~ 2 f-/分に合わせ、天幕の天井に這

わせた配管チューブから各隊員に酸素を送るとい

うシステムである。過去、酸素器材における様々

なトラフソレが報告されているが、実際の使用結果

及び感想は以下の通りであった。

① バルブ部分の凍結

酸素シリンダーは天幕外に置く事が多いので大

抵の場合、バルフe部分は凍結しているが天幕内に特

ち込んで、少し温めると問題はない。特にラグス

ファータイプはハンドルが大きく使い易かった。

@ 酸素シリンダー内圧の低下

ラグスファー製シリンダ-1本のみ、末使用で

200 気圧程度に下がっていたが、他は総て320~

400気圧を示していた。 AMPタイプも総て200

気圧以上を示していた。

① 酸素シリンダーとレギュレーターとコネクシ

ョンするパッキンの破損による酸素の漏れ

AMPタイプには予備を持参したが、ラクスフ

ァー製には予備が無かったためパッキンを裏にし

て使用し、難を逃れた。ラクスファー製は手の力

のみで十分であるが、当初慣れない事もあって、

レンチ等で無理に閉めたため、パッキンの破損を

早める結果となってしまった。叉、 AMPタイプ

はレンチ等で強く閉めないと酸素の漏れが止まら

ない。レンチを紛失した時は、たいへん苦労した。

酸素消費量の実際は、ほぽ計算通りであった。

ラクスファ一製1本を3人で毎分2f-の割合で使

用すると 2晩目の途中て慣い切ってしまう。叉、

AMPタイプは1本を l晩使用し、僅かに残りが

出る程度であった。

計算式は以下の通りである。

oラクスファ一製シリンダー

4.5 f-X 350kg/c1Tl 

2f-/分

。AMPタイプシリンダー

4.0 f-X 200kg/c1Tl 

2f-/分

4. あとがき

13時間

6時間 30分

今回、 3名の隊員が登頂できたのは、高所順応

が成功したからに他ならない。しかし、その高所

適応成功の要因として酸素使用の役割が大きかっ

た事は誰もが認めるところである。中村隊員の痛

ましい事故の原因に高度障害の影響があったか否

かは、知るすべがない。しかし、ヒマラヤ登山に

初めて参加した 3隊員が登頂できたのは、高所順

応に鍵が握られていたと思われる。もし、中村隊

員の順化がうまく進んでいなければ、と考えるこ

とはナンセンスだとは思うが。
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医療

医療は次の事について対策を考えることとした。

1. 積極的対応一環境の変化、特に高所に対して

どのように身体を慣らすか。

2. 予防的対応一病気や怪我をしないようにする

にはどうしたらよいか。

3. 治療的対応一病気をしたり事故を起こしたり

したときにはどうするか。

4. 現地医療ーキャラパン中の現地人からの治

療の依頼をどうするか。

1.出発まで

1. については低酸素、低気圧、 低温、強風

強い紫外線、悪い生活環境におかれることになる

ので、そのような環境に慣れるように、積極的に

心がけて準備をしていく。

準備段階において前回の経験を基に、心臓、肺

を特に強くすることに目標を決めた。

。日常のトレーニングを第一に、各人のやり易

いような方法を決めて実行する。

。全員がフルマラソンに参加する。また完走で

きるような体力づ、くりをしていく。

。富士山へ、最低六回は登頂する。

O できるだけ山行きをする。参加メンバーによ

る合宿と同時に、個人山行をなるべく多く行う。

。筑波大学の低圧実験室へ入札低殴素の環境

を経験する。

。準備会の席でヒマラヤの経験者の話を聴き、

予備知識を得ておく。

D文献、記録を読み高山病の症状について良

く理解しておく。

。都岳連主催の、高所医学研究会に出席する。

2 については、前項1.と共に

。日常の生活において心身の強化に努める。

大城 泰、鈴木弘之

O特に強い精神力、注意力を養うように普段の

生活を心掛ける。

O できるだけ禁煙することにする。そのために

は集会中は禁煙とした。また山行中、テント内は

禁煙にする。

O 前回の経験から、下痢をする者が多かったの

で、現地においては生水を絶対に飲まない。

。食事の内容と、特に不足が予想される、生野

菜、ビタミン類の補給を考える。

。登山中の水分の補給を充分にする。

。健康診断を行い、事前に高所に適応できる身

体であるかどうかを再確認し、不測の身体の異常

を知っておく。診断の結果は幸い登山にさしっか

えるような異常を持つものはいなかった。

。身体の具合の悪いところがある場合は、前も

って治療を終らせておく。特に歯、痔、について

の治療を終らせておく。

。普段の、体温・脈拍・血圧・呼吸数を計り、

異常時との比較がわかるようにしておく。

。登山中には隊員の健康状態を常に把握できる

ようにして、病気や事故を未然に防ぐようにする。

そのために、次のような『健康・行動の記録』を

書き込む用紙を作り、この用紙を各人2部づ、つ用

意しておき、内 1部は隊員に予め配っておき、記

入してもらう。医療係は隊員からの報告をもらう

か、問いあわせ、その結果を聴いて自分のほうに

も同様に記録し、隊長にも報告して次の行動予定

の参考にする。

この表の作成について留意した点は、隊員のそ

の日の行動と健康の状態が、一体となって一目で

わかるように、また連日にわたっての前後の状況

が、一覧できるようにしたことである。また具合

の悪い時に、どのような処置をとったか、服用薬

や手当てなども同時に書き込めるようにした。こ

n
U
 

F
D
 



れはいままでの他の報告を見ても、具合の悪い時

の、処置や手当てについての記載が少ないのと、

その経過がどのようになっていったかがわからな

いのを感じたからである。しかしこの表の書き込

む欄が多すぎて、現実的には無理ではないかとい

う声もあったが、筑波大学低圧実験室からの細か

いデータの記録の要請もあり、『 できる範囲』 と

いうことに した。

氏名 『健康 ・行動の記録』

例 月/日 月/日 月/日 月/日

時 亥リ o ~ 24h 7 

高度 . Camp m， C C 3 

身 体 状 況 くわしく
ζ￥ 

っかれがひどい

故障 ・ 痛み
部位・状態

頭痛やゃあり
(くわしく) かぜぎみ

障 眠 O 
食 欲 O 
体 温 ℃ 朝寝たまま 37. 5 

呼吸数 /分 異常は × 1 9 

脈 拍 /分 異常は × 7 9 

血 圧 高/低

尿 回 . EJ三EL 6、O

使 通 回・状態 1、O

む く み 額、腔、険 あり、まぶた

，息 ー り え 分 . 秒、、ー

m~ 用 薬 薬名・量 鎮痛剤 1 

ビ タ 、、 ン剤 服用はO O 
手 当 休 養

O2 ， L/分 時~時 21 ~6 睡眠

行 動
(パートナー)

C 5 

C 4 

C 3 休 養

C 2 

デポ C 

C 1 

B C 

休養 C

キ ヤ フ ノ、 ン

記入例、あり、なし 最良⑨ 良@ 普通O やや悪ム 悪×
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3. 医薬品、材料等の準備

象山隊に参加することになっていた、歯科医師

の大域 泰が、出発直前の6月中旬にトレーニン

グ山行中に、北穂高岳から下降中、潤沢において

雪渓上を滑落し、右下腿骨折をしてしまい急に参

加できなくなってしまった。そのために医療担当

者がいなくなり、計画に支障をきたしてしまって、

隊員の方々に大変申し訳ないことになり、この紙

面をかりてお詫びする次第でサ。代わりの医師を

さがしたが、急なことでもあり参加できるものが

いないままに、巳むを得ず出発することになった。

このため医薬品等の準備や内容について、当初の

予定を変更せざるを得なかった。

また学術調査の『食習慣、生活習慣の違いと、

歯と顎の関係について。』も行うことが出来なく

なってしまった。

この事故を起こした原因については、 2.にも

関係することであるが、自己の体力以上に長時間

にわたって行動を続けたことが疲労となり、ちょ

っとしたスリップが事故につながったのである。

また、他の隊員もマラソンなどのトレーニング

中に、やりすぎて返って身体を傷めたり調子を崩

したりして、合宿に参加できなくなった者もいた

のは、方法と量についてもっと考えなければいけ

なかったことである。日常生活や勤務を読けなが

らのトレーニングは、時間的にも充分できず、出

発をひかえての多忙や焦りから、どうしても無理

をしがちで、できる時にという気持ちからもオー

バーワークになるのを注意しなければならない。

医薬品、材料等の量と内容については、登山日

数がBC以上で約60目、隊員数7、シェルパ5、

往きのキャラパン約 10日、帰りや滞在日数を考

慮して次のように分けて梱包することにした。

個人常持品 7、BC用 1、下部キャンプ

1、中部キャンプ用 1、上部キャンプ用 1、

予備用(消耗品の補充 1、キャラバン用 1、

を用意した。

医療用、睡眠用としての酸素は、ボンベ 22個、

平均300気圧、平均4.3.e.詰を用意した。
予算のこともあり、大部分の薬品を寄贈して頂
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けたことは幸いで、あった。

山岳部OBの岡村治明医師(春日部市民病院外

科)、川久保芳彦医師(日本大学駿河台病院精神

科)に種々、御援助、御助言を賜り深く感謝する

次第です。

注意事項としては

(1) 必要な時に必要なものがある様に、常に持ち

歩く。外傷は行動中に起こる事が多い。

(2) 身体の具合の悪いときは、なるべく早期に下

部キャンプに降りる。

(3) 薬に頼らず、自然治癒を第一に心がけること。

なお薬名(商品名)については煩雑になるので、

ほとんど省略する。

個人常持品

感冒薬: 5 日分、総合ビタミン~I 40日分、胃

腸薬:3日分、鎮痛解熱 10回分、複合トロ

ーチ:2日分、ハイシー 30日分、 日焼け止

めクリーム・リップクリーム、パンドエイド:

大 10 小5、弾性包帯:4裂 1、体温計、

その他持病薬 重量約0.3kg 

以上をポリエチレン袋にそれぞ、れ分け入れへさ

らに医薬品リストや使用上の注意書と共に、一つ

にまとめて各人に渡した。使用して足りなくなっ

たものは予備用の籍から補充し、常に最低のもの

は持ち歩くようにした。

BC用

感冒薬:10日分、胃腸薬:20日分、下痢止:10日

分、鎮痛解熱消炎:50回分、精神安定剤:20回虫

抗生剤:16日分、複合トローチ:50錠、外用軟膏

: 2種4本、消毒薬:1、しっぷ薬:40g X 5、総

合ビタミン:80錠、ハイシ-90錠、パンドエイド:

大30小80、粋創膏(5cmx5m) : 1、脱脂綿:

20g 、包帯:4裂2、弾性包帯:4裂1・3裂2、

三角巾:大1、滅菌ガーゼ(15 X 15cm) : 30、ガ

ーゼ5m、体温計:1、眼帯:1、爪切り:1、耳

掻き:1、とげぬき:1、はさみ:1、ピンセット:

1、安全ピン:5。 重量約2.1kg 



以上を、それぞれポリエチレンの袋に分け入れ

てから、軟性プラスチックケースに詰め、ポリ‘エ

チレンシートで包み、ひもで、しばって輸送した。

予備、下部キャンプ用

BC用とほ』王内容は同じであるが、内服薬の各

量を少しずつ減らし、利尿剤jを加えた。

重量約 1.5 kg 

中部キャンプ用

予備、下部キャンプ用とほぼ同じ内容であるが、

内服薬を少し減らし外傷に対して包帯等を多く

した。 重量約 1.4 kg 

上部キャンプ用

中部キャンプ用の内服薬を減らし、外傷用の包

帯等はそのままにした。 重量約0.7kg 

キャラパン用

外傷用消毒薬、軟膏類、目薬、バンドエイド、

包帯、胃腸薬、湿布薬、等を主にした。

重量約 2kg 

すべての内容品のリスト、薬名、使用量、注意

事項を書いて、箱の蓋の内側に取れぬように張り

付けて、誰でもわかるようにした。、

医薬品類の総重量は、約lO切になった。

4. については、ポーター・シェルパ以外は、

現地人からの治療の依頼があっても、積極的には

行わないこととした。

II .出発後

① キャラパン中

キャラパン中は、あまり医薬品を使うことなく

過ぎた。

。ポーター:切り傷に軟膏を塗ったり、ノくンド

エイドを張る程度であった。休養キャンプからB

Cへの荷上げの時は、頭痛を訴える者が多く鎮痛

剤(ボルタレン)を与え結構、効果があった。

o村人 :医者がいないので最小限に抑えた。勝
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手にやるわけにはいかないのである。症状を聞い

て、風邪の場合は、 ビタミン剤・感冒薬・トロー

チ等。腹痛の場合は、胃腸薬(SM散)を与えた。

ポータ一同様、裸足のためか切り傷が多かった。

また回虫がいる人も多かったがそのための薬はな

かった。動けないから来てくれという人や、旺門

が塞がった幼児もいたけれど何もしてやれなかっ

た。医者が全くいない谷なので、遠征隊に医者が

いればもう少し役に立ったのではないかと思うと

残念である。村人達は衛生観念に乏しく、ネパー

ルの医療事情はよくない。

② 登山中

使用頻度の高かったのは、胃腸薬・ビタミン剤

である。岡田パラサーブは最後まで下痢が続いた

し、胃腸を壊す隊員は多かった。胃腸薬(SM散)

は殆ど使ってしまった。シェルノ4は隊員より胃腸

も強かった。次にビタミン剤、 BCでは多少野菜

を食べることができたが、 C1以上では全くない

ので意識して飲んで、いた。一日ー錠程である。

O鎮痛剤(ボルタレン):頭痛等の高度障害の

時。

。感冒薬 ・トローチ:乾いた空気のせいか、風

邪をひいたり、喉を痛めるものがいた。

。軟膏 .バンドエイド:手のひび割れなど。

o日焼け止めクリームやリップクリームは毎日

丁寧につけていた。

o紫外線が強くサングラスをしていても、涙が

こtまれることがあった。

。湿布薬も少しだが使った。

以上が今回使用したものである。もっとあれば

よかったと思うのは、抗生物質くらいだろうか、

病気や大怪我がなかったのは幸いである。精神安

定剤や利尿剤は使わなかった。また、当初に計画

した「健康・行動の記録」は殆どできなかった。

余俗がなかったのだと思う。



トレーニング

ヒマルチュリ南稜から頂上へ向うルートは1981

年の経験から、質的にかなり高いレヘルの登撃を

必要とされることがわかっていた。タクティクス

においてもポイントとなる部分は、 7，2∞m から
始まる頂上岩壁の突破に焦点が絞られた。その中

でも特に7，6∞mから先、未踏の岩壁部には相当の
困難が予想された。 1981年のチームは登撃力にお

いて今回のチームの上をいく。同じ条件で同じノレ

ートへ向えば結果は目に見えている。最高到達点

まで行くことすらできないだろう。どうしたら私

達の目指すルートが登れるのだろうか。 私達は

1981年の登山を徹底的に分析した。 1981年のチー

ムより実力をアップすることにより、ある程度の問

題は解決されてゆく。高所経験者の少ない今回の

チームで最も必要なものは7，∞Omラインに全員が
確実に適応することだ。今回の登山は7，2∞mから
始まるといっても過言ではないからだ。

体力が無ければどんなに登掌技術が勝れていて

も何の役にもたたない。 7，却Omから岩登りをする

ことは体力があっての話だ。むずかしい登撃をす

るためには、それに見合った体力が必要だ。

岡田隊長の指導でフルマラソンをひとつのステ

ップとし、 '85年から '86年にかけてトレーニング

を開始する。前回のヒマノレチュリ後、 トレーニン

グを始め、 フノレマラソンにかけては、ベテランの

岡田隊長と、ここ数年フノレマラソンに熱中してい

る鈴木が走ることの重要性を説明する。

いい事を考えても行動が伴わなければ意味が

ない。ちょっと油断をすると日常のトレーニング

を怠ってしまう。普段怠け者の私達は、自ら強い

目的意識を持たなければならなかった。

「トレーニングをしているか/Jは隊員の挨拶

だ。ヒマラヤへ行こうとする人聞がトレーニング

もしないで稼に参加するなど無責任としか言いよ
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村口徳、行

うのない事だ。

'86年3月、筑波学園で開催されたフルマラソン

に全員で参加する。タ イムは悪い、怠けている証

拠だ。さらに強化し、自己の能力を最大限引き出

せるように調整していく必要がある。

4月からは月間200Kmを走ることを目標にする。

またゆっくり長時間走る方法とは別に、最大努力

の早い速度で頻繁にトレーニングを行なうことを

始める。

最大酸素摂取量を現在よりも増加させるには、

強度の刺激を呼吸循環器系に与え、その刺激のくり

返しが運動に対する適応を引き越とし、呼吸循環器

系の機能を改善して組織の酸素運搬能力を高める。

私達は準備の忙しさの聞をぬって走った。今回

ヒマノレチュリを目指した隊員は良く走った。その

結果が順化への基礎となり、 7，2∞mからの登撃活
動が可能となった。

もう一つのトレーニングは山行だ。全員がトッ

プで確実に登れる力が必要だ。全員が揃って山や

ゲレンデへ何度も通えれば一番良いのかもしれな

いが、社会人となって全員が揃って山に入れるわ

けがなかった。それぞれに制約がある。個人的な

山行を充実させることにする。その中でも 5月は

比較的休みもとれるため、剣岳で定着山行を行な

った。 5月3目、中村・松野は六峰フェースから

剣岳を越えて剣沢ベースへ。村口・大城は六峰フ

ェースから八ッ峰ノ頭を通り長次郎谷を下降して

剣沢ベースへ。石川・井本は I・Hのコルから八ッ

峰を縦走し、剣岳を越えてへースへ帰る。翌日、

中村・大城は、前剣東尾根~剣岳。村口・古野・

向笠は、八ッ峰マイナーピークから 1• IIのコル

を経由してベースへ。石川・井本は、剣尾根を登

るためにベースを移動する。 5月6日、石川|・井

本は剣尾根主稜を登撃。



6月には、学生の初夏合宿に合わせて横尾をベ

ースキャンプに扉風岩での登撃を行なった。 6月

12日、村口、井本は、東壁雲稜ルート。 13日、同

パーティーで右岩壁タ イレクト。 13日、古野、石

川は東壁東綾ルート。鈴木は単独で奥穂高を往復。

15日、村口、鈴木、石川は右岩壁ノレンゼ状スラプ、

古野、井本は右岩壁大ジェ一ドルルートを登り、

それぞれ岩登りを楽しんだ。

その聞にも、岡田、中村を中心に‘富士山へ通

った。ゲレンデは1ヶ月1，∞Om以上の登下降を目指
した。こう書くと無味乾燥のように思えるが、山

登りの楽しさを常に求めていた。山行は、登撃の

楽しさ、生活の楽しさ、みずみずしい感動を受け

ながらトレーニングを楽しんだのでトある。もとも

と山登りはおもしろいから登る。何のためでもな

く自分自身のために登るのだ。その延長線上にヒ

マルチュりがある。人それぞれに山登りの楽しみ方

は違うが、もともと面白いからそこへ行く。

今回、 トレーニングを振り返ってみると、チー

ムのレベルアップという総合的な見方からすれば

体力はかなりついたように思える。しかし登撃力

がついたとは思えない。合宿と称して冬期の困難

な登撃や、ルート開拓をしたわけではないからだ。

その変わりに岩に慣れること と、確実に登ること

を身につけた。うまくはないが、そこそこの岩壁

は乗り越すことの可能なチームとなったはずだ。

「最高の登肇をするために最大の努力をしよう

じゃないか、来たるべき登撃に向けて」と トレー

ニングノ ートの初めに書いた。それぞれが頂上を

目指し、そのためにトレーニングに励んだ。~努

力しなければ登れないな』とヒマルチュリの写真

を見るたびにそう思うのだった。

それでも私達のしてきたトレーニングはまだま

だ甘かった。ヒノレマチュリを南稜から登るには、

もっとハードなトレーニングが必要だったのだろ

う。少なからずも事故を起こしてしまったのだか

ら。そして全員が頂上に到達したわけで、もなかっ

たのだから。

ヒマルチュリ南西壁高度約7，000m上空より
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日本大学ヒマルチュリ登山隊 1986隊員への

高所順応トレーニングの経緯

筑波大学体育科学系運動生理学研究室 浅野勝 己

ーはじめに一

昭和61年4月末に、故中村日出氏、井本重喜氏

および石川一郎氏が来学さオ1ヘ 8月上旬出発に先

がけての低圧シュミレーターによる高所順応トレ

ーニングの依頼を受けたのである。

そこで5月17日より 7月6日にわたり、 4，∞Om
から6，5∞m 相当高度におよぶ計8回の、無酸素
でのJI頂応トレーニングを行うことができた。

ここに故中村日出隊員のご冥福を祈りつつ、当

時のトレーニング内容を回顧し、本高所順応トレ

ーニングが高所障害予防の一助となる可能性を指

摘したい。

ートレーニングの経緯ー

第1回目の5月17日は、中村・井本・石川・古

野および鈴木の5人の隊員で、身体計測の後に

4，5∞m相当高度で30分間の自転車ベタリング運
動を行った。各隊員とも1.5 kgで毎分50回転で運

動を開始したが、中村・井本・石川の3隊員は20

回目より 2.0kgに負荷を上げ 30分目では心拍数

は約170拍/分にまで高進した。

中村隊員はやや肥満傾向を示してはいるが、心

電図などの所見では全く正常で、あり、 4，5∞m高

ー一一当時の身体測定値一一ー

度で'1J)無酸素で 130~170 拍/分の心拍水準に達し

ていることは低圧耐性を向上し得る能力を保有さ

れていたと考えられる。

第2回目の5月24日は、井本・石川および鈴木

の3隊員で、 6，∞Om相当高度での20分間の1.0
kg負荷のベダリングを行った。無酸素で 130~160

拍/分の心拍数の高進を示した。

第3回目の6月7日は、中村・井本および石川

の3隊員で、 6，ωOm相当高度で30分間のベタリ

ングを行った。中村隊員は1.0旬、井本および石川

両隊員は1.5kgで運動を開始した。井本隊員は、

1. 5 kgでト30分間継続し、しかも心拍数は、 155~ 

157拍/分の水準を保持したが、石川隊員は運動

開始後15分目で175拍/分まで上昇し不調を訴え

た為に、 1. 0 kgへ低減し30分目には 157拍/分を

示している。

一方中村隊員は、 1. 0 kgで30分間持続され137

拍/分より 147拍/分まで次第に心拍を高進され、

6，α的m高度での無酸素運動を初体験されたわけ
である。この時の主観的運動強度 (RPE) も 13~

14を示され「ややきつい」程度であった。

井本隊員は1.5kg で常に 13~14 のRPEであっ

たが、石川隊員は1.5 kgで15~20分自には、 15~

氏 名 年齢(才)身長(crri)体重(kg)
く皮下脂肪厚 〉

上腕背部(mm) 屑甲骨背部(棚d

中村 日 出 3 1 163.5 62.0 11.0 13.0 

井本重喜 2 3 174.0 68.0 7.0 11.0 

石川一郎 24 17 O. 0 62.0 7.5 7.5 

古野 淳 2 5 174.0 67.0 9.5 7.5 

鈴木弘之 2 9 175.0 69.0 7.0 7.5 
」
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17の「かなりきついJRPEを示していた。

第4回目の6月21日は、井本および石川の両隊

員で、 6，∞Om高度で30分間のベタリングを行った。
井本隊員は1.75旬、石川隊員は1.5k9の負荷であ

っ た。井本隊員は30分間の運動中心拍数は 132~

143 拍/分のほぼ一定値を示し、 RPE も 14~16

の「きつい」の心理的状況であったが、石川隊員

は20分自あたりで頭がボーっとする感じを訴え、

16のRPEを示し、心拍数は 153拍/分に高進し

ている。

第5回目の6月22日は、古野隊員が5，5∞mで
30分間のベダリングを実施している。1.5 kg負荷

であったが、 145 ~ 175拍/分まで心拍高進を示

しRPE: 18 r非常にきつい」に達し、頭部のボ
ーっとする感じを強く訴えている。

第6回目の6月28日は、石川・鈴木の両隊員が、

6，5∞m高度で30分間ベタリングした。石川隊員
は1.0 k9、鈴木隊員は0.5k9で実施した。石川隊

員は 165~ 186拍/分と運動継続に伴い心拍高進

し、 RPE:18に達している。しかし泊分間持続

し得たことは、今迄の順応トレーニングが低圧耐

性を高めていることを示唆している。一方、鈴木

隊員は0.5k9で30分間持続し、 98拍/分、 RPE:

12を示し、軽負荷ながら低圧順応を獲得している

ことがわかる。

第7回目の7月5日は、井本・石川の両隊員は

6，5∞m、中村・鈴木の両隊員は6，(削mで各30分
間ベタリングを行った。井本隊員は1.0旬、石川

隊員は0.7kgで毎分50回転のベタリングを実施し

た。井本隊員は 147~ 154拍/分を示し、 RPE:

14~15と、比較的軽い運動Ij/頂応して来ている。

石川隊員も O.7切ながら135拍/分前後でRPE

: 12と楽な運動と知覚している@

両隊員とも、この数回のトレーニングにより低

圧耐性の明らかな向上を示している。

中村・鈴木の両隊員は、 6，∞Omでの30分間ベ
ダリングで共に 168拍/分(RPE : 15)を示し、

低圧耐性の向上傾向が示唆された。

第8回目の7月6日には、古野隊員が6，α泊m
で40分間のベダリングに挑戦している。1.5k9で

40分間持続し、 135~ 156拍/分の軽度の心拍高

進を示 し、 RPEは13~15の範囲であり、 6 月 22

日の初回の反応(145~ 175拍/分、 RPE:18) 

に比較して明らかな順応を示している。

以上8回にわたる日大ヒマルチュリ登山隊員へ

の高所1/蹟応トレーニ ングから、数回の30分間前後

の低圧環境でのベダリ ング運動により、低圧耐性

を向上する可能性が示唆される。とくに井本隊員

の低圧耐性は、優れた反応を示しており、また石

川|・中村・鈴木さらに古野の各隊員も明らかな低

圧耐性向上の傾向を示唆している。

さてヒマルチュリ登山時の生理応答を、帰還後

拝聴すると、井本隊員は10月26日、 C5を午前7

持出発し、午後5時20分頂上に達し20分滞在後下

山開始し、午後9時50分にC5に帰還さtいこの

問、高山病症状はなく、また全般の登山活動を通

しでも問題はなかったとのことであった。一方、

石川隊員は、 C1で軽い頭痛、 C3で浮腫、 C5

の上部7，750mで堰吐を経験されているが、さほど

重篤な症状ではなかったとのことである。

井本隊員の高山病症状の訴えがなかった点は、

本高所順応トレーニング中の生理的、心理的応答

とよく符号するものである。

それにつけても井本隊員と共に、項上を極めら

れた中村隊員が、下山中滑落され不帰の人となっ

てしまったことは、誠に残念のきわみである。

頂上アタック出発時期を可及的に早朝にし、下

山時刻を早めること、さらに疲労蓄積を極力避け

ることなど、人間の生理的心理的限界以内での登

山行動に留意さま1へ今後二度と悲劇を起さぬよう

努めることが故中村隊員のご遺志に報いる道では

ないかと思われる。

ここに高所順応トレーニングの経緯とその効果

およびその必要性を指摘すると共に、故中村日出

隊員の御冥福を心よりお祈りする次第である。

合掌

(昭和62年 3月10日)
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学術

ネパールの教育事情

鶴見良行氏は「田舎を歩きまわらないと、アジ

アのことはわからない」と言っている。私はこの

意見に共鳴し、カトマンズの学校を見学するより

もキャラパンをし、ヒマラヤの麓の村、つまり、

ネパールの典型的な村に滞在した方がネパールの

ことが理解できるだろうと思っていた。 I神は細

部に宿り給う」という格言もあるくらいである。

また教育の問題を学校教育だけに限るのではな

く、生活を共にすることにより、家庭教育や社会

教育も合せて見てみようと計画していた。場所は

ヒマルチュリの麓、タジェかシミ、あるいはラプ

シポットを予定した。

しかし、残念な之とに遭難事故の発生によって、

とれらの計画は断念せざるを得なかった。そこで

以下の報告は、文献、キャラパン中の見問、ネパ

ール人へのインタビューなどを基にして行ったも

のである。

1. 成長期(1951-71年)

1951年の開国当時の小学校就学率が1%に達

してないことからもわかるように、 1951年以前

の教育はごく一部の者に限られていた。この点は

寺子屋などによって開国以前に国民の多くが読み

書きができた日本とはかなり事情が異なる。見る

べきものとしては、プラーマン、チェットリー・

カーストの上層部を中核とする、支配階層再生産

のための高等教育機関の整備であろう。

1951年2月18日、 トリブバン国王による新政体

が発足し、国民には政治的、社会的、経済的な権

利が与えられ教育も国民の権利として認められた。

1962年一新憲法26条における教育の法的裏付け

26条一 1 何人も教育を受ける権利を持つ。少な

くとも小学校やその他基礎的段階においては教育

は無償でなされるべきである。小学校教育は義務
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鈴木弘之

とし技術的専門的教育は容易になされ、高等教育

も平等に機会が与えられるべきで、ある。

26条一2 教育は人格の伸長と基本的人権の尊重

を目指すものであり、すべての国家、人種、宗教

聞に寛容と友情と理解を促進し、平和維持をめざ

す国家を建設する。

歴代の政府も、諸外国の援助も、近代国家形成

の基盤を作るものとして、教育に力を注いだ。民

間においても、最初はまず都市近郊の村が、次い

で地方の村々が、有力者に呼びかけたり、国に陳

情したりして、競って自分達の力で学校の建物を

建てては、文部省所轄の機関とし、教師の赴任を

仰ぎ、各集落の誇りとした。国全体に夢があり、

希望があった。

こうした努力の結果としての開国後の20年間に

おける教育の普及は著しい。小学校の数は20倍に

なり、就学児童数は9000から45万に伸び、就学年

齢人口の32%に及んだ。中学校の数は1∞倍、生

徒数も 1680人から10万人を越えた。文盲率もわず

かながら低下しており、 90%を切っている。アフ

ガニスタンと並んでかなりの高率であることには

変わりはないが、一応の進歩と言える。(アジア

の統計は、教育の場合もきわめて信頼性に乏しい。

ネパールも同様で、戸籍の整備も始まったばかり、

正確な人口すらわかっていない状況にある。)

しかし、他の途上国同様、ネパールも教育の急

激な膨張のうらには様々な問題を積み残す。

その第ーは、初等教育における落伍率の異常に

高いことである。第二は、就学中の女子の比率の

著しく低いことである。 1978年の小学校男女比は、

男76.5%、女23.5%となっている。 第三は、

正規の訓練を受けた教員が余りに少なく、また教

材、教育内容の貧困も著しかった。第四に、職業



表1. アジアにおける文盲率の推移
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教育の無視がある。第五は、初等中等教育に比べ

て、大学教育が過度に肥大していたことである。

2. 反省期(1971-1983年)

1971年、以上の反省をふまえて、 「新教育計

画(通称NESP)Jが実施された。その骨子は次の

如くである。第一、教育制度を複線化し、各段階

に応じて就職を容易にするの第二、初等中学なら

びに、高等中学に職業教育を導入する。政府は新

教育計画の遂行に非常なカを注いだが、それにつ

れて幾つかの間題点もあらわになってきた。最大

の問題は、職業教育こそ新教育計画の目玉であっ

たのだが、卒業後、学校で習った技術を生かすべ

き雇用の機会が乏しかったため、計画倒れとなら

ざるをえなかったことにある。

3. 現状(1983年-)

1983年には、この様な「新教育計画」の反省

70 の上に立ち、更に新しいカリキュラムが実施され

た。この枠組みは1986年現在において表3に示す

表2. 学校教育の発達

1951・ 1961・ 1970・ 1975・・ 1980 1983 

学校数 321 4，001 7，256 8，314 10，130 ! 10，912(198:) 
生徒数 8，505 182，533 449.141 458，516 

学
1.607.912: 2，145，000 

校 教師数 18.250 18.874 27.805 53，919 

就学$(%) 0.9 15.8 32 43.2 

初 学校教 11 156 1，065 1，893 3，501 
等 生徒数 1，680 21，115 102，704 174，143 391，427 199，678( 1982) 
中
学 教師数 5，407 6，496 11.693 10，820(1982) 
校 小学校からの進学率(%) 19 12 23 37.9 

高 学校数 2 33 49 479 785 918! 1981) 

等 生徒rr 250 5，143 17，200 67.214 121，007 198，000 
中
学 教師数 417 1，070 3，451 4.683 5，764 
校 初等中学校からの進学率(%) 20.5 24.4 16.0 38.6 

大 |学生数

学 |大学院生数

1983 

34，558 

17，512 

* Ministy of Education， National Educatiol/丘ystemPlan for 1971~ 76， 1971 
* * Kasaju， P. & Pradhan. G. S.. Education and Deveiopment， 1979 
無印 Majupuria. T.c. & Majupuria. 1.， Youth of N epal. 1985 
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通りである。小学校児童数は、 1970年には約45

万人であったが、 1983年には215万人に増加した。

政府も小学校教育を奨励し、義務教育化への道は、

遅いながらも辿っているようである。たとえば、

小学校(1 ~ 5 年)は、授業料無料。そして 1~

3年は、教科書貸与。

新教育改革の時は職業教育に重点が置かれたが、

今はそれ程でもない。高等中学校最後の年にSL

C(School Leaving Certificate) 全国

統一高校卒業試験を受けるが、これは多くの若者

にとって出世街道へのふるいわけの第一関門であ

る。たとえばSLCにおいて上位成績をえられな

いものは、理科系への進学を断念せざるをえない。

oSLCについて(本田ひろみ氏の報告より)

ネパールの高校生の最大の悩みは、 SLCにパ

スすること。高校卒業後約 2~3 カ月で、全国一

斉に都にいくつかの会場を設け、 SLCの試験が

約2週間にわたり行なわれる(一日一科目)。こ

れは、競争試験ではなく、資格試験。各教科32%

以上の得点であったら合格。一科目でも落とすと

不合格。翌年また、その科目を受けなければなら

ない。合格率は芳しくなく、 40~50% 前後である。

問題がそんなに難しいのかというと、数学に関し

ては、殆ど教科書の練習問題や例題・定理で、教

育課程もほぼ日本の教育課程と同じレベルで、ある。

最終学年の10年生は、日本の高ーにあたるが、高

ーまでの内容はだいたい網羅している。けれども、

全体的に学力は低い傾向にある。

理由として、①教師不足、授業時数不足(教師

側・生徒側のストや、ネパーノレの慣習等による休

みが多い。一年の半分以上が休み。)のため、各

学年で、教科書をまともに終えずに進級している。

②生徒も貴重な労働力のため、家庭学習ができず、

ドリル不足。

@教科書を手に入れにくい。教科書の編成が系統

的で、ない。

等が考えられる。

全国一斉の統一試験のため、自分が全国で何番

かも分り、もちろん一番はどこの学校で、誰かも

分かる。平均点が60点以上をfirstdivision 、

59点から45点をseconddivisionと分ける。生

徒は自分の行きたいキャ、ノパスに申し込みを出し、

キャンパスは定員やSLCの結果を考慮、して、入

学者を決定する。

。キャンパスへ

SLCの結果で、行けるキャンパスが決ってく

るため、成績もよく、経済的にもゆとりのある生

徒は、卒業後、 SLCの試験までの問、カトマン

ズの補習校で受験勉強をする。

生徒たちの第一志望は、サイエンスかエンジニ

アコ スの理工系で、医系への登龍門で、もある。

特にサイエンスコ ースは、外国への奨学金による

表3. ネパールの教育制度(1986年現在)

A弓~ 校

小学校

中学校

(初等中学校)

高 校

(高等中学校)

通 年 科 目 就学率

1~5年生 国語、算数、社会、理科、体育、図画工作。
子供全体の64%

( 6 ~ 10才) 4年から古文(サンスクリット)と英語。

6~7 年生 国語、英語、保健、算数、古文(サンスグ 小学校からの

( 11・12才) リッ ト〉、理科、社会、道徳、職業。 進学率 50% 

国語、英語、数学は必修。

8~ 10年生 社会、科学、外国語、商業、芸術、古文 中学校からの

( 13. 14. 15才) (サンスグリット)、保健、家庭科より 進学率 40% 
2科目を選択。 職業教育 1科目。

〔授業時間) 1 0 時~ 16時45分授業/日曜~金曜、 (金)は半日/土曜(全休)
初等教育;小学校、中等教育;中学校・高校、高等教育;大学・大学院
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留学のチャンスが多いらしい。

初めの二年間のキャンパスは、日本で言えば教

養課程のようなものであろうか。その後、再び二

年間キャンパスに行〈。初めの二年間と、次の二

年間との聞に、現場での経験が必要なコースもあ

るようだ。コースにより、年限や、経験年数の必

要性も様々のようである。その後、ネパールで唯

一のユニバーシティ・トリブパン大学に進学でき

るらしい。大学には、社会学、理学、経済学、国

文学、医学、工学、農学、林学、教育学、法学の

10学部がある。以前は「カレジ」と呼ばれ、 今は

「キャンパス」となっているものを含む大学関係

施設は1983年現在103あるが、そのうち 65は、

直接国立トリプパン大学の傘下にあり、残りの38

は私立である。

。留学

医師や司書など諸々の学位や資格は、ネパール

ではとれないため外国に留学しな 〈てはならない。

インドが最も多く、イギリスやソビエト、アメリ

カ、フランスと各国の授助であちとちに留学して

いる。1973年の場合、インドへ1105人(82.5%)、

アメリカ 84人(6.8%)、イギリス57人(4.6%)、西

ドイツ 13人(1.1%)、日本12人(1.0%)合計1230

人となっている。裕福な人は、小中学生の頃から

インドの全寮制の私立の学校へ出している。余談

になるが、 OBの青木重雄氏はユニークな教育を

されていて、 娘さんを中学卒業と同時にカトマ

ネパール山間部の子供たち

ンズのアメリカンスクールヘ。 ここで一年間勉強し

た後、イ ンドのウッタルプラデシュにある英国系

のウ ッドストックスクールに転じて同校を卒業し

た。さらにアメリカ・カルフォルニア州のオクシ

デンタル・カレッジへと進み、南カリフォルニア

大学を卒業している。

ネパール人の夢は、外国で生活すること(ネパ

ールで、はどんなに地位がありお金があっても、先

進国のような文化生活は味わえない )。そのため

にも、外国留学は、高い地位を目指す人達の切符

のようなものである。

。貧富の差

カトマンズに、ブタニールカンタといって、王

様の子供もいる全寮制のモデル校のような学校が

ある。殆どが、お金もあり、頭脳も優秀な生徒達

だ。SLCの合格率は100%、しかも firstdivi 

slonが60%以上、残りが、 seconddivision 

でthirddivisionは無し、という結果である。

高い授業料を払い、一日中英語をしゃべり、夜は

家庭教師に学び、外国に留学し、将来のエリート

高官をめざし、ひたすら勉強に励んでいるのだ。

私が会ったビノットシュレスタ氏は、現在 1B 

Mに勤めコンピュータ一関係の研究に取り組んで

いる。カトマンズの小中高一環の私立高校Adarsh

a Vidya Mandir (サンスクリット語で、 一番優

れている教育の家という意味 )を卒業した。英語

の教科書を使い、英語で授業を受けてきたという。

とれもブタニールカンタと同様、エリート作り

のための学校である。シュレスタ氏はその後、ア

ムリ ット大(AmritUniv.)理工学部に 2年生

まで学んだ後、ネパール政府の留学生となり、電

気通信大学で4年、東大の大学院で5年勉強を続

けた。 IBMに入社して一年目というととだ。外

国に行かないと専門的な勉強はできないとも言っ

ていた。シュレスタ氏の流暢な日本語を聞いてい

ると、キャラバンの途中で見た農民の姿とのあま

りの違いに驚きを禁じえなかった。

一方には、貧しさのため、まったく学校へ行け

ず、明日の糧を得るため、一生懸命働いている子

がいる。 我々の登山隊にも 13~14才の子供がポー

唱
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タジェの小学校での朝礼風景

ターとして参加していた。 30キロの荷物をかつぎ

毎日がんばっていた。先生がいなかったから、前

学年の分はほとんど習わないまま進級してきた生

徒もいる。まさに、草の根の人々(ネパールの多

くの人々)にまで、行政の手がのびず、貧富の差

の大きい発展途上国の縮図をそのまま見るような

感じがする。

4. 問題点

① 卒業生の雇用の機会に乏しいこと

農業以外の産業に乏しいネパールは、教育を受

けた若者に雇用の機会を提供することが難しい。

我々の遠征隊にも、キッチンスタッフやメイルラ

ンナーとして字も読め能力のありそうな若者が参

加していた。もったいない気がしたものである。

教育の普及によって学生数は増大したが、卒業者

数の増大が失業者の増加をもたらし、社会不安を

増大させている。

① 力トマンズと地方の聞の較差の増大

都市の近代化が進めば進む程、交通に必要な時

間のみならず、教授陣容、教育内容、両親等周囲

の者の教育への熱意、カースト制の強さ、情報量

の多寡など、首都と地方との教育環境の較差が拡

大していく。

③ 就学後の落伍者の増大

キャラバンの途中、子供達が家畜の世話、水温

み、薪集めなどをしている姿をよく見掛けた。農

村では、子供であっても欠ぐ ことのできない重要

な労働力である。したがって、 5才・ 6才の頃は

「流行」としての通学を許してみても、いつまで

も「遊ばせて」おける程、余俗のある家庭は少な

い。わけでも女子の場合は、 「勉強して何になる

のか」と考えられる傾向にある。

④ 教育者の不宅E

教育学部等で訓練を受けたプロとしての教師の

数が絶対的に不足している。高卒で小学校教諭。

SLCにパスしたら中学校教諭。キャンパスに二

年以上行くと高校教諭。教員養成所を出て、経験

を何年か積むと校長になれる。年功序列ではなく、

学歴主義である。

けれども、教員の地位は低く公務員化されてい

ないため、給料は少なく、諸々の保障制度も確立

されていない。そのため教師にはなりたがらず、

他の仕事が見付かるまでの腰掛け程度の人が多い。

特に、食べ物に不自由する山間部にはなお行きた

がらず、政府は各国の援助にすがる。日本の青年

海外協力隊も昭和61年現在20人程の理数科教師を

派遣している。

。LPO
 



特に英語や理科関係の得意な生徒は、他にいい

仕事があるので、なお教師になりたがらない。都

市部には優秀な教師も多くいるようだが、山間部

では教師の能力も低い。

⑤ 学校間較差のI普大

最近の風潮として、特にカトマンズでは私立学

校の増加が目覚しい。経済的に余硲のある階層の

子供達を対象にした新しいエリート作りのための

学校が続々と建てられている。これらの学校は授

業内容において、多くの努力が注がれており、公

立学校との較差は広がる一方である。

@ 頭脳流出

両親が経済的に豊かな者か、とび抜けて優秀な

者は、奨学金等を手にして、高等教育を受けるた

め外国へ留学する。彼等は、無事に医師や技術者

の資格をとっても、母国においてはそれを有効に

活かす場が極めて乏しいので、帰るに帰れず、そ

のまま異国に住み着いてしまう場合も少なくない。

シュレスタ氏も、ネパールでは自分のやりたい

研究、仕事ができない。国へ帰って仕事がないよ

り、外国にいて自分のやりたい仕事をした方がよ

いと言っていた。

5. 今後の方向性

国民の90%以上が今だに原始的な農業に従事し

ている以上、農業の生産性を高めることがネパー

宿題を教える石川隊員
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ル発展の鍵となるのではないだろうか。ネパール

にあった教育を行う O 文盲率を減らすため小学校

教育を充実させる。勉強すればそれだけ報いられ

るような社会の基盤整備もあわせてやっていく必

要があるだろう。社会の変革なしに、教育のみが

前進することはあり得ないが、教育なくして社会

の変革もない。近代化の機関車として着実な前進

を期待したい。

<参考文献>

「ネパーノレの教育事情」 山内ゆかり・高屋弘

子(シンポジウムネパール、第 1回ネパール研

究学会 1973年)

「ネパールの学校教育」 高橋定昌(シンポジ

ウムネパル、第4回ネパール研究学会1975年)

「アジアの教育」 豊田俊雄著 アジア経済研

究所1978年

・クロスロード3月号、 1984年 本聞ひろみ「ド

ラカ村から受験をみれば」

・「もっと知りたいネパールJ1986年の「近代

学校教育」 伊藤邦幸・入江拓

・ 1730日の青春・ネパール」 小松征司 1986

年三修社



ヒマルチュリを終えて 山へのめり込み、続ければヒマラヤへの道も開け

るのではないかという期待もあって、最終的には

やめることはできなかった。

しかしそのチャンスは、割合早くやってきた。

彼が入った頃に遠征したヒマルチュリに再度、挑

戦しようという計画だ。しかも前固と同じ未踏のヒマラヤへ

石川 白
h
p

‘ヒマラヤ"それは、彼が登山、いや登山とも

呼べない日帰りのハイキングを始めた12才頃から

漠然とではあるが、頭の中に芽生えていた言葉で

あった。

"ヒマラヤ"それは、彼にとって夢であり、憧

僚であった。その頃の彼には、ヒマラヤへ行ける

とは思ってもみなかった。ヒマラヤとは簡単に行

ける所とは思っていなかったし、そこへ行けるの

は、選ばれた少数の人間のみであって、自分には

無理だ、自分には関係することのできない世界な

のだ、という消極的な諦めにも似たものを胸に抱

いていた。ましてハイキングを楽しむ日々がヒマ

ラヤへと通じるなどとは思いもよらず(結果とし

てはヒマラヤへ行くキッカケには、なっていた様

だが…一)夢と現実との聞をフラフラとしていた。

そんなととを感じながら、 18才頃まで日帰り、 1 

~2 泊の山行を続けていた。そしてヒマラヤも忘

れかけていた。

そんな彼が、もしかしたらヒマラヤに行けるの

ではないか、行動すればヒマラヤに行くことがで

きる。と思い始める様になったのは、彼が大学で

山岳部に入った頃であった。

その頃、山岳部では、ヒマラヤ=ヒマルチュリ

遠征に向けての準備に入っており、現役部員 2名

も参加することになっていた。その手伝いも何回

か行なった。このととが、影響を与え、 明もしか

したら"が“行くことができる"という思いを、

彼の胸に起とさせた。

山岳部にいる彼にと っては、つらく苦しい事も

多かった。何度もやめようと思ったが、しだいに

ルートからだれ

1986年、彼の漠然としたヒマラヤへの夢は、

ここにヒマルチュリとして現実のものとなる。

準備から出発へと忙しく過し、とうとう出発の

日を迎える。"はじめてのヒマラヤ"技術、体力、

高度など不安も多かったが、 8月9日、成田を飛

びたった。海外へ出るのも初めてなら、飛行機に

乗るのも初めてだった。最近、飛行機の墜落なん

て事もあったし、ネパールに、ヒマラヤに着く前

にそんな事になったらーなどと変なことも考えて

いた。カトマンズ入りした彼は、少々緊張してい

たが、そんな彼をリラックスさせたのは、隊にと

っては不都合きわまりない事だが隊荷の遅れだっ

たらしい。その問、彼はカトマンズをあちこち見

てまわった。それが良かったらしい。

初めてのヒマラヤ=ヒマルチュりへのキャラバ

ンは想像以上に楽しいものであった。

雨に降られることも多かったし、ズカにも食わ

れるし、ジメジメとした感じの中ではあったが、

その空気、その景色、そこでの人々、すべてがヒ

マラヤへと続く道であると感じる事ができたから

だろうか、いままで想像していたものがそこにあ

ったという喜びだったろうか!!そして初めてヒマ

ルチュリが顔を見せた時には、それ以上の感概、

言葉では表わせないが、 「ああ、ついにここまで

来たんだJという様なものがそこにあった。

キャラバンを終えてのBCへの順化に苦しんだ

こともあったが、いよいよ登山活動に入る。太陽、

氷河、雪、岩、ナイフリッジ、ラッセル、その一

部分をとれば、日本での登山とそう違わないとい

う感じ、しかし日本とは比べものにはならないそ

の雄大さ、その全てが新鮮で、ウキウキとした感

じ、何をしても今、自分はヒマラヤにいるのだと

いう実感。
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工作、キャンプ設営、荷上げ、最終段階での頂

上岩壁の工作、 10月26日の彼自身の登頂断念、そ

してC3への下降、隊員 3名とシェルパ 1名の登

頂、アタック隊との連絡がつかない緊迫した寝れ

ぬ夜、そして事故、良き先輩ー仲間を失ったとい

う何か実感として湧いてこない当惑した悲しみ。

これも彼にとっては、初めての経験である。

そして再びキャラバン。カトマンズへ、そして

日本への…、 "ヒマルチュリ"をヒマラヤ"

を振り返りつつ下る。 r終った」、 「終ってしま
った」という感情。彼自身が登頂できなかったく

やしさ、先輩を失った悲しみ、などの感情の一方、

ヒマルチュリ、ヒマラヤへ登ったのだ、自分は精

回 If'fJ 
d也、

いくつもの場面を積み重ねて、 2ヶ月に渡り、

ヒマルチュリ峰で展開されたドラマの幕は降りた。

数えきれない程の場面を見てきた。しかしその

殆んどは消え去り、ある限られた場面のみが、私

の記憶の中に残っている。さらにその場面は、私

が忘れ去ろうとしても、決して忘れられるもので

はない。

私は、ヒマルチュリの頂に立った。誰もがその

チャンスを持っていた中で、私はたまたま、頂上

に至ったと言うにすぎない。しかし私が頂上に立

っている写真は無い。私のパートナーの姿も無い。

忘れてはいけない事は、誰にでもあると思う。私

には忘れられない。忘れてはいけない。

頂上で交した握手と、抱き合った肩、カメラを

通して私の限に残るパートナーの登頂の姿、烈風

にさらされた笑顔。最後に聞いた、 「井本」とい

う呼び声。

私は最終キャンプにたどり着いた。午後の9時

50分、月の光も無く、真っ暗だった。遅れて帰っ

てくるものだと信じていた。ロウソクの炎を灯し

続け、暖かいジュースを用意していた。時間は過

ぎてゆく。私には登り返す力が無かった。本当に

一杯ゃったのだといったある種の満足感の様なも

のもあり、何かこう判然としない感情の変りあっ

た感のキャラλ ンだった。

今、ひとつのヒマラヤ~ヒマルチュリ~が終っ

た。これから先、 "次のヒマラヤ"があるかどう

か彼自身にも、はっきりとはわからない。ただ彼

には、再度ヒマラヤへ行きたいと思う気持ちがあ

る。初めてのヒマラヤで、やり残してしまった事

がいくつかあるような気がするからだろうかい。

今、冷静さをとりもどした彼は、 「再びヒマラ

ヤでの登山をJという夢を持ち始めているらしい。

それは少年の頃の彼の様に、もはや漠然としたも

のではなくなっている。

井本重 査口

疲れきっていた。時間は過ぎる。朝まで灯りはた

やさずに待ち続けた。空が明るくなる。その時、

私はすべてに祈っていた。信じなかった。「タイ/J。

平然と言うシェルパの顔を見れない。私は祈って

いた。

涙が出て来た。悲しくてとらえられなかった。

涙がどんどん出て来る。信じられない。祈った。

昨日の事を想い返した。そしてまた涙が出た。

想いは、めぐる。いくつもの場面があって、ヒ

マノレチュりは終った。ある限られた場面が鮮明に

残る私にとって、その場面は何度も何度も回想さ

れ、時が過ぎてゆく 。

机の上に小さな仏像がある。カトマンズで買っ

た物で安い。私は、本来とのような物を持ち歩く

人ではなかった。ただいくら小さくても、安物で

も、捨てたり置き去りにする訳にはいかない。な

ぜならばこの仏像が、パートナーと、あの場面の

記憶であるから。

想いはめぐる。忘れ去る事のできない場面は、

何度も何度も回想され、忘れ去れないままに、時

は過ぎてゆく。

1987年4月

戸、uco 



今思うこと

森村誠一の「青春の証明」という本にこのよう

な一文がある。 i青春の証明とは、自分の生命力

の燃焼の最もさかんな時に何を為そうとしたかを

証明することである。」と。

学生時代、山岳部へ入札趣味として山へ登っ

た。卒業後も細々と登り続けてきた。私はただ単

純に大きな山に登りたかった。富士山よりも高く、

できれば世界の屋根とも言われるヒマラヤの高峰

7，000m~8，000 m級の山へ登ってみたかった。そ

れも若い聞にだ。そしてヒマルチュリがあった。

とにかく行こうと思ったし、いろいろな人達にさ

さえられて参加することができた。感謝している。

私自身の戦いは7，740で終った。あと少しがん

ばっていれば登れたのに、と、くやしい気持ちだが、

あれが限界だ、った。 10月25日の判断、 10月26日

行動、これは 29年間生きてきた自分が決めたこと

力の限りを尽して

との遠征は僕にとって 2度目のネパーノレヒマラ

ヤである。 1984年、 JACカンチェンジュンガ

隊報道のアルバイトとして参加した。今後のステ

ップとも思い、意気揚る思いで出発したが、実際

には煮え切れず、歯淳い思いのみが残り、後悔の

念が尽きなかった。ステップというよりは、その

思いが今回ヒマルチュリへの自分の源動力となっ

ていった感が強い。

ヒマルチュリの情報は充分すぎる程であった。

トレーニング、準備、渉外など、 1981年の豊富

な情報の中から最も適切で有利な条件だけを拾い

集めていった。山岳部の先輩、その他多くの登山

団体の山の先輩方からも強力なアドバイスをいた

だく事ができ、隊として、またー隊員として大変

恵まれていたと思う。
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だ。決して後悔はしていない。

いろいろな事が思い出される。夕焼けに輝くヒ

マルチュリ、 C4まで登ってやっと見ることがで

きたチベット高原、昔の日本を感じさせるキャラ

バン、階段上に広がる水田、マカイの畑、わらぶ

きの家々、ヒマラヤの高峰達、とにかくこの遠征

に参加できて幸福だった。

ヒマラヤへ行くチャンスがあと何回あるだろう

か。今は、 B常生活の中に次なるヒマルチュリを

求めそれに向つてはりきって生活していこうとい

う気持ちだ。一日一日が充実していればもうこれ

以上言うことはない。課題を求めるにLても、い

ろいろ浮かんでhくるが、何でもいいように思う。

山の方はこれからもボソボソとずっと登り続ける

つもりだ。やりたいことはかなりやったなあと言

えるような生活をしたいものだ。

古 野 浮

今回、僕が個人的に最も神経を使った事は、高

度障害の影響である。前回の経験では5，000mの

高度で痛い思いをしている。頭痛、耳の痛み、は

き気、これらを克服しない限り頂上に立てない。

知識はできる限り頭に詰め込んだつもりであった

が経験の少ない自分にとって最大の不安材量であ

った。しかし、順化は非常にうまくいったようだ。

ヒマラヤの楽しみのひとつにシェルノミや現地人

達との交流がある。ヒンズーや、ラマの文化の違

いは、日本人のだれもが興味を持つ事であるが、

ドルディ・コーラはトレ ッキング許可では入れな

い地域であり、真のオリジナルの文化に触れる事

ができた気がする。

キャラパン中や登山中においても雇用関係にお

けるトラフ'ルはほとんど無く、互いに紳士的に接



するやり方が功を奏した結果となった。シェルパ

の選択に関しては、前回のヒマルチュリでの反省

も聞いており、力を入れた仕事でもあった。高所

ポータ一、コックなど、彼らの働きぶりには、目

を見張るものがあった。

あの事故さえなければ…と僕はことで言葉を失

ってしまう。10月27日はとても穏やかな天気だ

った。 C5から再び登り返し、中村さんを捜しに

行くが、姿はどこにも見当らない。遭難が現実と

なるにつれて虚脱感が襲ってくる。不思議な事に

疲労感はまるでない。フィ y クスロープから離れ、

第三雪国へ入って行くと後ろから「もうそれ以上

行くと危険だから帰ってこい」とシェルパがさか

んに止めようとする。危険の感覚はすでに麻簿し

ているらしい。ここで引き返すともう二度と中村

ヒマルチュリ

二度目のヒマルチュリに私自身は可能性を見つ

めていた。自然、との対話の中で、もう一度試みる

必要があると思っていた。登れるか登れないかと

いう問題はどうでもよかった。もう一度自分の手

で試みてみたかった。それだけの価値と可能性と

が、充分にあった。

1981年、私達のチームは60日間に及ぶ苦闘の

末、頂上まで300mを残して断念した。ルートが

複雑で、しかもむずかしい部分が非常に多く、長

い距離にわたって緊張させられる細い稜線を行か

なければならなかった。 7，200mから始まる巨大

な岩壁に取付く頃には、強い風が吹き出し、冬が

真近に迫っていた。もう少しの幸運があったら、

おそらくその頂上は踏まれていただろう。

この経験は、多くのことを残した。 1981年の

チームは成功しなかったとはいえ最高の登肇内容

だった。全員ががんばり続けた結果断念した。と

ころが、最前線でのがんばりと私のがんばりとは

少し違っていた。ある時点、で自分自身の登高では

なくなっていた。荷上げなど何の苦にもならなか

ったが、すべてを通り越して自分自身が情けなか

さんに会えない。そう思うとなかなか引き返すこ

とができない。 i中村さん、もう帰りましょう。

すべて終りました。いっしょに日本に帰りましょ

う」大気は冷たくもなく熱くもなく混度というも

のを感じさせない。

重い足をひきずるようにして下降した。大雪に

見舞われ、ルート工作に苦労していた頃に比べる

と明らかに季節は移り変わっていた。雪の状態は

変わり、 C2、C3聞のナイフリッジはさらに細

く、下降はかつてない恐怖感に悩ませられた。も

うルートは振り返らない。C2、C1、BCまで

はあと何ピッチ。自分の手と足で作ったルートで

ある。目をつぶっていても次のピッチが浮んでく

る。 BCにはみんながいる。中村さんを心の中で

何度も呼びかけながらBCへの下降をつづけた。

村口 徳行

った。最前線に一度も立つことなく、考えていた

登撃のひとかけらもなく終ってしまっていた。苦

闘を重ね、全力を振りしぼって、それでも手が届

かないで終わるのとはわけがちがう。そういう登

撃がやりたかった。

1986年に再び困難だが魅力的な同ルートから

ヒマルチュリへ向かった。そして3人の仲間と シ

ェルパ 1人が頂上に到達した。しかし、私はまた

頂上に立てなかった。そのことは今後の課題とし

て考えよう。二度目のヒマルチュリは私自身を確

かめることで納得ができた。一瞬一瞬を全力でぶ

つかっていた。みんなが力強く輝いていた。今、

山を考える時、一人のとても大切な仲間を失い、

複雑な気持ちが交錯する。これから先、自分自身

の中で確実にわかっていることは、再び激しい衝

動に駆られて行動を起こすということだ。それが

山であるのか、何であるのかはわからないが、少

なくとも日向ぼっこをして静かに過ごす幸せとは

違った幸福を求めるだろう。それは力強くたくま

しい生き方をしたいと思うからだ。

1987年5月
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中村君の御冥福をお祈りします

桜門山岳会 会長戸村貞男

私は今、ヒマルチュリ登山隊の報告をお聞きして、よくもこれまで頑張ったもの

だと感心してやってよいものか、なぜ、どうして、中村君を死なせてしま ったのか、

言葉を荒らげて叱責しなければいけないのか全く戸惑いました。

日大山岳部にと ってヒマルチュリ登頂は、 1958年以来の部の宿願であり、サウ

スリ ッジよりの登響は 1981年にあと一歩という所で敗退したが、この目的のため

に研究や訓練に努力を重ねてきた次第です。

日本の登山者の間では、日大隊のサウスリッ ジよりの登頂が知れ渡ってくるにつ

れて、非常に高い評価をしておる様です。

今回の登頂が日頃の研究や訓練の成果であり、全力を尽した苦闘の結果であり、

且つ世間で、どれだけ高く評価されたとしても、中村君を失ったことに日大山岳部は

最大の失敗を犯したことになります。

由来、日大山岳部の部則に『事故の防止は、すべてに優先するものとする』とあ

ります。これは鉄則です。

ただ僅かでも、私達の気を休めるものがあるとするならば、それは同行の隊員始

め部員各位挙げて誠意を尽して、御夫人始め御遺族様の御理解を得、御寛容に接し

得たことであります。

私達は中村君の御冥福をお祈りすると共に、冷静に検討、反省して、遭難の絶無

を期することを誓います。
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1 .登頂及び事故発生までの経過

事故発生までの経過は第l部の行動報告で記し

た通りだが、アタック前後の詳しい報告は以下の

通り。

ーアタック日前後の行動一

BCで2日間の休養後、 畳筆活動を再開し、 10

月20日、中村隊3名とシェルパ 5名がスタートす

る。翌21日、村口隊3名がBCを出発する。23日

中村隊とニマ・ドルジェは、予定通り C5入りを

する。

く10月24日〉晴れ。中村隊ルー卜工作、村口隊

C5入りO 中村隊は第二雪固までフィ ックスを辿

り、そこから中央ルンゼを突破して7ピッチの工

作でプラトーまで到達した。そこからはそれ程時

間を要さずに頂上岩壁を抜けることが可能であろ

うとの見解から、翌日の予定は、村口隊が先行し

て最終岩壁の工作を完了させる。中村隊はアタッ

ク。中村隊を送り出して余力がある限り村口隊も

続いてアタックする。ということに決定する。 C

5に入ってからは、睡眠用として毎分0.5.tの酸

素を使用する。

<1( 10月25日〉 晴れ。アタック失敗。

長アタ ック隊 (中村・井本・石jll・ニマ・ドノレジェ)

#工作隊(村口・鈴木・古野)

中村隊に先立ち、村口隊3名は頂上岩壁工作の

ため、 AM4:00にC5をスタートする。約1時

間遅れて、中村隊4名がスタートする。昨日中村

隊の工作した最高到達点、からさらにルートを伸ば

し、最終岩壁の工作を開始するが、 7，800m付近

は全体的に大きくオーバーハングしており、ルー

トが見つからず、予想外に困難な登撃を強いられ

た。そのために時間がかかり頂上稜線へ抜けるま

でにもまだしばら くの時聞が必要と思われたため、

今日のアタ ックを中止し、体力を消耗させないた

めにも、中村.鈴木.井本.石川、ニマ・ドルジ

ェには先に下降してもらう。村口・古野は、再び

工作を開始、稜線へ抜けるル トと、明日のアタ

ックの見通しがついた段階で17:00頃下降を開

始した。

交信……BC岡田一C5村口(18:30)

岡田「なぜ、交信を入れない」

村口「トランシーパーの入ったザ ッグは岩壁基部

にデポして工作していたため、連絡できな

かった」

岡田「下降する時に連絡をなぜ入れない」

村口「申し訳ない」

岡田「そんなことでは明日のアタ ックを出すわけ

にはいかない」

岡田「ルートはどんな状況か」

村口「なんとか稜線に出るルートを見つけた」

岡村「あとどのくらいの距離か」

村口「ほんの30m，いや25mぐらいかもしれない。

5mの垂壁を人工で越せばあとはそれ程問

題なく稜線に出ることができる」

岡田「最終工作地点、からC5まで下降時間はどの

くらいかJ

村口 r2時間あれば充分だ」
食糧・燃料・酸素などの確認と体調を話した段

階で、明日もう一日のアタックを決定した。明日

の予定は村口隊が先行し、工作完了後頂上へ、続

いて中村隊が頂上へ向かう、以上を確認し交信を

終了する。

<1( 10月26日〉 晴れO アタック、事故発生。

く予定>村口・鈴木・古野による最終岩壁の残

り30mを工作後、頂上へ向かう。時間差をおいて、

中村・井本・石川、ニマ・ドルジェの4名が頂上

へ。前日と同様、村口隊は 3時出発、中村隊は4

時出発と決める。登頂リミットは、 15:00とする。

く行動>AM1:00。村口隊は出発準備を開始

したが、村口は昨日の工作で足の凍傷が悪化し歩

けない。早朝の行動を避け、太陽が射して気温が

上がった段階で最終的な結論を出すことにする。
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鈴木は、やはり昨日の寒さと高度によるためか、

体の調子が悪く、本人の意志で登頂を断念する。

村口 古野の会話。(C5、3:00頃)

村口「あの垂壁登れるか」

古野「たぶん、登れると思う」

村口「いいクラックが走ってるから、厚刃のハー

ケンを叩き込んで、階段を作ってしまえば

いし、......J

古野「なんとかなると思う」

村口「その先は、見えたと思うけどスベリ台を目

指して行けば間違いなく稜線に出る。ニマ

・ドルジェと組んで先行しろ、オレはもう

しばらく様子をみる」

古野が朝食後、中村テントを訪れ、中村と打ち

合わせを行う。中村テントにいた石川も調子が悪

く、登頂を断念する。

この時点では、昨夜の打ち合わせでBCの岡田

とトランシーパーの開局の約束をしておらず、 C

5にいる村口・中村の判断でアタックメンパーを

決定する。

5: 15古野が先行し、続いて6:00ニマ・ドル

ジェがC5をスタートした。中村・井本は 7:00

前後でスタートする。

8:00BCの岡田と行動概要の確認を行う。中

村は「疲労はあるが確実に登る」という交信と共

に、 「村口が登ってきたら下降させる」と気合の

入った口調で交信を続けた。村口は、なんとか出

発したいと考えていたが、登頂を断念する。

古野、ニマ・ドルジェは、最後の工作を完了さ

せ、 13:00にヒマルチェリの頂上に到達する。

(第 l部の登警記録参照)

中村 ・井本は 15:20の交信で7，800mの最終

フィックスロープを抜け出た場所から登頂時間の

延長を求め、 17:20に頂上に到達した。

交信…… 18:10 ・最終フィックス地点に戻った時点、

中村「現在登頂を終え、最終フ ィッ クス地点に到

着。既に井本は下降中、自分もすぐに確実

にゆっくりと下降します。ヘッドランプも

ありますし、大丈夫です」

というしっかりした口調の交信が入る。

岡田 「ゆっくりで構いません。確実に降りて下さ

い。 途中 1~2 回でかまわないので連絡を

いれて下さい。こちらはオ プンにしてい

ます。フィックスには必ずダフ'ルでセフテ

ィーをとって下降して下さい」

その夜、 BC・C3とも中村の交信を待ち続け

るが、中村からの交信は無く、 BC・C3では、

故障あるいは落として連絡できないものと考える

が、一晩中トランシーパーをオープンのまま翌朝

を迎える。

一第1次アタック隊-

5:15 古野出発

6:00 ニ7 ・ドノレジェ出発

13: 00 登頂

16:20 C5帰幕

一第2次アタッグ隊-

6:30~7:00 中村・井本出発

15: 20 トランシーパーにて帰幕時間の延

長を求める。c780 Omより)

17: 20 登頂

18: 10 最後の交信c7800mより)

21:50 井本、 C5帰幕

くキャンプ配置〉

BC.岡田

C3…村口・鈴木・石川

C5…古野・井本、ニマ・ドルジェ

一井本の行動報告一

~ 3: 00 起きると古野さんがテントに入ってお

り、シュラフに入って背を起こした中

村さんと話している。

5:30 朝食を終えて出発準備にかかる。(古

野さんは 5:15頃出発 )

6:00 ニマ・ドルジェ出発。

6:30 中村さん出発。

6:45 アイゼンの調子が悪いらしくC5に戻

って来る。
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7:00.中村さんは7: 0 0前に出発。井本が

テントを出て、アイゼンをつけてルー

ト亡見ると 1P目を登高中。

8:00 第一雪田終了点でトランシーバー交信

中の中村さんを追い越す。

中央ルンゼ入口で休んでいたところ、

中村さんが追い越して先行する。

12:00 直上ルンゼ入口で交信中の中村さんを

頃見る。井本が入口に着いた頃に交信を

終える。レーションを食べて休む。中

村さんは「先に行く」と言ってノレンゼ

に入る。井本がザックを背負いルンゼ

を見ると、まだ 1P目中間を登高中。

14:00 井本は腹の具合が悪く、ノレンゼ中間部

で休む。中村さんはルンゼを終わり、

最終岩壁に取りつく。(コールがかな

り聞こえた)

14:30 井本がルンゼを終わり岩壁に取りつい

た頃、中村さんは岩壁2P目へ。井本

は20mほど登ったところで2P自の

チムニーに落ちた中村さんを見る。古

野さんが下降点から懸垂中。中村さん

からは古野さんが見えず、古野さんに

助けを求める。この時、古野・井本で

言葉を交わす。登頂の時刻、頂上まで

の所要時間、旗、井本のアイスパイノレ、

確保点、のハンマーの回収。中村さんが

自力脱出する聞に井本は 1P50mを

登りきり、確保点、でハンマ一、コンテ

ュニアスで使う赤ザイル(5 0 m )を

ザックにしまい、 2P呂に向かう。

14:50 2 P目を終えた所で中村さんと合流。

頃 3P自の出だしが難しく、先に中村さ

んが取り付いて登れず、井本に代わる。

井本も登れず、再度中村さんが取り付

いて先行する。

15:20 頂上雪稜着。 iここまで来たんだから

な」という言葉に、井本は「そうです

ね」と答える。 トランシーパー交信の

聞に井本がザイノレをほぐす。交信を終

えて5分とたたない内に出発。間隔は

20m程。古野、ニマ・ドルジェのト

レースに従い頂稜づたいに歩く。かな

りの西風に中間のザイルは飛ばされ、

中村さんは若干遅れがちで、先行する

井本が時A立ち止まる。

17:20 頂上着。中村さんは 30m程後から登

って来る。井本は旗を取り出し、パイ

ルに結ぶ。中村さんと握手。肩をたた

き合い「ゃったな」と言う。中村さん

のカメラで写真を撮り合う。井本がザ

イルを直している聞に、中村さんは頂

上の雪の中に写真を埋める。

17:45 頂上を後にする。登りのトレースとは

違い、 トラパースのトレースに従って

下降点を目指す。暗くなると下降点が

判断できないと思い、かなり急ぐ。

18:10 下降点着。井本はザイルをたぐり寄せ、

中村さんは交信の為ザックを開く。

井本は「先に行きます」と言い、中村

さんは「気をつけろよ」と答える。井

本は交信が始まる前に下降を始め、途

中でザイルをつなぎ、約80m真下に

下って直上ルンゼに降りる。余ってい

たザイルを直上ルンゼのFixの克点に

結び、 Fixにつかまって下る。 1P程

下った所で「井本」と呼ぶ声を聞き、

井本は「中村さん、中村さん、いいで

すよ」と答えて下る。(返事はなかっ

た)井本は直上ノレンゼ、中央ルンゼの

確保点でザッグをおろし、リヒトを取

り出してリヒト行動にはいるが、 途中で

リヒトを落としてしまい真暗の中を

Fixロープをたぐりながら下る。

21: 50 C 5着。テントに入るなり横になり、

ジュースを飲み、ローソクの炎を灯し

続けて朝を迎える。』

C5に残っていた村口・鈴木・石川は、アタッ

ク隊を送り出した後、 しばらく休養を取り、午後
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からC3へ向け行動を開始した。 C5用のトラン

シーバーは、中村が携帯していたために、先に戻

った古野と連絡が取れず、 C5の状況はBC、C

3に伝わらな った。 BCの岡田は、 26日から双眼

鏡を食い入るように見つめ続けていたが、 C5に

全員が帰幕したかどうか確認できていない。

一古野の報告一

Wl6:20、C5に帰幕する。ニマ・ドノレジェの作

ったお茶を飲み、お粥を食べて、中村.井本の帰

りを待つ。井本が21:50帰幕。井本の疲労は激し

く、一度横になったまま動けない。話すのもつら

そうである。中村テントで23:00まで中村を待つ。

もし中村が帰幕しない場合、古野・井本、ニマ・

トソレジェの 3名で早朝中村の捜索に出発する事を

井本、ニマ・ドルジェの2名に告げて、村口テン

トに戻って就寝。村口・鈴木・石川は本日C3に

下降している。』

く10月27日〉晴れ

古野、ニマ・ドルジェの2名は早朝よりフィッ

クス・ロープをたどり、中村の救助に向かったが、

7，500m付近で発見したものは、中村の所持品数

点と、彼のものと思われる滑落の跡だけだった。

BCでは早朝から 3台の双眼鏡で捜索を開始する。

古野の捜索報告一

昨日と同様、穏やかな天気である。中村

が帰幕していない事を知り早々に準備を

する。凍傷か怪我で動けなくなり、ピパ

ークを強いられている事を考え、古野は

薬品、テントシューズを持ち、ニマ・ド

ルジェには酸素、ツェルト、テノレモス、

コンロ、コッフェノレ、若干の食料を持た

せる。井本には「シュラフを持って上が

るように」と指示する。酸素器材のセッ

ティングに時間がかかり、接索の出発が

少々遅れてしまう。井本は足が痛むとい

う事で出発が遅れるとの事。

6:45古野、ニ 7 ・ドルジェ 出発。(井本は調

子が悪く、捜索には参加できなかった)

9:00第二雪田からロックバンドに入る所で、

先行のニ 7 ・ドルジェが様々な中村の所

持品を発見。 B出帽、カラビナ付シュリ

ンゲ、 トランシーパーの破片、ヘ ッドラ

ンプの破片、ラ ジカセの破片を次々に発

見する。そしてほぼロックバンドへの入

口のルート上で、中村のものと思われる

フソレーの衣服の繊維が岩角にこびりつい

ているのを発見。(手ではがして持

ち帰ろうと思ったが、とてもはがせなか

った)中村がこの上部で動けなくなって

いる……あるいはザッグだけ落とじてし

まったとも考え、ニ 7 ・ドルジェに上部

(中央ルンゼの入口)まで行かせるが、

中村を発見できない。フィックス・ロー

プも異常無いとの報告を聞く。古野は第

三雪国を捜索。 ロックバンドのノレートの

下の雪面で、中村のものと思われる滑落

の跡を発見。直径1m、深さ50cmほどの

大きな穴が20mおきにあいている。その

左の方でシャフトの折れたピッケル、止

め金が壊れ、一部歯の曲がったアイゼン

片方、カセットテープ(テープのみ)、

トランシーパーの破片、ラジカセの破片

を発見し、回収。この時点でほぼ絶望と

判断し、捜索は打ち切る事にした。

13:30捜索を打ち切り、下山開始。

14: 15帰幕。 C5にはトランシーパーは無く、

C4かC3に本日下山と判断する。

15:00 C 5のテントを 1つ回収し、 1つは万一

中村が帰った事を考えて食料、コンロ、

コッフェル、酸素を残して3名で下山。

16:00 C 4到着。井本は1時間遅れてC4到着。

鈴木はC3から我々のサポートのために

C4へ登り返す。

16:30 C 4でトランシーバー交信を済ませ、古

野、ニマ・ドルジェはC4出発。

17:00鈴木は井本のC4到着を待って、井本を

サポートしながらC4を下山。
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18:00古野、ニマ・ドルジェはC3到着。我々

が到着後、石川がサポートに出発。

20:00鈴木・石川・井本、 C3に到着。

BCの岡田の報告-

BCでは 27日早朝より 3台の双眼鏡で捜

索を始める。

7: 00 2名がC5を出発し、上部へ登り始める

のを確認。彼等2名の姿を中心に周辺を

捜すが他の人影は見えず、時折C5より

下部およびBC付近までも見回すが、そ

れらしき姿は発見できない。ここ数日の

内では比較的気温が高く、南西壁正面岩

壁より大きな雪崩が既に数回発生し、標

高約 5，000mの岩壁基部にデブリとなっ

て堆積していく。

10:53 1人(ニ7 ・ドルジェ)が中央ル、ノゼへ

入っていく。もう 1人(古野)は、何か

を探している。

11: 40 2人が第二雪国と第三雪田を分ける リッ

ジを越えたところで何かを探している。

11: 45 1人(古野)が第三雪田へ向かっている。

しばらく止まっていたが、何かを発見し

たらしい。

12:00まだ何かを探している様子だ。

13:30捜索をしていた 2名がC5へ下降を始め

るo

15:00 C 5より 3名のみが下降を開始し、事故

が現実のものと解る。 C3の鈴木にトラ

ンシーパーを持たせ、上部へ向けて行動

開始。

16:00 C4にて古野・鈴木が会い、古野より26・

27両日の行動を知る。BCでは捜索者が

下部 (BC方向)を覗きこむような行動

をとっていたことから、捜索の中心をデ

ブリ周辺に移す。岩壁・懸垂氷河・ルン

ゼ等広範闘を見渡すが中村を発見できず。

一日中雪崩が岩壁基部にデブリとなって

集中している。

古野・井本、ニマ・ドノレジェの3名は 15:00

にC5から下降を開始する。 16:00、C3から登

り返した鈴木とC4で合流し、ここで初めて上部

で起こ った内容が確認された。

古野「昨日、中村・井本が 17:20に登頂したが、

中村は戻らなかった。朝になって古野とニ 7

.ドルジェが捜索に向かったが、第二雪田の

上部で滑落の跡を発見した。中央から折れた

ピッケルや、曲がったアイゼンなどを回収し

た。おそらく滑落、生存の見込みはない。 B

Cからの捜索をおねがいする。」

岡田「下から双眼鏡で探し続けているが、何も発

見できず。」

古野 rc5から下降する時も下を見たが、何も発
見できず。滑落と思われる跡は、 20mおきぐ

らいに直径 1mぐらいの穴があいて真下に消

えていた。おそらく一番下の氷河まで落ちた

可能性が強い。」

岡田「滑落と思って下部氷河もよく見たが、何も

発見できず。」

古野「フィッグス・ロープに破損は無し、セルフ

ビレー用のカラピナ付シュリンゲを岩の上に

置いてあるような状況で回収した。(疑問と

された件だったが、後日、写真や隊員の記憶

から、そのシュリンゲは予備のものと判明し

た)岩角にはフソレーの繊維がこびりついてい

た。(出村はフツレーのヤッケを着用していた)J

岡田「ニマ・ドルジェよりシェルパへ説明させよ。」

岡田 rc3聞こえたか。」
村口「すべて聞いた。」

古野からの捜索報告は、わずかな望みすらも打

ち砕くものだった。ヒマルチュリの南西壁を滑落

したら、途中で止まる可能性はほとんど無く 、B

Cと同じ高さの氷河のどんずまりまで一気に 2，0∞
m 以上転落し、生存の望みは打ち砕かれ、現状況

の中での救助活動は二重遭難の危険性のため、不

可能であった。 C3に集結後、再び交信内容の確

認と、捜索のことについて話し合った結果、全員

BC へ下降することに決定する。
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く10月28日〉晴れ

村口・鈴木・古野・石川・井本はBCへ下降し

ながら肉眼にて捜す。特にC2からの下降では滑

落経路(推定)がよく解るが、発見できずBCへ

帰幕。古野・井本より 26・27両日の詳しい説明

を受け、折れたピッケル、アイゼン等を見せられ、

行動概要

約7，550mの高さより BCと同じ標高の岩壁基部

付近まで滑落したのは、ほぼ間違いないものと思

われた。

ただ結論を出すにはまだ早いと考え、 29日の終

日、 30日午前中と捜索を続けるが、遂に中村の姿

を発見できずBCを撤収する。

月/日

1 0 月 10 日~ 11月5日までの行動

10/10晴

11晴~雪

12晴・強風

13晴

14晴~雪

中村パーティー

(中村・井本・石川、ニマ・ドノレジェ)

C4→C3 

C3休養

11 

C4入り

C5荷上げ/岡田C2へ下降

降

降

降

下

下

下

へ

へ
へ

C

I

C

B
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C

深

B

風

風

風

風

強

強

強

晴

雪

晴

晴

晴

5

6

7

8

9

 

'
E
A

唱

a

A

'

・A
唱

E
A

唱

E
A

BC→C2/シェルパ 5名出発

C2→C3 

C 3→C4 

C4→C5 

岩壁中央ノレンゼブラトーまで工作 7P

アタック隊(含シェルパ 1名)

7，785mでト引き返す。

26晴 !@古野、ニマ・ドルジェ先行、工作後登頂。

。中村・井本アタック 登頂後中村C5に戻らず。

20晴

21 晴

22晴

23晴

24晴

25晴

村口パーティー

(村口・鈴木・古野)

C3休養

C3→C4入り

C4→C5荷上げ、工作

C5建設キャンプ入り

岩壁下部、第一雪田まで工作 4P

岩壁下部、第二雪固まで工作5P

C5滞在

C5→C3 潰されたC3の堀りおこし

C3→BC 

BC休養

11 

BC→C2 

C2→C3 

C3→C4 

C4→C5 

最終岩壁工作 7，790 mまで

。村口・鈴木・石川は昼過ぎC5を発ちC3に向かう。

古野、ニマ・ドルジェ捜索、その後C3へ。 BCからは3台の双眼鏡で捜索。

全員BCへ下降

岡田・村口 BC出発

BC撤収 本隊キャラバン出発

岡田・村口カトマンズ着 日本へ連絡

日本大使館へ報告

27晴

28晴

29晴

30晴

11/ 1 

2 

3 

4 

5 本隊キャラバン、カトマンズ着
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事故発生予想地点図
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2.検討と反省

現場の状況から、遭難の直接原因は滑落であろ

う、と思われる。滑落地点は、第二雪国と中央ル

ンゼの中間点、約7，550m付近と推定される。最

終岩壁7，800m付近からの転落は、回収品の位置

からみて考えにくい。

7，550m付近は部分的に垂直な壁があり、 7'ル

ーアイスが詰まってアイゼンの効かない所がある。

しかし、全体的にはしっかりした岩で構成される

3級程度のルートである。ハーケンも多いため、

掛け替えは多くなるが、それほど問題となる部分

はない。

滑落した原因と、それを引き出した要因が問題

となるが、中村からの最後の交信や井本からの報

告で、高度障害に原因があるとは考えに ぐい。し

かし、連日の行動による疲労はかなりあったはず

であり、高所の影響が加わったことも少なからず

考えられる。

また、フィックスロープ及び支点に煩傷や異常

が確認されないことから、なんらかの理由により

セルフピレーを外す(外れる)結果となり、ロー

プから離れたものとも推測される。たとえば、小

さなスリップにより気が動転した中で体勢を立て

直そうとしているうちに、単純な操作ミスでロー

プから離れてしまったのではないか。あるいは、

支点、での掛け替えミスといった可能性もあるが、

そういった基本的な技術のミスは考えにくい。な

ぜなら、中村の性格からみて、そのような場所は

特に注意をしていたと思われるからである。また、

面倒だからセルフビレーを取らずに ロープを掴ん

で下降してしまうと、いうことも考えにくいこと

である。

何れにしてもその直接的な原因は推測の威を脱

し得ない。

くタクティクス上の諸問題について〉

ミスを引き起こすような重大な欠隔

が隊の内部に存在していたかどうか

私達の目標は南稜からの登頂であった。それぞ

れがヒマルチュリの南稜から頂上へ立とうという

強い意志を持ち、チームとしてまとまっていた。

隊員聞の人間関係もトラブルはなく、非常にうま

くいっていた。

(1) フィックスロープについて

出発前、圏内で立案した基本計画案は、最終岩

壁部までのフィックス工作を終了させ頂上からの

帰路を確保した後でしか、アタック隊をスタート

させないというものであった。これは 5，OOOmの

高所とは比較できない正常な状況下での判断であ

り、この方針は現場においても変わりはなかった。

高所という状況の中で、ワンピッチのフィッグ

スを伸ばす事に、全員がどれほど苦労したか……。

にもかかわらず、 6，OOOmものフィックスをルー

ト上に張りおおせたのは、仮にザイルパーティー

が別々の行動を取らざるを得ない状態におかれた

場合でも、確実に安全な行動を可能とする必要が

あることを全員が確認していたからである。

こうして、やっとの思いで張り終えたフィック

スにより、 C5から頂上への往復は、体調の許す

かぎり全員が可能になった。我々は、極めて慎重

にそして安全に行動していた。しかし、安全と思

われていたフィックスロープの中で事故が発生し

た事じ対し、私達は改めてその捉え方について考

えさせられた。フィックスロ プがあるために、

安易にアタックを考えていた部分があったのでは

ないか。フィックスロ プがあるからあとはもう

大丈夫だ、という考え方に問題があったのではな

いか。こうしたフィックスロープへの信頼を裏返

して考えてみると、そこにはロープに対する過信

があったかも しれず、そこに判断の落とし穴があ

ったような気がする。

(2) C 5スタートの時間について

私達は、アタックに関して常に話し合っていた

ことがある。それは、早い時間帯でスタートをす
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るということである。たとえば、夜間といえども

天候が良くチャンスがあればアタックをかける。

可能性がある限りアタックを試みるというととで

ある。

しかし、当日の出発予定が4:00であったにも

かかわらず、中村がスタートしたのは 7:00であ

った。その 3時間は、疲労のための遅れといって

よいだろう。

だからといってアタックを中止させなかったの

は、計算で割り出した限りにおいて、その時間帯

でも登頂の可能性があったからである。ルートに

関しても、夜間行動の可能な工作状況であった。

15:20、中村に登頂リミットの延長を許した時

点で、夜間の下降になるということは充分考えら

れた。しかし、問題となるのは、 登頂を果たし、

明るいうちに最終フィックス地点、まで往復してこ

られるだろうかということだった。下降が夜にか

かったとしても、フィックスロープが張ってある

ので、それ程問題はないと思っていた。

(3) 時間延長について

中村・井本は3日間連続して高所で行動をして

いたため、疲労があったのは間違いない。しかし

ながら、高みを目指せるだけの思考能力と気力は、

充分に感じられた。そしてフィックスロープも一

次隊により完成されており、待ちに待ったモンス

ーン明けの安定した天候でもあり、一時間のタイ

ムリミットの延長によって、中村・井本の登頂の

可能性が開かれるものと考えられた。

また、 7名の登頂者を確信していた私にとって、

当日の朝になり頂上を諦めざるを得なくなった 3

名のためにも、といった浪花節的お粗末な考え方

も、前夜の打ち合わせの基本を簡単に変更して時

間延長を認めてしまった一因であったと思う。

加えて、人間関係を考えた時、決断をくだせな

かったことは、隊長岡田の責任である。
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(4) 墓本的なパーティーについて

26日、井本は 7，800mのフィックス地点よりロ

ープを辿り C5に帰幕し、中村は戻らなかった。

本来ならば、 パーティーを組んでスター卜した

場合、 2人で帰ってくることが当たり前だが、安

全圏に入ったと思い込んだ途端、パーティーのメ

ンパーは行動を共にする、という鉄則を崩してい

る。ここにひとつの問題がある。これは井本個人

の問題ではなく 。隊全体の問題として受け止めな

ければいけない。それは先にも述べたように、皆

がフィ ックスロープをひとつの"安全な存在"と

捉えていたが故に、このような判断の緩みが引き

出されたと考えられる。後から下降してくるリー

ター中村に対し井本は絶対的な信頼を持っており、

ロープもあるのだし確実に下降してくるだろう、

と考えフィ ックスロープを伝って下降してしまっ

た。

常に基本的なザイルパーティーで行動せよ、と

は指示していないが、少なくとも最後のアタック

に関しては、ザイルパーティーの鉄則を守るべき

であった。

(5)判断の落とし穴について

今回の事故の決定的な原因を断定することはで

きない。もちろん、タクティクス上の問題や判断

のミスが、幾重にも重なって起こった事故には違

いない。我々の気づかなかった部分に原因は潜ん

でいたことも確かであろう。それは、ヒマラヤ経

験の少なさから来るものなのかー・ 。

+時 骨

以上が、現段階における直接的、間接的な原因

探求への正直な答えであり、検討と反省を重ねて

はきたが、未だに明確なひとつの結論は出せない

でいる。

しかし、今回の登山に対する多くの批判を受け

ることの中で原因究明への手掛かりを見つけ、反

省を続け、その結果を未来へと繋げていくことが

我々の責任であると、肝に銘じている。



第二次捜索報告

神崎 J忠男

山登りに危険、登山者に遭難がつきまとうもの

とは知りながら、 『まさか身近なところで起こる

はずはない』と、楽観的に構えている山男の悪い

癖がある。そして、どの遭難事故もそうであるよ

うに、事故が起こって初めて『あいつが……』と

その重大さ、意外性に驚く。

10月10日、 ミュンヘンで聞かれた世界山岳連

盟 (UIAA)の会議に出席し、その後オースト

リア、スイスの山仲間と歩いた美しいアルプスの

思い出もさめやらない 11月1日、私は高緑監督か

ら電話をもらった。

「今、遭難の連絡が入った……」

「ウチ(日大)の隊のととですか?J

「ヒマルチュリで滑落したらしい」

「一人ですか?J

お互いに事故の重大さをそれなりに意識してい

たのだろう、会話はなかなか核心に触れない。

「カトマンズから岡田の連絡だから間違いない」

高緑監督のいつにもない真剣な話し方に、生命

に関わる重大事故と察し得た。受話鰭の向こうの

声を聞きながら隊員ひとりひとりの顔を思い浮か

べていたが、みんな笑顔である。意識と無意識の

錯乱の中で少しでも良い方に考えようとする。自

分が想像するような重大事故であってたまるか一

ーという思いが働き、最後の一言一生死の問題

と、誰が事故を起こしたか一、ということが聞

き出せない。

「誰ですか・・・・・・」

「日出だ……J

誰であってもそうだったと思うが、ガンと頭を

なぐられた思いであった。実名を聞き、 『因っ

た!~と思うすべての感情を含め、 「日出ですか

……」とオウム返しをしたが、この短い言葉の中

にいろいろな思いが錯綜していた。

その夜、高橋・神崎は高緑監督宅に集まり、今

後の対策を話し合っていた。高緑ー岡田のあいだ

には定期連絡が取られることになっており、午後11

時頃、カトマンズの岡田から電話が入る。東京か

らの連絡は、土曜日のために山などに出掛けて連

絡のとれないOBが多く、対策に何らの動きがな

いことの報告のみで、岡田からの詳細な事故説明

と遭難の確認に止まったに過ぎない内容であった。

登山隊は、再度中村の確認を行ったが、地形的

な問題と隊の規模、隊員の疲労などから捜索活動

が無理な状態であると判断し、取り敢えず東京連

絡所と御家族への報告のために岡田、村口が本隊

より一足先にカトマンズに出た。

東京では、休日明けの 11月4日火曜日、主だっ

たOBに連絡をとり緊急対策会議を聞く。日大山

岳部・桜門山岳会でも、これまでに富士山・奥穂

高での遭難、その他小さな事故もいくつか起こし

てはいるものの、近年に大きな事故はなく、それ

も学生や若いOBで独身者のみの遭難であった。

今回のように海外での、また妻帯者の事故は初め

てである。このようなととから、海外登山の経験、

特にマナスル山援に詳しく登山界での活動経験が

豊富な松田雄一氏に事故対策委員長となっていた

だき、この緊急事態の収拾に当たる態勢を整えた。

冷静な判断の中で現状を把握し、最も有効な今後

の行動予定を考えなければならない。厳粛な気持

ちの中にOBの面々が集まる。

御家族への連絡は現地からの岡田隊長の報告と

合わせ、桜門山岳会として高緑監督からも一報を

入れていただく 。信じ難い突然の出来事に御家族

の方もネパール行きを望まれ、今後の捜索活動に

強い期待を寄せられた。御家族の心中察する中、

OB会としても早速遭難対策を検討し準備に入っ

たが、何分、事故後の状況や現場の状態、また、

隊員の健康問題などの把握が充分でなく、現地の

状況がわからないため、具体策に進展を見出せず

焦りを感じ始めた。このような状況にあっては正

確な現地情報の入手を急務とし、取急ぎ村口隊員

を東京に呼び戻し、善後策を練ることに決定する。
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11月5日、 村口隊員が帰国、彼自身は元気では

あるが強度の凍傷を負い、手当てが必要で、あった。

状況によ っては、村口に御家族と再度カトマンズ

ヘ戻ってもらおうとも考えていたが、無理な状態

であることを知った。

村口の帰国でかなりの状況を知ることが出来、

捜索活動の可否、事故現場の状況、隊員の疲労度

など、今後の行動についての検討がなされたが、具

体策が立てられない。取り敢えず御家族の同行者

として神崎を現地へ向かわせ、東京と連絡をとり

ながら今後の方針を決めることにした。

11月7目、中村日出君の妻実栄さん、実母の初

江さん、同行する神崎の三人は新橋第一ホテルに

集り、昼の時間ではあったが数人のOBと村口隊

員が見送る中、成田へと向かった。御家族の方々

も飛行機は初めてではないとのことに心配するこ

ともなくパンコックに着き、エアポートホテノレで、

一泊、翌日のタイ航空機でカトマンズへ向かう。

カトマンズへの機内は思ったよりも乗客が多く、

昼食の頃、右側の丸窓にヒ マラヤの高峰が見え始

めた。複雑な気持ちと共に「ヒマラヤです」と説

明する。早くも飛行機はカトマンズ盆地の上空に

達して高度を下げ始め、燦々と陽を浴びて舷しい

ボトナード寺院をかすめるようにして着陸した。

実栄夫人もお母さんも心穏やかならずも元気な御

様子でタラップを降りられた。我荷を、圧倒する

ようなヒマラヤの景観は、いやが上にもネパール

に着いた実感を覚えさせる。岡田隊長をはじめと

した隊員、 OB宮原氏の出迎えを受け、宿泊先の

ホテルソルティオベロイへ向った。テレビこそ

ないがカトマンズでは超一流、質素な落ち着ける

ホテルで、御家族の方にも良いホテルに泊まってい

ただけたことと思っている。

チェックインの後、お二人には少し休んでいた

だくこととし、その問、僕の部屋で隊員とのミー

ティングを聞く。今後の捜索について岡田隊長を

中心に検討を進める。事故の状況、地形的な問題、

シェルパを雇ったりしての再度の組織立ての難し

さなどを話し合う。再度の入山もいとわないとい
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う隊員の意向はあったものの、彼らの疲労度はか

なりのものと推察した。ここカトマンズでは何と

か元気で、も再び 6，OOOmの高度へ向かうことの難

しさを考えると、これ以上に悪い状況の起こるこ

とは避けなくてはならない。とういった状況を検

討し、今後の捜索行動を考えることにはかなりの

時間を要した。そして、まず中村君の消息をつか

まなくては方策が立てにくいという状況から、思

い切って飛行機又はへりコプターによる空からの

捜索を行うことにした。も し空からの偵察で中村

君の姿が確認出来れば、その時点、で次の行動を考

えるということで捜索フライトの準備を進める。

我A は中村君の発見時のことを考えへリを使う

ことを提案したが、現場にへりが降りることは地

形的にとうてい無理であるととや、へりでは飛行

高度も 4，OOOmが限界ということで、エージェン

ト側はピラタスポーター機を勧めてきた。検討の

結果、取り敢えずピラタスポータ一機を飛ばし

中村君の消息を探り、もし発見出来た時点、で次の

計画を立てるととで早急にチャーターフライトを

した。途中でへリに変更する考え方も捨ててはい

なかったが、チャーター出来なくなるととも考え

て、三回のピラタスポータ一機のフライトを予約

する。この計画を夜の定期連絡で東京に打診し

「現地の判断に任す。最善の策を講じよ」との返

信に捜索飛行の態勢を整えた。

御家族にも今回の事故説明、経過報告とともに

今後の予定についての御了承を得た。

11月9日、まず御家族の方にヒマルチュりと事

故現場を見ていただくため、岡田隊長と古野を同

乗させて第一回のフライトを行う。カメラ、双眼

鏡と中村君発見へのあらゆる対策を施し、雄大な

ヒマラヤの峰々に向かつてトンボのように小さな

ピラタスポータ一機は飛び立っていった。

一応、御家族と相談はしたものの、いきなりの

高度飛行や、生々しい事故現場をご覧いただくこ

とに一抹の不安と戸惑いは感じながらも、御家族

に現実を知っていただくために無情を承知の上で

の強引なフライトでした。

第二回フライトは 11月10日、 神崎・鈴木・井



本・石川がフライト。背のスラッとしたインド人

のパイロットだった。三固とも我々のために飛ん

でくれたわけだが、飛び立ったときに、

「危ないことをさせて申し訳ない。我々の友を思

う心を理解して下さい」

と、謙虚な気持ちでお礼を言う。

彼は、 「危ないことが大好きでパイロットになっ

たんだ。黙ってオレの飛行機に乗っていろリと

言わんばかりの剣幕で飛びたった。

当初の話では、飛べても 7，OOOmまでが限度と

のことだったが、かなり手荒な操縦でマナスル三

山を一周、更にマナスルと P29のコルをかすめ

ての通過には、恐怖感すら感じさせられ、スリル

と緊張の中でいやが上にも捜索に気合いが入る。

コルを通過すると左に旋回してヒマルチュリの壁

すれすれの飛行、捜索にはもってこいのアングル

で飛んで、くれるものの危険も大きい。そんな中で

カメラと双眼鏡を交互に覗き、事故現場付近に目

と心を集中する。右旋回、左旋回と何回となく壁

に近づいてはくれるが、中村君の姿は確認出来な

い。雪壁についた雪溝が中村君の滑落の流れた跡

と錯覚したりもしながら、上部岩壁から下部岩壁

へと目を移す。じっくり見れば見る程、状態の悪

さ、地形の複雑さを知らされる。いつの聞にかヒ

マルチュリの頂上と同じ高さとなり 、すぐそこに

頂上が見え、手が届くほどだ。二回ばかりの右旋

回で更に高く、ヒマルチュリの頂きははるか下に

見えた。 Iオイ、大丈夫かい……」思わず日本語

で声を出す。

飛び立つときの僕の一言に刺激されたわけでも

あるまい。半ばヤケ気味で飛んでいるのかな、と

も思ったそうだがそうでもないらしい。計器では

高度10，OOOmを示している。 しかし、ヒマルチ

ュリはもちろんマナスルまで手に取るように見え

る。こんなアンクソレで、マナスノレ三山を見たのは我

々ぐらいではないだろうか、と思っていると急に

気分がムカムカしてきた。軽度の高山病であろう。

酸素マスクを着けてはいるものの、このマスクに

酸素が本当に流れているのだろうか、ととの時初

めて疑問を感じた。かなり古く消耗も激しい酸素
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機器に併せ、飛行機そのものがオンボロに感じら

れ、高度10，OOOmの不安は募るばかり。そうこう

しているうちに、高度を下げての再度の偵察をお

願いするが、パイロ ットは心よく引き受けてくれ

た。痛くなるほど壁とニラメッコしたものの、捜索

の成果は実らずカトマンズへと引き返した。

その夜は御家族をも含めてのミーティングを聞

き、今後の対策を話し合う。これ以上危険があっ

てはならないから明日のフライトは取り止めては、

との御家族の御意向もあったが、ここで中止して

は一つのチャンスを失う気もして、予定通り明日

再度の偵察飛行を行うことにした。

第三回フライト、 11月11日、 古野と井本の二

人で飛ぶことになった。 残った隊員は、観光局

(ツーリズム)へ出掛け、今回の事故証明を取り

に行ったり、御家族と日本大使館へ挟拶に出掛け

る。午後、フライト組と合流した。三回のフライ

トも思った成果が上がらず、次の行動についての

ミーティングをも った。

中村君の消息、が確認出来なかった今、次の行動

をいろいろと検討したが、取り敢えず、全員一緒

に日本に帰ることが次へのステップとも考え、こ

の旨を御家族の方に話した。緊迫した空気を感じ

ながらも御家族の方の御理解を得て、今回の捜索

活動の一応の区切りとした。

次の目、御家族と隊員全員はヒマルチュリが見

新橋第一ホテル集合(12:30) 

11月 7日@う
成田発 TG 741使(17:50) 
バンコック着 (22:30)
エアーポート・ホテル泊

バンコック発 TG 311使
(11: 30) 

11月 8臼臼こ) カトマンズ着(13:15)
ホテル・ソノレティオベロイ泊
ミーティング(事故報告今後の行動)

家族飛行 ご家族・岡田・古野
4名にて約2時間飛行
観光局 (ツーリズム)・登山資料等

11月 9日(日) の提出と報告
リエゾンーシェルパと会食また
情報収拾依頼
ヒマラヤンジャーニー(大河原氏)に
てへリの情報収拾

捜索飛行神崎・鈴木・石川・井本
ご家族に中村隊員の個人装備を点

11月10日(月)検してもらごう。挨
三井物産へ 拶
ミーティング(今後の捜索と隊員
の帰国について)

える『カカニの丘』へ出掛けた。出発時には霧が

立ち込めていたが、天気も何とかもちそうだとマ

イクロパスで出発。2時間くらいかかって、何軒

かの人家が建つ『カカニの丘』に着く。ヒマルチ

ュリは雲が垂れ込めて見ることが出来ない。ケル

ンを建てようと思っていたが適地が見つからず、

小さな穴を掘って、カトマンズで手に入れた中村

君の身代わりの仏像を埋め、その上に石を積んで

とじんまりとしたケルンを作った。見えないが、

ヒマルチュリの方向に向かつて全員で部歌を斉唱。

"明日の旅路が気にかかるー・…"と、歌い終わる

頃、われわれの心が天にとどいたのか大粒の涙雨

が降り出した。

カトマンズに帰り、帰国の準備をするかたがた、

カトマンズで滞在中にお世話になったクマールカ

ドカ殿下、テク・ポカレルネパール山岳協会副会長、

観光局のシャルマ氏、そして、日本大使館の皆さ

ん、宮原先輩、 トリブパン大学教授でJAC会員

でもある丸尾先生、大河原御夫妻など多くの方々

に御挨拶をし帰途につく。

東京では沼尻部長をはじめ、多くのOBの出迎

えをいただき、本当に有り難うございました。

最後に中村日出君の御冥福をお祈りしつつ、捜

索報告を終わります。

合掌

捜索飛行古野・井本

11月11日ωο 日本大使館へ挨拶、ご家族・神崎・
岡田・石川。
仏像三体入手
現地滞在 JAC会員、丸尾氏 (北大
山岳部OB)挨拶

カカニの丘へケルンハイク
登山局にて登頂及び事故証明受理

11月12自体) ネパール山岳協会・クマールカドカ殿
下、シャルマ氏に挨拶
宮原氏、百IT関係者と夕食会

カトマンズ発 τ'G312便(14:15) 
パンコック着(18:30) 

11月13日併合 エアーポートホテル泊 | 

ミーティング(帰国時及び帰国後の打
合せ)

バンコック発 TG 740便00:30) 

11月14目白色う 成田着(帰国)(18:00) 
箱崎シティターミナル (20:30)
解散 (21:30)
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追悼

私達7名は、けして秀でた隊員ではなかった。

しかしながら、世界に冠たるあの難壁に、初登撃

なしえたのは、我々の努力とチームワークの結晶

に他ならない。ヒマルチュリへ向かう事、 2度目

とはいえ、心をひとつにし粘り抜けたのは、 81年

の第一次登山隊の貴重な体験から受継いだ夢をも

てたからである。

しかしながら、その夢を現実のものにするため

に、長い歳月にわたり、己をとり屈む環境に多大

なる犠牲を払うことを承知の上での行動は、特に

君のようなやさしい心を持つ人間にとっては、本

当に辛かったと思う。

「無」からひとつの登山隊を造りだしていく行

程は、暗中模索の厳しい経験を積み重ねる日々で

したね。『日出』君の選んだ道は、まさにその通

りの行動でした。 I家族」か、 「山登り」か、ず

いぶん悩みましたね。

岡田 貞夫

君が家族にあてた手紙の中で『家族の平和とは、

平凡な暮らしの中にあるものなのですね。もう、

このような勝手なことは二度としません。』あの

言葉が忘れられません。しかし君の払った犠牲が

より大きかった程、君の頂への執念は素時らしい

ものでした。

私は、君をパートナーとして選べたととを、誇

りに思っています。君の卓越したマネージメント

により、我々の行動がどれほどスムーズに運べた

か、感謝の気持ちでいっぱいです。

私は、君とあれ程の素晴らしい体験をし、正直、

どんなに胸を張って一緒に帰ってきたかったか。

あの時の体験を、今後の実生活の中に生かしてい

けない君に、お詫びすると共に残念でなりません。

今、『日出』君は、一人で我々のヒマルチュリ

を護っていてくれます。私達6名は、『日出』と

共に、次なるヒマルチュリに向かう心です。
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日出さんへ・・・

人の生とは? 死とは何だろうか? といった

判るようで判らない問いをつらつらと考えている。

いったい日出さんはどこへ行ってしま ったのだろ

うか。

10月26日、 3人の隊員が登頂した目、残った

村口・石川と私の 3人は、一足早く C5より C3

に下降した。途中、日出さんからの交信により、

古野とニマ・ドルジェが1時20分に登頂したこと

を知る。 3時20分にもう一度交信があり、「あと

1時間で頂上へ着くので行かせて下さい」と言っ

ていた。その次は6時過ぎだった。今思えばこれ

が最後の交信になってしま ったのだ。 15時20分

に登頂に成功し、現在、フィックスロープのとと

ろまで下降した」と言う。C5に戻るのは9時頃

かなと計算した。夜になるのは確実だが何も心配

しなかった。安全に降りてくれるだろうと信じて

いた。しかし、以後ついに中村さんからの声を聞

くことはできなかった。その日、 12時過ぎまで

待っていたが、連絡はなかった。ウツラウツラ半

分眠ったような意識の中で、蝋燭の明りに照らさ

れじっと交信を待っている村口の姿が印象に残っ

ている。まさか遭難するなんて露ほども考えなか

ったのだ、。

翌 27日、 BCの岡田さんから、 C5より二人

登って行くとの交信が入る。登って行く? 上へ?

鈴木弘之

-…上へ行くなんておかしいではないか。この時

初めて遭難の疑いを持った。そして夕方、上部と

連絡を取る為、 C3より C4まで登り返した時、

恐れていた事実を知った。C4で古野とニマ・ド

ルジェの顔を見た時、すべてを理解した。 1話が

できるか」と聞くと、 「ええ」と古野が答えた。

トランシーパーを握った古野の口から、 BCへ、

そしてC3へ、 「最悪の事態が発生しました…」

という言葉が流れ始めた。こんなととがあるので

あろうか。一番死んではならない人が死んでしま

うなんて、信じられなかった。今でも信じられな

い思いである。

10年以上も前、法学部1号館の l階だった。一

人で山岳部の部員勧誘をやっていたのが日出さん

だった。あれが出会いだった。あの時から、思え

ば随分長い時間を一緒に過させてもらった。北ノ

丸公園でのトレーニング、合宿前の準備会、一緒

に見に行った映画一確か『カッコウの巣の上で』

という題だったな。学部が一緒だったこともあっ

て、授業の話もよくした。日出さんは政治学のゼ

ミに入っており熱心に活動していた。山岳部にあ

っては珍しいことである。我~ 1年にとって、 2

年生は一番親しい存在であり、日出さんにはいろ

いろなことを教えてもらった。
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5月の谷川岳、 6月の穂高での初夏合宿、 7月

から8月の立山での夏山合宿、 10月には鳳恩三山

を縦走した。中央線の穴山駅から登山口まで延h

と走り続ける強行軍で、結局3日行程を 1日余り

で駆け抜けてしまった。 I山では走るに限る」な

どと恐ろしいととをのたまう人であった。あの年

は春山合宿の南アルプス全山縦走をもって無事終

了した。 3年生の松野さんがリーダーで、 2年は

中村さん一人、あとは1年ばかりでいろいろ神経

を使ったことと思う。

1977年(昭和52年)、日出さんはサブリーダ

ーとなる。山岳部の大幹部だ。北鎌尾根から奥穂

高縦走の5月山行に始まり、奥多摩海沢への新人

歓迎山行、初夏、夏山合宿と続く。この間にも、

富士山での中原万次郎先生の捜索、北極のトレー

ニングとしての丹沢主脈縦走、 9月の初めには二

人で九十九里浜を歩いたこともあった。夜、東京

を出発したが、千葉まで来ると電車がなくなって

しまい、公園のベンチで5蚊に食われながらピ‘パー

クした。翌朝一番の列車を銚子の近くで下車、そ

れから夜8時まで13時間も歩き続けなんと60km

を完歩した。山ばかり登っていた中にあって楽し

い思い出として残っている。以後、中村さんと今

野、私の三人は北極の準備に没頭した。学生部の

マラソン大会にも出場し、 3位か4位になった。

11月の富士山へも一緒に行った。

年が明けて 1978年(昭和53年) 1月から5月

まで北極へ遠征した。そこでは無線係として実に

よく活動し、極点到達が近付いた頃は、殆ど眠ら

ずに無線機にはりついていた。自分の責任に関し

ては徹底的にやる人だった。

帰国した日出さんは4年生、山岳部ではチーフ

リーダーとなったが、総指令官としての気苦労も

多かったことと思う。特に 1年生の面倒をよく見

ていたことが印象に残っている。そして叉、いつ

就職活動をしたのだろうと思うくらい、山岳部の

生活にどっぷり浸っていたが、冬の後立山、八ヶ

岳縦走を最後に卒業を迎えた。充実した学生生活

だったと思う。

北極への遠征、数々の山行、そして今回のヒマ

ルチュリ……。日出さんと沢山の思い出を共有す

るこ とができ幸福だった。しかし今、その思い出

を共に語るかけがえのない人を失ってしまったこ

とが残念でならない。

10月30日、日出さんのケルンで長い時間を過

した後、部歌を斉唱しBCを後にした。シェルパ

達も祈りを捧げ、一足早く下って行った。濃い青

空の中、天を突くヒマルチュリと日大旗が鮮やか

であった。

これでさようならです。また会いに行きます。

待っていて下さい。
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忘れえぬ日々

黒と自の岩肌、紺碧の空、天空に大きく肩をい

からせながら釜えるヒマルチュリ。

10月26日、君は残照の中、未踏の岩稜から、

僕らの憧れとともにその絶頂に立った。

帰路、君は登頂成功の交信をし、 「確実にゆっ

くりと下降します。大丈夫です。」というしっか

りした交信を最後に、帰らぬ人となってしまった。

君は暮れゆくヒマルチュリの空の下で何を想い、

考えていたのだろうか。君のことだから家族のこ

と、そして仲間のことを時の経つのも惜しむよう

に思い浮かべていたに違いない。

澄んだ空気の中、これから始まる登撃に胸をと

きめかせながら、見るもの見るものに新鮮さを感

じながらキャラバンし、期待と不安とが交錯する

中、エーデルワイスの咲く草付に一瞬の安らぎを

覚えたであろうに。しかしそれから上は妥協を許

さない山の厳しさが待ち受けていた。

でも君は、心を許し合える仲間の友情と協力の

もとで、見事に頂に自らの足跡を残した。

でも敢えて言おう。山で死んではならない。ど

んな事をしても無事に帰って来なければ。愛する

家族と仲間が待っているのだから。

日本大学ヒマルチュリ登山隊 1981年登掌メンパー

松野 丘主E
.5i乙

君が残していった僕との山での思い出、都会で

の生活。冬山で、レスリングをやっていた君は、

狭いシュラフの中でその身軽な体を利して得意に

なって回転していたっけ。

知床の流氷の上でピッケルを振っていた君。

合宿という合宿には、自分の体よりも大きな荷

物を歯をくいしばって担いでいた君。

春の南アルプス縦走では、毎日、 トップを歩き、

リーダーだった僕からルートを間違えた時、えら

く怒られたっけ。

厳しかったトレーニングに汗を流し、山岳部の

生活に、誰もが何度か疑問を感じ、君も悩んでい

た。四年間の学生生活。

至らぬ先輩だったがクラブ活動、山での生活の

中で、一年下だった君とは、なんと多くの貴重で‘

充実した日々を過した事だろう。

君が登ったヒマルチュリの頂への一歩一歩が僕

にとっては、君との忘れえぬ日々です。

中村君、どうぞ安らかに眠ってください。

合掌
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おねがい INFORMATION 

“日本大学ヒマルチェリ登山隊 1986"の隊員、中村日出君は、ヒマルチュリ東峰 (7，893m)、の南西

壁7，550m付近にて、 1986年10月26日、滑落し行方がわかりません。 ドノレディ・コーラ氷河上部で、次

の図のような、上顎叉は下顎のある人間の骨を、発見した人は、日本大使館、叉はネパール国観光省登山

局へ、連絡してくださるようお願い致します。

Mr. HIZURU NAKAMURA， a member of Nihon University Himal chuli Expedition 

1986 was slipped at South West Face of Mt. Himalchuli East (7893m)， on Oc. 

tober 26 in 1986， up glacier of Dordi Khola. But he was not discovered. 

The next chart is the upper jawand lower jaw of his bones. Please discoverer 

reports i t to the Japanese Embassy or His Majesty's Goverment of Nepal， 

Ministry of Tourism， Mountaineering Section .. 

porcelain fused ι 

metal crown 5431 
bridge 一一一一

amalgam (occlu剖)~

amalgam (oc山 sal)-.lJ 

amalgam (occlusal，川
buccal) 

amalgam(occlusal 6 1 
bucclul) 

arr叫 am(oc山叫)司

mi ssing by 
extracted 

4] 

upper 

lower 

~ 

~amalgam(o仙lsal)

~~ndersi zed tooth 

げ amalgam(occlusal， 
buccal) 

16 amalg叩 l(occlusal
mesial ，buccal) 

[τarIlal 

14 amalgam(occlusal 
distal) 

国籍 日本;人種黄色人種; 死亡年月日 1986年 10月26日;
Nationality Japan; Race Yellow; Date of death 1986， October 26; 

氏名 中村 日出;年令 31;性別男;身長 163cm ; 
Name Nakamura. Hizuru ; Age 31 ; Sex Male ; Height 163cm; 

滑落地点 ヒマルチュリ東峰， 南西面， 高さ 約 7550m， ドルディコーラ氷河上部;

Slipped place Mt.Himalchuli East， South West Face，about 7550m height， 
up glacier of Dordi Khola 
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日本大学ヒマルチュリ登山隊1986

I. 準備日誌

日 士
心
ユ
コ
ロ

1984年

6. 15 ヒマルチュリ南稜(プレモンスーン期)の

仮申請をネパール観光省へ提出する

7. 7 1981年のメンバーによるヒマルチュリ

の登山計画検討

9. 16 有志によるヒマノレチュリ登山計画検討

10. 1 仮申請をポストモンスーン期に変更

12.25 今後の準備計画、予算などの検討

1985年

1.11 日本山岳会理事会にてヒマルチュリ計画

の承認と都岳連への推薦状を得る

2. 都岳連、日山協の推薦状を得る

2. 外務省を経てネパール政府観光省へ正式

申請書提出

7.24 日本大学ヒマルチュリ登山隊 1981の反

省と 1986の計画を検討する

10. 3 ネパール政府観光省より正式許可証取得

11. 1 月2回の参加希望者による集会を定例化

し、具体的な進行と勉強会を開く

11. 15 ネパール政府観光省へ登山料を振込む

11. 24 河口湖フルマラソン参加

1986年

1. 2~4 八ヶ岳山行

2. 7 桜門山岳会新年会にて計画概要の説明と

隊員の紹介を行なう

ll. 登山日誌

2.23 日山協海外技術研究会に出席する

2.25 桜門山岳会ヒマルチュリ検討会にて予算

案、その他組織的取組みを検討。月 1回

の実行委員会発足

3. 4 桜門山岳会理事会において日本大学ヒマ

ルチュリ登山隊 1986の正式承認を得、

組織委員の検討を行う

3. 9 都岳連高所順応研究会に出席する

3.12 登山隊事務所開設

3.15 仮計画書作成

3.20一物品寄贈依頼関始

4.23 桜門山岳会募金委員会の発足、目標額、

方法などの検討が行なわれる

5.1~7 剣岳、八ツ峰山行

5.10 正式計画書発送

6.12~ 16 穂高山行、大域、怪我のためヒマルチ

ュリ登山隊への参加は不可能となる

6. 15 日本大学両国研修所の一室で集荷、梱包

作業を開始する

7. 10 梱包作業終了

7.16 隊荷を輸送業者に引き渡す

7.25 現役とOBの親睦会を兼ね、日大山岳部、

桜門山岳会主催の登山隊壮行会開催

8. 2 先発隊3名出発

8. 9 本隊4名出発

8. 3 先発隊3名カトマンズ入り

8.10 本隊4名カトマンズ入り

8.21 本隊キャラパン、カトマンズ出発

8.23 後発キャラパン、カ卜マンズ出発

8.31 休養キャンプに全員集結、 BCまで、のル

ート工作

9. 5 BC建設、 3名BC入り

9. 6 隊員4名と現地スタッフ全員BC入り
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9. 7 BC開き

9. 8 登山活動開始、 C1予定地到達、新ルー

トの偵察

9. 9 トリプルピーク直下まで工作

9.10 洞穴ピーク直下まで工作

9.11 洞穴ピーク到達

9.16 C 1 ( 5，5 50 m)建設

9. 17 洞穴ピークまで、のルート整備

9.18 スーパーグーロワールまで工作

9. 19 C 2予定地モロゾフピークまで工作

9. 20 C 2 ( 5，9 20m)建設

9.21 工作6ピッチ

9.22 羅生門まで工作

9.23 C 3予定地到達

9.25 C 3 (ABC、6，370m)建設

9.27 6，700 mまで工作

9.29 ルート整備

10. 4 6，800 mまで工作

10. 5 C 4予定地到達

10. 7 C 4 ( 6， 9 5 0 m )建設

皿.事後処理日誌

11. 1 留守本部にカトマンズより事故の第一報

が入札早急に対策集会が聞かれる

11. 2 留守本部を中心に対策集会が聞かれる

11. 4 事故対策委員会が設置される

11. 6 隊員 1名が帰国し、事故対策委員会にて

状況の説明と検討が行なわれる

11. 7 中村実栄さん、実母の初江さん、 OB神

崎の3名がカトマンズへ出発する

1 1.9~11 3回のフライトで空から捜索を行なう

11. 14 全員帰国

11. 15 中村家訪問

11. 17 中村家、精糖工業会、日大体育会へ挨拶

11. 18 集会

11. 19 帰国報告会を開く

11. 20 集会

11. 22 集会

11. 25 仮報告書発送
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10. 8 南稜 10ピッチ工作

10. 9 さらに 12ピッチ工作

10.12 C 5予定地到達

10.13 C5(7，250m)建設

10. 14 下部岩壁4ピッチ第一雪国まで工作

10. 15 下部岩壁5ピッチ第二雪田まで工作

10.18 全員BCに下降集結する

10.20 登筆活動再開、アタック隊3名出発する

10.21 アタック隊3名出発する

10.24 岩壁中央ルンゼブラトー(7，70 Om)ま

で7ピッチ工作

10.25 最終岩壁(7，79 Om)まで4ピッチ工作

10. 26 隊員3名、及びシェルバ 1名が頂上に到

達する。隊員l名、 C5に婦らず

1O.'Zl 捜索

10.28 全員BCへ下降

10.29 2名カトマンズに

10.30 BC撤収

11. 1 2名カトマンズに帰着

11. 5 本隊キャラバン、カトマンズに帰着

11.28 中村家通夜

11. 29 中村家葬儀

11. 30 登山隊事務所を閉める

12. 1 日大総長へ帰国の挨拶

12. 5 集会

12. 12 事故対策委員会

12. 14 中村家四十九日

12. 15 募金報告書、仮決算発送

12.27 日本大学ヒマルチュリ登山隊 1986、反

省及び検討会

1987年

1. 7 反省会

1. 9 報告会準備

1. 26 日大理事会、報告会準備

2. 1 中村家百ケ日

2. 6 私学会館にて報告会開催

3. 5 事故対策委員会解任式



会計報 s:二仁3

一一一収 入一一一

個人負担金 8，8 1 6，5 2 0円

桜門山岳会 5，1 4 8，9 30円

般 200.0 0 0円

日本大学 300，000円

日本大学文理学部

雑収入

合計

一一一支 出一一一一

く国内〉

渡航費

装備費

食糧費

事務通信費

輸送梱包費

医療費

保険費

酸素費

Z主主i 山費

雑 費

小計

(捜索隊費用として)

国 内

国 外

合計

300，000円

60，433円

1 4，8 2 5，8 83円

2，1 4 9，4 3 1円

1，880，475円

1 27，570円

5 ~ 7，6 2 4円

1，6 9 8，6 5 0円

3 4， 7 6 9円

26 5，5 9 2円

1，0 6 5，9 2 2円

479，200円

3 7 0， 7 6 2円

8，659，995円

7 6 9，5 6 0円

1，046，960円

1，8 1 6，5 2 0円

(上記に含む)

日本大学ヒマルチュリ登山隊 1986

(昭和62年3月31日)

く国外>

滞在費 8 8 1， 7 4 0円

食糧費 1，1 1 4，897円

装備費 1 0 7，6 3 2円

シェルパ装備費 8 1 9，000円

シェルパ賃金 5 1 2，050円

ポーター費 8 4 9， 1 4 2円

事務通信費 5 4，6 4 2円

通関費 6 3 9，5 2 0円

保険費 1 8 1，6 5 0円

チャーターフライト 7 2 0，0 0 0円

雑 費 1 5 2，8 36円

小計 6，0 3 3，1 09円

合計 1 4，6 9 3，1 0 4円

残高 1 3 2， 7 7 9円
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A S umm ary of the EJ中edition in Himal Chuli 

- Nihon University Hirnal Chuli Expedition 1986 -

1. τne members of the party were as follows 

Leader 

Member 

Sadao Okada 

: Hizuru Nakamura 

Sirdar 

Noriyuki Muraguchi 

Hiroyuki Suzuki 

Kiyoshi Furuno 

Ichiro Ishikawa 

Shigeki Imoto 

Nima Temba 

by Hiroyuki Suzuki 

( Age : 36 ) 

1/ 31 ) 

1/ 30 ) 

1/ 29 ) 

1/ 25 ) 

1/ 24 ) 

1/ 23 ) 

1/ 30 ) 

1/ 40 ) 

fノ 31 ) 

/ノ 36 ) 

1/ 21 ) 

fノ 31 ) 

1/ 28 ) 

1/ 24 ) 

1/ 24 ) 

1/ 25 ). 

1/ 26 ) 

1/ 14 ) 

1/ 27 ) 

South Ridge~South 

Hi gh-alti tude : Dawa Gya1tsen 

porter Nima Dor je 

Ang Dorje 

Thingy Dorje 

Chief Cook : Ang Norbu 

Kitchen Boy : Bihendra Lama 

Tek Bahdur 

Mail Runner : Dawa Tenzing 

Chonba 

Kitchen Staff • Dorje Tamang 

Gonbu Sherpa 

Liaison Officer: Tage Nath Podel 

2. Route 

Marsyandi Khola~Dordi Khola， Himal Chuli 

west Face. 

3. The records for the climbing in 1981. 

The climbing party of "The Nihon University Himal Chuli 

Expedition 1981" have c1imbed up to the altitude of 7.600m 

on the day of October 24. 

4. S ummar y 0 f t he Expedi t ion 

In advance， an advance party left Japan for Nepal on August 2. 

They c1eared custom's procedures of the cargoes sent from Japan 

and prepared for equipment， food. 

On August 9， the others of the party left for Nepal. 
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(S tarting Caravan) 

The first Caravan started to the Rest Camp on August 21. 

The second Caravan started on August 23. 

The party reached the Rest Camp at an altitude of 3820m 

where was a ruin of the Base Camp by Nihon University 

Himal Chuli Expedition 1981 on August 31. 

(Building of the Base Camp) 

On S e p t e m b e r 6， t h e B a s e C a m p wa s b u i 1 t a t 4，95 0 m a f t e r 

Spending several days on loading and acc1imation to altitudes. 

(Beginning to c1imb) 

On September 8， our c1imbing starts. On September 16， the 

party made Camp 1 at 5，920m.On September， Camp 2 was 

established at 5，920m on the snow ridge. There is a sharp knife 

ridge 1 kilometer in the upper part of Camp 2. 

But route making goes on smoothly. On September 25， Camp 3 

was built at the end of snow plateau coming gently down from 

the south ridge. It was an altitude of 6，370m. Camp 3 was 

suitable for an advance base camp， because there were no wind， 

rather safety and adequate altitude. 

Route making in the upper part of C3 did not go on smoothly 

because of deep snow. We had a heavy snow eve.ry day. We are 

still in the monsoon. 

On October 7， Camp 4 on a wind ridge was constructed at 6，950m. 

Ti be t was able to be seen f rom Camp 4. On Oc torber 13， C5 was 

pitched at the very foot of the south ridge. It was at 7，250m. 

The next day they began an assault to summit. Ascent is at a 

snail's pace due to the difficult route. The cold gets into the 

body through the double boots and feather-stuffed coats. 

On October 17， the monsoon was over. 

On October 26， the weather is fine and the wind blows very 

hard. We had made our fixed rope to 7，800m. Eventually The 

first party， Kiyoshi Furuno， Nepalese Sherpa， Nima Dorje 

c1 imbed Himal Chuli 7，893m a t 1: OOPM. 

The second party， Hizuru Nakamura， Shigeki Imoto， c1imbed 

the mountain at 5:20PM， too・

But one the summitter Hizuru Nakamura did not came back to C5. 

On October 27， iνe looked for him upper C5， but we could not find him. 

Un fortuna tely we thought that He slipped at 7，550m while de sending. 

On October 28， all members of the party came back to the Base Camp. 

On October 29， two members， Sadao Okada， Noriyuki Muraguchi 

started to go down to Dumre. Four members left for Dumre in 

the next morning. 
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者力協御

日本大学ヒマルチュリ登山隊 1986

(敬称略、順不同)

ス

ン

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社ダンロップ

スポーツ東京

ト

ク

レス

フ

ツ

サング

キ

ア

ヤ

ン

ノレセフ

三信製織株式会社

十僚キンパリ一株式会社

イワタニ・プリムス株式会社

資生堂刷子工業株式会社

リ)今レマンウェノレンュリ一株式会社

小西六写真工業株式会社

治製薬株式会社

製糖株式会社

乳業株式会

素株式会

社

社

治

印

明

雪

味

明

一ソ日本アラジン

インターナシ，ナル株式会社

ヤマモリ食品工業株式会社

リプトン・ジャパン株式会社

業会 の

筑波大学体育科学系

運動生理学研究室

子

県山岳連盟

ヒマラヤ観光開発株式会社

同人

団

，馬群

工

大学

マウンテントラベル株式会社

山岳部

本

糖精

日

アイアンイア二工カシモカ農業大学東京

社

テク・ポカレル

(ネパール山岳協会副会長)

報日業工
，." 
f 化Product' 80 

殿下

(登山局長)

ランジャン(エクスプレスハウス)

カドカ

社

ノレ

シ"-レスタ

A-:z:;; 株式

ーマグ

山形クライミングクラフト

使館

S.R・シャルマ (観光局)
大津二三子 (コスモトレ ック)

大本日

妻

己勝

俊

夫

野

原

浅

河

治祐

陽

大

尾

坂

丸明治

賢

村

村

岡幸

桂

松

間

東真利子

伺魚熊商庖

白倉 精

雄瀬

嶋

中

広子金

直

回子本

茂

精

福

野

之

啓

幸之助

司

利井

田長

幸

清

浩

正

喜

崇

小田島

野

藤

上

ツヤコ

稔

田

村

井

安

回清

之

フじ

谷

寺

武 島福遠夫新昌

関西桜門山岳会

光

彦

清回清隆

男

毅

正尻沼

之

武

鉄

利

庭秋

横

素

良日

省

英

藤遠塩置

鞍

介邦

克

内

木

河貞村戸

沢

喬

幸
木

藤

合

夫

雄

晋

矢
如

精

本

山

佐

落

岡

丸

昇

雄

正

業

数

坂

谷

中

本片山

新

田

松

Eヨ
Eヨ田

岡。正本

田

井

株式会社ゴールドウィ

三洋デュ

シイベル機械株式会社

株式会社寺岡製作所

株式会社ソニー・エナジー・テック

株式会社

東洋水産株式会社

株式会社永谷園本舗

宮坂醸造株式会社

東京

典

耕

恒

福五郎

男

雄
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水

秋
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政
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人

伸
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方
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津

本

上
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月
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半

中
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望

和
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中

高

小

宗
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真

渡
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明
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司
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陸
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橋

緑

木

崎

津

平

本

沢

口

高

高

鈴

神

関

大
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松

柄

広
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尾

長

笠

池田

黒 川

嵯峨野

多和田

戸倉

猪爪

中村

平戸

古畑

平野

上

島

原

田

夫

録

男

雄

彦

啓

二

雄

泰

久

隆

修

敏

隆

光

元

重

実

司

司

彦

繁

明

英

智

藤

省

文

重

幸

公

雄

繁

ゴ=
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錦

Eヨ
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正

井

原

瀬

木

石

嶋

上

木

山

崎

島

城

口

田

柳

島

原

村

田

藤

豊

島

井

崎

三

一

宮

深

青

村

中

村

青

高

下

福

大

徳

斎

中

飯

赤

川

谷

池

片

小

菅

今

郎

稔

郎

l¥ 

二

万

夫

弘

宣

昭

次

進

男

治

之

康

久

彦

三

三

吉

信

夫

久

二

雄

靖

雄

喜

晃

章

勝

達

清

基

善

勝

芳

敬

洋

善

義

秀

勇

島

田

村

田

回

並

山

谷

泉

口

松

屋

本

口

井

川

水

井

井

木

町

村

保

金

久

小

芝

北

松

山

高

守

山

堀

桜

中

志

石

小

鈴

安

木

川

安

榎

平

熊

森

隆田西

日本大学ヒマルチュリ登山隊 1986に対しましては、物心両面に於いて多大なる

御協力を賜りましたおかげで充分なる登山活動が行なえましたことに、隊員一同深

く感謝しております。

また、中村日出君遭難に関しましては、御心痛、御迷惑をおかけし、その後の整

理、捜索隊募金、報告会と、滞りなく済ますことが出来ましたのも、御理解を下さ

いました多くの皆様のおかげと重ねて御礼申し上げます。今後は、この様な事故を

二度と起こさぬ為にも努力を重ねていく所存でござ、います。

現在、私達6名は、おちつきを取り戻し、日本大学ヒマルチュリ登山隊1986の活動

にピリオドが打てる迄の整理、検討を済ませ、ここに報告書を発刊し、たします。

中村日出君のご冥福をお祈りするとともに日本大学、桜門山岳会会員をはじめ、

日本、ネパール両国の多くの皆様より賜りました御厚情を深く感謝し、心より御礼

申し上げます。

一一一 おわりに

夫
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一一一一ー編 集 千愛 記一一一一一

ヒマルチュリ南稜は、各国数隊の挑戦を退け、 5度目にしてその域を明け渡しました。これは、

7人が持てる力を存分に出し尽くし、苦闘と努力の末、難攻不落のルートから頂上へ到達した記

録です。

しかし、ついに帰らなかった一人の登頂者・中村日出君のことを考え続けなければなりません。

希薄な空気の中で己と闘いながら、力強く踏みしめていったその一歩一歩が、日本で待つ家族や

仲間に向かつての登高だったはずです。広がる未来に向けてのヒマルチュリであったはずです。

最も輝いている中で、彼は我々の前から姿を消してしまいました。あの優しい男の炎のような情

熱と輝きに満ちた笑顔は、今も鮮明に生き続け、これから何年先でも変わることはないでしょう。

彼の残した素晴らしい思い出と、行動をともにした仲間として、彼の分まで、力強く精一杯生き

で行かなければなりません。

この報告書は 1986ヒマルチュリで行われた登山の記録です。状況や行動のありのままを、率

直に書くことによって正確に伝えようとしたつもりですが、どこまで意図が達成できたかわかり

ません。私達は一人の大切な仲間を失い、二度とこのような悲劇を繰り返さないためにも、さら

に検討と反省を続けなくてはなりません。

この報告書が、これからの愛山に少しで、も役に立つことを念じています。そして、なんとして

も未来へ夢を繋いでゆきたいと思っています。

日本大学ヒマルチュリ登山隊 1986に、御協力くださった多くの方々と、報告書の編集に御力

添えをいただいた皆様に、心からお礼申し上げます。

198 7年 8月
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